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　　　序章







　午後一時──テスト開始時刻が迫っていた。

　そして魔法剣士クリストフ・アークティカは冷や汗が止まらない。まるで時計の針にチクチクと背中を突き回されているようだ。

「さっぱり分からん……。何な故ぜＫは自殺したのだ……？」

　クリスは眉間に皺しわを寄せ、重いため息をつく。魔法剣士を悩ませるのは古典の演習題である、「夏なつ目め漱そう石せき」の「こころ」だ。

　と部室のドアががらりと開く。藍あい空そら遠と羽わが麦茶を片手に入って来た。

「あ、いたいた。昼休みに部室にいるなんて、珍しいわね」

「む……遠と羽わさんか」

「しかも何か死にそうな顔。あんたってそんなキャラだっけ？　……ってまさか、こんな直前になって勉強してる訳？」

「そ、そうだ……。やはり駄目だった。さっぱり理解出来んのだ……」

「はあ？　私、あれだけ教えてやったじゃない？」

「やはり『こころ』は俺にとっては『異世界の古文こもん書じよ』だ……。このままでは駄目かも知れん」

　クリスがため息を漏らすと、百目鬼どうめき千ち紗さがドアの隙間から部室に入り込んで来る。

「クリス君、大丈夫ですか？　おっぱい揉もみますか？」

「ぶっは！」と遠と羽わが麦茶を噴き、思わず大きな声を出す。

「お、おっぱ…………ち、千ち紗さ、何馬鹿なこと言ってるのよ!!」

「いえいえ遠と羽わさん。ものの本によれば、男の子はこう言うと元気になるみたいですよ？」

「ならないわよ。むしろ今のクリスには逆効果よ」

「煩ぼん悩のうが増えて別の意味で元気になりますね！」

「下ネタかよ！　……って、何か臭におうわね。何かしら？」

「クリス君の遺伝情報では？」

「また下ネタかよ！　何なのよ、あんたは……！」

　と、遠と羽わ達のかけあいも聞こえないほどに頭を悩ませていたクリスがすっと立ちあがり、実験用のブースに向かう。

「この臭いは……むむっ。間に合ったようだな」

「おおー。例のアレ、出来たんですねー」

　訝いぶかしげな顔をする遠と羽わをさしおいて、千ち紗さも実験用のブースに入って行く。

「まさかあんた……また何かやったのね？」

「いかにも。〝ル記ル憶ムのニ霊ア薬〟の調合だ。同じ成分を抽出することは不可能だが、『どらっぐすとあ』にある物で代用した。これで記憶力を一気に高め、全ての解答を丸暗記すれば……!!」

　──クリスは高校の裏山に自生する植物やキノコ、謎の物体Ｘ、さらにはドラッグストアの商品をブレンドし、謎の薬を調合したのだ。

　しかし異世界の常識は特区の非常識、遠と羽わはどこから出してきたのか、〝ピコの鉄てつ槌つい〟ことピコピコハンマーでクリスの頭を叩たたく。

「馬鹿じゃないの!?　むしろカンニングよりも質たちが悪いわ！」

　もはや〝ピコの鉄てつ槌つい〟で殴られることに慣れきったクリスは、リアクションが薄い。

「駄目なのか……？」

「真顔で聞かないでよ!?　駄目に決まってるでしょうが!!　成分的にもアウトよ！」

「だが遠と羽わさん。『魔法剣士課程』では試験の直前にこの手の薬を飲む者が──」

「うるさいうるさい！　こんなの没収よ没収！」

　遠と羽わは問答無用とばかりにクリスから試験管を奪い、流し台に廃棄した。

「おお……！　なんと無慈悲な……!!」

　最後の望みが潰ついえた魔法剣士はがっくりとうなだれる。そうこうするうちに予鈴が鳴り、クリスの残り時間は五分を切る。

「し、しかし魔法剣士たる者、このような不完全な状態でテストに臨のぞむのは愛あい川かわ先生に失礼だ。かくなる上は交渉だ。テストを延期してもらおう」

「そうですね。おっぱい先生にお願いしましょう！」




　クリスと千ち紗さは部室を飛び出し、職員室に走った。

「……という訳で先生。テストを来週にしてもらえないだろうか」

　しかし担任の愛あい川かわは口調こそ優しげだが、交渉に乗る様子は無かった。

「駄目よクリス君。確かに別世界の人にとって『この世界の古典』が難しいのは分かるけど、それとこれとは別でしょう？」

「どうしても駄目か……。もう少し時間があれば、何とかなるかも知れないのだが」

「先生、そこを何とか！　ほら、揖い斐び川かわさんとも良いい感じなことですし！」

　と千ち紗さは関係があるんだか無いんだか分からない話題を持ち出す。

「……あら百目鬼どうめきさん？　そんな話、誰から聞いたのかしら？」

　愛あい川かわは胸の前で腕組みをし、千ち紗さを見つめた。

「とある消息筋です。あと仕事で疲れた揖い斐び川かわさんに『大丈夫？　おっぱい揉もむ？』なんていちゃついてるって本当ですか？」

　──もちろん千ち紗さの出任せである。

「むむっ！　愛あい川かわ先生、それは事実であるか…………!?」

　何な故ぜか魔法剣士は生唾を吞のみ込こみ、話に食い付いてくる。視線は心無しか胸元に吸い寄せられているようだ。

「クリス君、そのテンションは遠と羽わさんに怒られちゃいますよ？」

「だ、だが……!!」

　しかし愛あい川かわはごく冷静な体で取り繕う。

「そ……そそそんなの噓うそに決まってるでしょう？　まったく……」

「ですよね～。いい年をした大人が出来たばかりの恋人に『大丈夫？　おっぱい揉もむ？』なんて意味不明なことを言うはずがありませんし♪」

「と、とにかくっ。テストは延期しません。それから百目鬼どうめきさんの宿題だけ倍にしておきますからね」

「ええっ!?　そんな無茶苦茶ですよ」

「大人を馬鹿にするとこういうことになるんです！」

「逆に大人げ無い！」

　そして交渉は決裂し、クリスはテストを受けることとなった。




「……で、なんであれがあんたを尾行してるのよ。あれじゃストーキングじゃない」

　テストが終わった帰り道、遠と羽わは尖とがった声で不平を漏らす。こうしている間にも、〈バグ〉は遠いビルの屋上からクリスを観察しており、それが遠と羽わには気に入らないようだ。

「気にするな遠と羽わさん。いつものことだし、交渉の余地は無い」

「あの事件」以降、名無しの〈バグ〉はクリスのデータを求め、つきまとう。そしてクリスや、その周りにいる人々の言葉や感情、振る舞いを観察スキヤンする。

　あるときはビルの屋上から、あるときは揺らめく陽炎かげろうのように次元の狭はざ間まから。〈バグ〉は観察を絶やさずに続けている。

　そしてたまにクリスが買い物に出かけるときもつきまとうものだから、傍はた目めには──

「デートの間違いでは？」と千ち紗さ。

「だからストーキングだっつーの！」

「遠と羽わさん。もしや嫉妬ですね？」

「な、何を言ってるのよ。……あれはただのバグ。そんなはず無いじゃない」

　遠と羽わは自分に言い聞かせるように呟つぶやく。が、そうで無いことは誰の目にも明らかだった。

「遠と羽わさん遠と羽わさん。完全にセリフと態度が逆ですよ？」

「う、うるさい……」

　遠と羽わが灰色の空に浮かぶ〈バグ〉を睨にらみ付つけると、〈バグ〉は煙のように姿を消した。

　ここでは無いどこか────あるいは別の次元に隠れて行ったのだ。













　　　一章　円ル月カと弧月リルカ







「何なのよ、このチンチクリンな解答は!?」

「す、すまない……。最善は尽くしたのだが。やはり俺には〝ル記ル憶ムのニ霊ア薬〟が必要だったのだ……」

「だからドーピングは駄目だっての！」

　テストが返された日の昼休み。遠と羽わは口から火を吐くような勢いで声を張る。

　そしてクラスは「また始まったな」という空気に包まれる。遠と羽わが騒ぐのは、大抵クリスがしでかしたときなのだ。

「すまないじゃ無いっての。あんたに勉強を教えた時間、返してほしいくらいよ」

「しかし遠と羽わさん。『なつめそうせき』は異世界の古文こもん書じよだ。解読し、答案を『にほんご』で書くだけで精一杯だ」

「違うのよクリス……。私は別に三十点でもいいのよ。努力の姿勢みたいなのがみえれば……。ってか実際、他の教科はちゃんと頑張ってるみたいだし」

「いかにも。魔法剣士としては『武力』たる『プログラム』の知識は押さえておきたいからな」

　と、魔法剣士は妙に自慢気な顔で言う。

「そういうとこも軽くイラっとするんだけど……まあいいわ。問題はあんたの国語力よ」

　世界は〈素子〉で満ちていて、高校では〈素子〉の基礎的な理論や、素子を制御する〈プログラム〉の科目を中心にカリキュラムが組まれている。

　国語はそこまで重要な訳でも、難しいテストでも無いのだ。だというのにこの魔法剣士ときたら、日本語能力に関してはさっぱり駄目なのだ。

「どっちかって言うと国語は『やれば出来る』科目なのよ？　だってのに、あんたの答案は何なの？　努力の跡が見えないどころか、ふざけてるとしか思えないわ」

「そう言われてもだな……」

　例えば夏なつ目め漱そう石せきという小説家が遙はるか昔にいたとする。

　そして問題文に「こころ」という小説が使われたとする。

　その物語の中でＫという登場人物は「心理的な葛藤」の末、自殺する。

　──そこで設問である。





　設問１　Ｋの自殺の理由を、Ｋの心を踏まえながら端的に述べよ（30字以内）






　なるほどクリスにとっては難問かも知れない。

　クリスは剣と魔法の世界の人間だ。異なる世界の、しかも物語上の人物の心情を読み解き、異世界の言語で記述するのは相当に難しいだろう。

　しかし。

　どう間違っても、Ｋという男が自殺したというエピソードを読んで──

「『Ｋは自殺ではなく、呪術師に消された』ですって？　問題文のどこに魔術師とか出てくるのよ」

「遠と羽わさん。俺はむしろ、これが何な故ぜハズレなのか理解出来ん。完璧な答案だろう」

　それは敵モンスターと殺し殺され、魔王の首を狙う魔法剣士にとってはごく当たり前の解答だった。

「超ハズレよ！　どこを読めばこんな答えが出てくるのよ……」

「Ｋが死ぬ直前の行動は異常極まり無い。さらに主人公である『私』の動きも不穏ふおんだ。となれば、『私』がＫの暗殺に荷担したのは間違い無いだろう」

「そんな読解ありえないから！　あんたは行間を読みすぎなのよ！」

　それも魔法剣士というフィルターを通して読む行間だ。正解するはずが無い。

「では、何を読めと？」

「ちゃんと書いてあることだけを読むのよ。文章よ、文章」

「書いてあることだけだと？　遠と羽わさんは正気なのか？　物事の本質は、書いてあることの裏側にあるのではないか？」

「その発言だけ切り出すとすごく格好いいけど、全然駄目だからね？　作者や登場人物の考えを文章から読み解くだけでいいのよ」

「書いてあること……そうか。小説の舞台はこの国だ。つまり呪殺ではなく『Ｋは特区のナノマシンなどの先端技術で暗殺された』が正解だろう」

「はーい全然ちがいまーす。ぶっぶー。もうだめー。こいつもうだめー」

　遠と羽わはクリスの相手をするのが今度こそいやになったのか、唇を尖とがらせて両手の人差し指をくるくると回す。そして〈プログラム〉を発動させ、虚空こくうからピコピコハンマーを生成し、ばーかばーかと言いながらクリスの頭をピコピコと叩たたき出だす。

「……ああっ、これはいけない！　遠と羽わさんの美少女キャラツンデレが崩壊する！」

　と、千ち紗さがテストの答案とスカートをひらひらさせ、二人の間に割って入る。

「クリス君クリス君！　正解は恋ですよ！」

　いわゆる第三勢力の介入である。

　クラスの生徒達は、固かた唾ずを飲んで遠巻きに三人の変人のやりとりを見守る。

「ううむ…………。恋とな」

「Ｋは私のように人間性の遙はるか高みを目指していました。だというのに、恋をしてしまったのです」

　クリスは「人間性の遙はるか高みを目指す」という発言を無視して、質問する。

「そうすると、どうなるのだ？」

「Ｋの心は、自分の中の矛盾に耐えられなくなったんでしょうね。高みを目指す自分が俗っぽい恋などをして、しかもその事実を親友の『私』に突き付けられた。……というのが一般的な解答です」

「本当にそうだろうか？　実はＫは家族を人質に取られていたのでは」

「だから違うっての」

　正気に戻った遠と羽わが、再びクリスにツッコミを入れる。「ピコッ！」と軽妙な音がクリスの後頭部で鳴った。

「心は、恋は、いつだって矛盾むじゆんするのです。私だってクリス君のことを想おもうと、胸が苦しくて苦しくて……」

「何だと？　胸が苦しいなら保健室に行くべきだろう。あるいは若年性の心臓疾患を疑うべきだ。医療用ナノマシンの故障や医療用データベースの不具合の可能性もあるぞ」

　と、クリスは最近仕入れた特区の知識を披露する。

　医療用ナノマシンは住民の健康状態を監視するボットであり、ボットが収集したデータは医療用データベースに蓄積されていく。

　千ち紗さの胸が苦しいということは、医療用ナノマシンが正常に稼働かどうしていない可能性がある。と、クリスは真剣に考える。

　──もちろんそんなはずは無く。

「異常の有無で言えば、あんたの方が異常よ。年頃の女の子が『胸が苦しい』って言ったらそっちじゃないっての」

「…………と、遠と羽わさん？　俺がそんなことを言っていいのか？」

　クリスは珍しく言葉を濁し、頰ほおを赤らめた。

　そして口ごもりながら遠と羽わに説明する。

「遠と羽わさんがよく言う『乙女心』の問題もあるから、俺は敢あえてずらして言ったのだが……」

　すると、遠と羽わが感心したように眼めを細めた。

「ふーん珍しい。あんたに『乙女心』だとか『気づかい』が？　人間の偉大なる進歩ね。許可するわ。言ってご覧なさい」

「年頃の女子の発育する胸が苦しい……。つまり、『ぶらじゃー』のサイズが合わなくなってきているということだな」

「殺す」

「ごめんなさい」

　厳密に言えば、クリスは自分が何な故ぜ悪いのかを理解していない。

　だが、遠と羽わの全身から滲にじみ出でる強烈な闇の気配が、魔法剣士に反射的に「ごめんなさい」と言わしめたのだ。生まれる世界が違えば、遠と羽わはさぞや実力のある呪術師になっていただろう……とクリスは内心で思った。

「良いいんですよ遠と羽わさん。私とクリス君はもう心も体も繫つながってますから。最近、ブラのサイズが合わなくなってきてるのも本当ですし。ほとんどＧカップです」

「全部噓うそでしょ」

「はい噓うそです。……と、このように人は時々矛盾むじゆんした心を抱きます。まあ、普通の心理状態なら、矛盾むじゆんは矛盾むじゆんのまま放置出来る。でも、その矛盾むじゆんを真っ正面から受けてしまう精神の人は、時として耐えられなくなる」

「それ故に、Ｋは自殺を選んだ……と？」

「正解です。潔癖すぎるのも考え物ですね。プログラムも『矛盾』というエラーがあると正しく動かないので、Ｋの思考回路はきっと、『全か無か』といういささかデジタル的なものだったのかも知れません」

「ふうむ…………。言うなれば『こころ』というエラーが、Ｋを崩壊させた訳か」

　クリスはピコッと後頭部を叩たたかれた。

「くさいセリフは禁止よ」

「何な故ぜだ？」

「私が恥ずかしいからよ」

「またまたそんなこと言っちゃってー。遠と羽わさんとクリス君たら、もっと恥ずかしいことしてるじゃないですか！」

「変な噂うわさをまき散らすな！」

　遠と羽わは容赦無く千ち紗さにもピコピコハンマーを振りおろす。

　もちろん千ち紗さは頑丈で、そんなものの効果は無い。

「という訳で、クリス君はもっと『こころ』を、特に乙女心を知った方がいいですね♪　私とデートしましょう」

「駄目よ千ち紗さ──────」




　いつもの会話ならば、遠と羽わは「こんな奴とデートなんて！」だとか、場合によっては「私と用事があるから」だとか言うだろう。が、今日の遠と羽わは違った。

　次のひと言が千ち紗さを、そしてクラスを震しん撼かんさせる。




「──こんな奴とデートしたら、すぐにベッドに連れ込まれるわよ。今朝も私見たんだから！」

「ええっ!?　何ですかそれ！」

　千ち紗さは驚きクラスはドン引く。中身は多少ズレているものの、基本的にクリスは生真面目な好青年だ。そのイメージが今、崩壊しようとしている。

　女子は「不潔……」と眉をひそめ、男子は「さすがクリス、そこに痺しびれる憧れる」などと反応する。

「遠と羽わさん、それは誤解だと言っただろう……！　それにベッドではなくてフトンだ」

　混乱したクリスは全く意味の無い訂正情報を告げる。逆効果だ。

「そうそう。ふとんよ、ふとん。朝からふとんで女の子といちゃいちゃして」

「ええええええッ!?　まさかの超展開じゃないですか！　何ですかそれ！」

　遠と羽わの爆弾発言に、千ち紗さがさらに反応する。

　そしてクリスは狼ろう狽ばいし、遠巻きに見守っていたクラスの女子はますますドン引く。

「…………!!　遠と羽わさん、何も今言わなくてもよいではないか！」

「ほーらみなさい。その慌てよう。あんた『あの子』にデレッデレじゃない。デレデレ魔法剣士よ！」

「誤解だ。ちなみに魔法剣士にそんな肩書きは無い」

「知ってるっての。変な所で細かい奴ね！」

「遠と羽わさん！　『あの子』って誰なんですか!?」

「……………あれは、泥棒猫よ！」

　もはや、今の遠と羽わは止めようが無かった。言わばクリスが問題文を「魔法剣士フィルター」で解釈したのと同じように、遠と羽わは今朝の光景を「嫉しつ妬とする乙女フィルター」で解釈しているのだ。釈明の余地は無い。

　千ち紗さの瞳とメガネのフレームがギラギラに輝く。

　クラスの女子は、クリスを冷ややかな目で見ている。最悪の状況だ。

「私、気になります！　早く教えてください！」

　千ち紗さだけでなくクラスの全員が耳をそばだて、遠と羽わの言葉を待つ。

　しん、と一瞬だけクラスは静まり──その静寂を破ったのは校内放送だった。

『ガーディアンの生徒に連絡します。〈レベル３〉以上のアカウントの生徒は、29実験街区に出動してください。校外活動の許可は、バグ処理後に発行します。繰り返します────』

「……残念。続きはまた明日」

「そんなの酷ひどいですぅー」

　千ち紗さは発情期の犬めいた切ない声と表情で縋すがり付つく。遠と羽わはぺいっと千ち紗さを弾はじき飛とばす。

「あとでよ」

「遠と羽わさん。バグの処理ならば俺も行こう。話したいこともある」

「あんたの出動要請は出てないでしょ？」

　遠と羽わは「氷の女王」と言った趣おもむきでばっさりと断る。言葉の刃やいばは鋭く、周囲に冷気をまき散らす。特殊な性癖を持つ者にとっては、それはそれは最高の状況だろう。

「『ピコの鉄槌』しか使えないあんたは教室で待機してなさい。おっぱいの発育が良いい千ち紗さちゃんとね」

「遠と羽わさん。おっぱいはこの際問題では無い……！」

「ああそうだったわね。クリスは、あんまりおっぱいが発育していない子の方が好きだったかしら？」

「と、遠と羽わさん……！　だからそれは…………！」

　遠と羽わはぷいっと踵きびすを返かえし、教室を出て行った。

　そしてクリスは珍しく「おおう……」と嘆息し、遠と羽わの背中を見送った。




　　　　　＊




　来るなと遠と羽わには言われたが、クリスはそれでも学校を飛び出した。千ち紗さがクリスの端末に位置情報を送信してくれたおかげで、道に迷うことは無さそうだ。

　──が、問題は遠と羽わの機嫌だった。

　朝の状況は、クリスにとっては交通事故のようなものだった。

（だが、どうやって誤解を解くか…………？　朝の状況を全て説明する余裕も無さそうだ……）

　そうしてクリスは頭を悩ませながら、遠と羽わを追いかけた。




　──クリスは浅い眠りから覚める。カーテンの隙間から朝日が漏れていた。そして見覚えのある天井。何度目の異世界の朝だろう。クリスはこの国伝統の「フトン」という折りたたみベッドから半身をもたげる。

「夢か……」

　体が重く頭が痛い。いやな汗が流れている。さっきまで見ていた悪夢がフラッシュバックする。

　父、母、妹のルカ──。それは村が襲撃され全てを失った日の出来事であり、まさしく悪夢そのものであり、未いまだ覚めることの無い、クリスの現実だ。

「俺は、」

　──ルカを見捨てた。

　──母さんを、親おや父じを、村の人々を、見殺しにした。

　化け物の一群が村を襲撃したとき、クリスはただの農家の小倅こせがれだった。クリスは逃げるしか無かったのだ。

「俺は──────」

　クリスの選択が正しかったどうかは、未いまだに分からない。

　ただ事実としてクリスは生き延び、事実として後悔している。

　故郷を壊滅に追いやった〝デスゴーレム〟の抹殺は果たした。それでもクリスの胸には未いまだ黒い雲がわだかまっている。〝虚うろ闇やみの魔王〟を殺すまで、その雲が晴れることは無いだろう。




　そうしてクリスが目を覚ますと、部屋の片隅に誰かが佇たたずんでいた。

　寝ぼけまなこをひと擦さすりし、目を凝らす。

「…………ルカ？　いや────」

　クリスはすぐに灰色のため息を漏らした。そんなものと妹を間違える己が、あまりにも愚かしかった。

　部屋の奥にいたのは、〈プログラム〉のエラーと万有素子の異常集積による生成物──バグだった。ボロボロの布を身に纏まとったバグは、クリスをじっと見つめている。

「何な故ぜここにいる」

「前にも告げた。あなたを、ずっと見ていると」

　少女の姿をした〈バグ〉は世界を繫つなぐ通路──次元ポートを生成し、クリスとデスゴーレムを特区に転送した。そしてバグは「情報収集」名の下に、クリスを監視している。

「やれやれ……俺を調べて何になるのだ…………」

「世界の情報の大半は取得した。それでもまだ分からないことがある」

「お前の疑問など、知ったことではない。……何度でも言ってやる。俺を元の世界に戻せ」

　バグは端的に答える。

「不可能」

「理由は何だ」

「特区の制御塔のセキュリティが強化された。〈次元ポート〉を生成するだけの大量の素子を集めるのは不可能。それに──私はまだ、あなたを元の世界に戻したくない」

「……戻したくないとはまた奇妙な口ぶりだな」

「定義不能な概念が出現した。私の『本能』はそれを求めている」

「発言の意味が分からん……」

　少女の形をした〈バグ〉は、どれほど人間のような姿だとしても〈プログラム〉であることに変わりは無い。故にバグはクリスが理解しにくい言葉を使う。

　クリスはコップを二つ出し、冷蔵庫で冷やしていた水を注いだ。

「お近づきのしるしだ。飲め」

　バグは元の世界に戻るための手がかりを握っている。これは〈バグ〉から情報を手に入れるチャンスだとクリスは思った。

　それに何より、一方的に監視され続ける腹立たしさもあった。

「貴様に人間社会の極意を教えてやる。求めるのであれば、与えろ。与えられたら、与え返せ。貴様が俺の情報を欲するのであれば、貴様もそれなりの対価を俺に提供しなければならない。……それから、もっと分かりやすく話せ」

「了解した。私はあなたを動かす『心』を知りたい」

　さすがのクリスも違和感を覚えた。冷たい空気を身に纏まとう〈バグ〉は〈システム〉そのものであり、心とは対極の存在だ。

「心、だと？　何な故ぜそんな物を知る必要がある」

「『状況の不整合』を解決するための手がかりになる」

「その答えからして意味不明だ……。だが、答えれば貴様からも『対価』があるのだな？」

「了解している」

「いいだろう。────俺にとって心は、痛みであり、苦しみであり、悲しみだ」

　クリスはさっきまでの悪夢を思い出す。今のクリスにとっては、その答え以外にはありえなかった。

「痛み、苦しみ……こころ…………。悲しみ……」

　バグはクリスの言葉をゆっくりと繰り返す。高度で複雑な演算装置に言葉データを投入し、その意味を咀嚼しているのだ。

「これで満足か。次は俺の番だ」

「『対価』の意味は把握している」

　バグは突如として、その身に纏まとっていたボロ布をほどき、床に落した。「少女」の裸が露あらわになる。薄暗く古ぼけたアパートの一室で、白い肌が妖しい色合いを帯びる。

「……な、何のつもりだ!?」

「情報データによれば、一般的な男性はこうすると喜ぶ。これが私の対価」

「違う。それは間違ったデータだ……！」

「藍あい空そら遠と羽わと似た状況になったとき、あなたの心拍は上昇していた。女性の裸には、その効果があるはず」

「や、やめろ。そんなものを俺は求めてなどいない…………」

「理解した。接触の『レベル』を上昇させる」

〈バグ〉はクリスの腰に手を回した。するすると愛あい撫ぶするようにパンツをなぞりながら、クリスの体にぴったりとはり付く。

「な、何をする……!?　話を聞いていたのか？」

　この〈バグ〉は「超高度知性体」なる存在だ、とクリスは聞いている。

　が、高度な知性、どころの騒ぎではない。全く的外れな「対価」だ。




　そして魔法剣士の聴覚が微かすかな足音を拾った。

　────!?

　遠と羽わだ。しかしいつもと様子が違う。普段であれば遠と羽わが部屋にやって来るまでに足音が聞こえる。が、遠羽の足音は既に玄関前に迫っていた。

「そのこと」に思い至った瞬間、クリスの全身に寒気が走った。

　──遠と羽わはこの現場を押えるために、足音を消して待機していたのだ。

　近所のマンションに住む遠と羽わは、普段から「あんたを監視する」などと脅していた。それはポーズでも何でも無かったのだ。この計ったような不自然なタイミングは、そうとしか言いようが無い。

「…………緊急事態だ！　俺から離れろ……!!」

「拒否する。あなたは噓うそをついている」

「何を言う。噓うそなどついていない」

　ドンドンドンドンドンドンドンドン！　と恐ろしい勢いでドアが叩たたかれる。

「いいえ、あなたは噓うそをついている。あなたの心拍があがっている。この状況は『性的な興奮』を意味する」

「そんなはずが無いだろう!!」

「性的に興奮したからには、このままあなたを喜ばせる必要がある。それが人間社会の極意」

「貴様の解釈には致命的な誤りが…………！　待て、首を嚙かむな。舐なめるな」

　ドドドドドドド！　とさっきの二倍の速度でドアが叩たたかれる。魔法剣士はドアの向こう側から猛烈な殺気を感じる。
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「情報データを採取している」

「噓うそをつけ！」

　そうこうするうちに、遠と羽わの大だい音おん声じようが聞こえてきた。

「クリス！　いるんでしょ!?　出て来なさい！　くそっ、こんなときに電子キーが！　やっぱりここにいるのね！　この泥棒猫！」

「こんなこともあろうかと、あらかじめ細工をしておいた」

　そう言ってバグはちゅうちゅうかぷかぷとクリスに吸い付く。

　状況だけで言えば、クリスは死んだも同然だ。半裸のクリスと全裸で絡み付く少女の姿をしたバグ。そこから導き出される結論はただひとつ。死である。

「こうなったら実力行使よ！」

　どごお！　と派手な音とともに、ドアが物理的に破壊された。遠と羽わが〈攻性プログラム〉を発動させたのだ。

「クリス！　いるのは分かってるのよ!!　……って、何なのよその格好？」

　間一髪間に合った。

　クリスはどうにかバグをひっぺがし、奥の部屋に押し込めた。

「何でも無いぞ、遠と羽わさん。今起きたばかりで、着替えようとしていた所だ」

「ふーん……。じゃあ、その謎のポーズは」

　クリスは左手でコップを握り、右脚で片足立ちし、左脚でドアを閉めた状態で固まっていた。

「あ、朝の鍛錬だ。魔法剣士たる者、怠たい惰だな生活は許されないからな…………」

「きもっ。そんな訓練見たこと無いけど……？」

　クリスの監視者である遠と羽わの目がぎらりと光る。

　遠と羽わが素早く靴を脱ぐ。無言でクリスを押しのけ、奥の部屋に向かう。

「まっ……待つんだ遠と羽わさん」

　遠と羽わはがばりとドアを開ける。……が、バグの姿は消えていた。

「おかしいわね。泥棒猫をブッ殺そうと思ったんだけど」

「泥棒猫？　そんなものはいないぞ」

「そうかしら？　私には、はっきりと姿が見えるんだけど？」

　遠と羽わはホラー映画のようなセリフを言う。遠と羽わには見えない物が見えるようだ。

「ははは……そんなはずが無いだろう……」

「それじゃあ、このコップは？　どうして二つも出てるのよ？」

　遠と羽わはバグに注いだコップに手を触れた。

「しかも水、まだ冷たいわ。たった今入れたみたいね」

「…………！」

　クリスの手にもコップが握られている。迂闊うかつだった。一度に二つのコップを使う人間はいない。何という観察眼か。クリスは驚嘆の念を禁じえない。

「さーて。クリス君は誰にお水を注いであげたのかしらね……!!　私のためかしら？　それとも……あのムカつくバグのためかしら!?」

「もちろん、私のため」

　バグの声がした。どこにいたのかと思えば、敷きっぱなしのクリスのフトンの中に潜んでいた。全裸の「少女」がむくりと立ちあがる。

「貴様……！　何な故ぜそこにいる！」

（平時は姿を消して俺を監視するくせに、何な故ぜこんなときだけフトンにいるのだ……!?）

　そういう意味でクリスは発言した。

　しかしこの状況でそのセリフは、遠と羽わにとってはあまりにも白々しい言い訳だ。

「何な故ぜって、あんたが連れ込んだんでしょうが！」

　しかも全裸である。

「違う！　誤解だ！」

「浮うわ気きする男って大抵そう言うのよ！」

「だから誤解だ！　貴様も服を着ろ」

　遠と羽わの目が三角につりあがる。第二形態である。

「何が誤解なのよ。何で、裸なのよ。ってか…………何でクリスの布団ふとんに入ってるのよ!?」

「情報収集」

「どんな情報よ！」

「もっと、彼を深く知る必要があるから」

「な……な、な…………!!」

　遠と羽わの怒りが極まる所まで極まり、逆に言葉が出てこない。第三形態に移行し、今にも火を噴きそうだ。

「待て待て待て待て遠と羽わさん待ってくれ……！　俺は一緒にフトンに入ってなどいない。こ奴が勝手に入ったのだ！」

「本当なの？」

「俺が噓をつくはず無いだろう……！」

「へえー。……まあ信じるわ。クリス君は、誇り高き魔法剣士様だもの……ね!?」

　遠と羽わの視線がクリスを射貫く。やましいことなど何も無いのに、クリスは存在しない罪を告白しそうになる。遠と羽わは生まれる世界が違えば、優秀な異端審問官になっていただろう、とクリスは思う。魂が凍こごえそうだ……。

「────それじゃあ、その首の跡は？　どう見ても歯形よ」

「こ、これは……」

　クリスは少女型の〈バグ〉をちらりと見る。無視された。

「これは……じょ、情報収集らしい」

「噓うそつけ！」




　　　　　＊




　朝の出来事を思い出しているうちに段々具合が悪くなってきたが、クリスはどうにか気を取り直して現場に向かう。遠と羽わの誤解を解かなければならないのだ。

「29実験街区……か。変わった名前の場所だな」

　──と、クリスの眼下に〈ガーディアン〉の生徒達が見えた。

　人数は五、六名。〈バグ〉と交戦しているようだ。

「む、これはまずい……か？」

　クリスは即座に戦況を判断する。

　彼らの背後では新たな敵バグが出現していた。彼らがそれに気づく様子は無く、完全に背中を取られている。

　そしてクリスが反射的に加勢に向かおうとした瞬間、バグが破裂した。そして素子のカケラが路地裏にぶちまけられる。乾いた爆発音が連続して起こる。

　──狙撃手か？

　クリスは高いビルに立ち、周囲を見渡す。

　すると、遙はるか遠くのビルに銃を構える三浦みうらが見えた。

　三浦みうらは視覚を〈プログラム〉で強化しているのだろう。遠く離れたクリスを見つけ、大声で話しかけてくる。

「おお、クリスじゃねーか！　こっちのバグは始末クリアしたぞ！　どうよ!?　俺の射撃は！」

　クリスはビルを跳躍し、三浦みうらが立つビルに飛び移った。

「素晴らしい。前衛と後衛で役割分担して戦っているのだな」

「まあ、そういうことだ。俯瞰ふかんで状況を見極めながら、危険の芽を摘つむのが俺のプログラム──狙撃スナイプって訳だ」

「それにしても、遠と羽わさんとはずいぶん戦いかたが違うのだな」

「遠と羽わちゃんが使うのは〈攻性プログラム〉の中でも、特に火力が強い奴だ。あの性格のとおり、超前衛だ。俺も攻性担当だが、後方支援と遠距離射撃がメインな。微妙に作戦に応じて使い分けがある訳よ」

　ふとクリスは疑問を感じる。

　普通に考えれば矛ほこと盾たて──つまり攻性と防性プログラムを同時に行使した方が理にかなっている。だと言うのに、ガーディアンは「チェス」や「将棋」のように、一人に与えられる力の種類が限られている。

「そう言えば前から気になっていたのだが、何な故ぜガーディアンは一種類の『能力』しか使えないのだ？　我が祖国の大槍使いや呪術師じゃあるまいに……」

「ああ……その話か。そう言えば常識すぎるし、ここ十年の出来事だから教科書にも載っていなかったな」

　三浦みうらは短い髪をぐしゃぐしゃとかいてから説明する。

「すっっっっげーざっくり言うとだ。プログラムがウルトラスーパー危険だからだ。ひとつの端末で色んなプログラムを使えるようにすると、テロや犯罪に使われたときにちょー危ない」

　口調こそ砕けてはいるが、三浦みうらの表情は真剣だった。

　間違っても「大げさではないか？」と言える雰囲気では無かった。

「あと、バグが暴走して街が消えたこともあるらしい。……ってな感じで色んな事件が重なって、素子を開発するためのルールが国際的に定められた。だから俺達のような学生でも、行使するプログラムは端末によって制限されている」

　それ故に〈プログラム〉の研究開発は、「特区」という場所に限られているのだ。

「そんで、話はクリスがすっぽんぽんにした幼女に移る」

「……何な故ぜ三み浦うらがその情報を!?」

「百目鬼どうめきさんが言ってたぞ。もう学校中に広まっている」

「うおおお…………」

　クリスは思わず頭を抱えた。千ち紗さにかかれば、もはや「公開情報」のようなものだ。

「ちなみにどんな話だ」

「クリスが幼女を全裸にひん剝むいてベッドイン。そして歯形」

「誤解だ！」

「そこに『男っていつもそう言うのよね！』と、幼なじみのツンデレ美少女が突撃」

「幼なじみ!?」

　謎の設定を追加したのもやはり千ち紗さだろう。

「おのれ千ち紗ささん……！　いや、ちょっと待て。だから何な故ぜその話になるのだ？」

「まあまあ最後まで聞いてくれよ。で、〈素子〉は健全に平和利用されている。……というのは表向きの話。実際はどこの国でも他に先を越されないよう、危険な開発をしている。それがもしかしたらあのバグかも知れねえって訳よ」

「……あれがそうだというのか」

「そういうことだ。そもそも委員会は街ごとぶっ壊してバグを始末するって話だったろ。だが今の指示は『様子見』だ。怪しさマックスだな」

　バグはクリスの観察を続けている。情報を蓄積させ、何らかの学習を加速させている。

　バグは殲せん滅めつせよ。それが「委員会」の基本方針であり、今回のバグに対する対応は矛盾むじゆんそのものだ。

　順当に考えれば、例のバグは誰かにとって有用な存在であり、誰かがリスクとリターンを天てん秤びんにかけて、放置を命じているということになる。

　──三浦みうらはそう言っているのだ。

「と、俺が監視してるネットワークではもっぱらの噂うわさだ。謎のバグ、モンスター、魔法剣士……。陰謀論者にとっては最高のシチュエーションだろうな」

「ただの与太話であればいいのだが……。おっと、遠と羽わさんの所に行かなくては」




　　　　　＊




　委員会から支給された「端末」に従い、クリスはその現場に立つ。

　29実験街区。それが遠羽達が召集された場所であり、クリスの目的地だった。

　変わった名前の地区だが、街並は何の変哲も無い。ゴチャゴチャと入り組んだ路地と巨大なビル街。ある意味でいつもどおりの、特区の街並だった。

「むっ。遠と羽わさんが…………」

　クリスは遠くで戦う遠と羽わを見つけた。いつものように〈攻性プログラム〉を駆使し、バグを蹴散らしている。

「だが、あの姿は……奇妙だ。それに妙に大きいな」

　クリスは目を細め遠と羽わと戦闘する〈バグ〉を見極めようとする。

　今回は、獣のような姿のバグだった。しかし体を覆うのは獣の毛ではない。

　様々な色や形の電子基板やケーブルが表面を覆っているのだ。まるで特区中のジャンクパーツをかき集め、無理矢理に成形したような姿だ。

　そして〈バグ〉はどんどん増殖する。

「五体、六体……。まずいな。遠と羽わさんが囲まれている……!!」

「クリス君クリス君、待ってください。さすがに丸腰は無理ですよ」

　と、クリスの背後から声をかけるのは、千ち紗さだった。

「千ち紗ささんか。いつからそこに？」

「たった今です。クリス君が速くて、追いかけるので精一杯でした。おおっと危ない！」

　地面を抉えぐる衝撃波がクリスと千ち紗さの背後を掠かすめて行った。

　遅れて〈バグ〉を形成していた部品がバラバラと大粒の雨のように降り注ぐ。

　百メートル近く離れた場所にいる遠と羽わが、攻性プログラム──〈斥力レジスト〉を発動させたのだ。

「やはりまだ怒っているのか。あれは誤解だと何度言えば……」

「本当ですか？　遠と羽わさんの話だと、クリス君もけっこうえっちな感じでしたよ？」

「遠と羽わさんがオーバーすぎるのだ。俺はただ、奴との『情報交換』に乗っただけなのだが」

　しかしバグとの意思疎通は失敗した。その結果がこの有あり様さまである。

「バグと情報交換を？」

「そうだ。どうも奴は、心を知りたがっているようなのだ……。意味不明だが」

「心……。ふーん、なるほど……。心、ですか」

　クリスの何気無いひと言に千ち紗さが考え込む。いつもであれば好奇心旺盛に瞳をきょろきょろとさせてクリスを質問責めにするのだが、今日は別の物に気を取られ、黙考しているようだ。

「千ち紗ささん……？」

「ああ、何でも無いですよ──」

　と言う先から次々と遠と羽わの〈プログラム〉の余波が二人を襲い、「29実験街区」が豪快に破壊されていく。今の遠と羽わは破壊神そのものだった。

「千ち紗ささん。ビルの中に人はいないのか？　遠と羽わさんのプログラムは危険すぎるぞ」

「いえいえクリス君。心配には及びません。あれを見てください」

　と、千ち紗さはつるりとした指先で破壊されたビルを指す。

「…………こ、これは」

　クリスは目を擦さすってその状況を二度見する。

　瓦礫がれきの山が消滅し──建物が再び出現したのだ。

「何かの幻術…………？」

「いえいえクリス君。これもプログラムです。というか、これが『実験街区』の正体。この街は素子で出来ているんです」

「街が……素子で？」

「ここはその名前のとおり、新しいプログラムの試験だとか、ボットの動作テストをするための街区エリアです。実験の中には危険なプログラムのテストもあって、割と街は壊れます。でもいちいち街を作り直していたのでは大変なので、素子とプログラムで街の環境を再現しているのです」

「凄すさまじいな……。確かに〝マナ〟で剣を生成することは出来るが…………街ひとつというのは信じられん。よほど実力のある魔術師でなければ不可能だ…………」

　クリスが魔術に用いる〝マナ〟は、根本的には〈素子〉と同じ物質だ。つまり、魔術でも同じことは出来る。が、クリスが見ているその光景はスケールが違いすぎた。

　街そのものを〈素子〉と〈プログラム〉で生成し、破壊と再生を繰り返すというのは、クリスにとっては規格外の〝魔術〟だった。

「でも、弊害がひとつあるのです。街が素子で出来ているということは、それだけ素子の濃度が他のエリアに比べて濃いんです。だからひとたびバグが出現すると…………」

「…………なるほど。あっと言う間に強力なバグに進化する、と」

　そしてクリスは巨大な獣のようなバグの意味を理解する。

〈バグ〉は〈プログラム〉のエラーが原因で発生する素子の異常集積だ。大量の素子で満たされる実験街区は、バグが巨大化する条件が整っているのだ。

「という訳で、ここのバグは少々危険です。遠と羽わさんのバックアップに行きましょう」

　しかし遠と羽わは「あんたの助けなんていらない」と言わんばかりにバグを一いつ掃そうした。周囲は〈プログラム〉で激しくかき回され、まるで「破壊の女神」が夜通し踊り明かしたかのような状態になっていた。

「……で、何なのよ。私、さっさと帰りたいんだけど？」

　台風の目のように大きな瞳がクリスをぎょろりと睨み付ける。もはやクリスに弁明のチャンスは無い。乙女には同じ布団ふとんに入ったということが、大きなマイナスのようだ。

「まあまあ遠と羽わさん。仲直りタイムですよ♪」

「はいはい。どうせ実験でしょ？　今度は何をするのよ」

　遠と羽わがぶっきらぼうに応答する。が、千ち紗さがごにょごにょと耳打ちすると──何かのスイッチでも押されたかのように、遠と羽わの頰がふわりと赤くなった。

「……あ、あんた。何で余計なことすんのよ！」

「いえいえ遠と羽わさん。これは『セキュリティ対策』ですよ？　安全にプログラムを使うための処置です」

　と千ち紗さが言う割には、遠と羽わは酷ひどくもじもじしている。千ち紗さは例によってイタズラっぽい顔で笑う。

「さすがにあのクラスのバグはピコピコハンマーじゃ壊せないので」

「わ、分かるけど……。でもプログラムでクリスの剣を出すだけじゃない。何でそんな風になるのよ」

　以前の戦闘でクリスの武器は全て壊れている。今のクリスが使用を許可されている武器は〝ピコの鉄てつ槌つい〟ことピコピコハンマーだけだ。違法プログラムの開発者を制圧するだけならば、魔法剣士にとってはピコピコハンマーだけで十分だが、さすがに強力なバグとなると話は別だ。そのため千ち紗さは〈プログラム〉でクリスの武器を生成するつもりらしい。

　だがやはり理解出来ないのは遠と羽わの反応だった。クリスはごく当然の疑問を告げた。

「『剣の生成』で、何な故ぜ遠と羽わさんは赤くなっているのだ……？」

「すぐに分かりますよ。クリス君はこれをつけてください」

　と、千ち紗さはクリスに腕輪を渡す。

「素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルです」

「ほう。俺がプログラムを使うのか？」

「いえいえ。これはあくまで受信機。プログラムを発動させるのは遠と羽わさんです。簡単に言うと、遠と羽わさんが『剣を生成するプログラム』を発信させると、クリス君の腕に剣が出現します。その腕輪が受信機という訳ですね。で、クリス君と遠と羽わさんの素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルを繫つなぐために、クリス君には『ある動作』をしてもらうことになります。名付けて──モーションコネクトです」

　その単語を聞いた瞬間、調子の悪い言語変換ナノマシンが稼働し、クリスの中で情報が繫つながっていく。

「モーションコネクト動いて接続……。遠と羽わさんと接続……」

　動いて接続。

　頰を赤らめる遠と羽わに、はしゃぐ千ち紗さ。

　迷探偵クリスは「こ、これはいつものパターンではないか！」と答えに辿りつく。

「謎は全て解けた……。千ち紗ささん！　これはあまりにも卑猥ひわいではないか……！」

　魔法剣士の脳内に健全な動画が再生される。数週間前に健全な男子高校生である三浦みうらがクリスの端末に送信した、男女が接続するとても健全な動画だ。

「これは部活動だ。部活動とは、青少年の健全育成のための活動だ。確かに子作りは健全な営みだ。しかしながら、往来における子作りは特区治安条例第十一条三項に」

「違うわ！」

　遠と羽わが頰を赤らめながら、クリスの後頭部を「ピコッ」と叩たたく。

「ち……違うのか？」

「野外で三人で……。良いいですね。実験街区は無人ですし！」

「しないわよ！」

　千ち紗さも後頭部を「ピコッ」と叩たたかれた。

「ほら千ち紗さ、馬鹿剣士が暴走する前にさっさと説明しなさいよ」

　千ち紗さはおほん、と咳せき払ばらいをしてから答えを言った。

「クリス君は、遠と羽わさんの手の甲にキスをするのです。王子様みたいに。王子様みたいにー」

「二回も言わないの！」

　遠と羽わは赤面し、もう一度「ピコッ」と叩たたく。

　クリスは神妙な面おも持もちで考え込む。特区がクリスにとっての「異世界」だとしても、さすがにそろそろ学習する。これはあからさまに──

「千ち紗ささんの趣味ではないか？」

「仕様です♪」

「だが理解出来ないのは『口づけ』と端末の接続だ。どうしてそうなるのだ」

　千ち紗さはかいつまんでその仕様を説明した。

　曰いわく、クリスの腕が装備している端末ウエアラブルが、クリスの動作を捉えるセンサーになっている。そして、「手の甲にキスをする」動作それ自体を、遠と羽わの端末ウエアラブルとの接続を確立する「鍵」に設定したのだ。

「なるほど、やはり意味が分からん」

「意味が分からなくても……王子様は何をするか、分かるでしょう」

「口づけだろう」

「そうです。そして、遠と羽わさんがいやだというなら私とべろちゅーです。ぶっちゅぶちゅのちゅーをしますよ！　クリス君」

　千ち紗さがジュルリと舌なめずりをする。それに被かぶせるように遠と羽わが、

「私がやるわ」

　と言う。

「早っ！　遠と羽わさん変わり身早すぎますよ！」

「何を言っているの。異世界の人間とキスをしたら病気が伝う染つるわ。犠牲になるのは私だけでいいのよ。ほらクリス、さっさとしなさいよ」

　遠と羽わは頰を赤らめて支離滅裂なことを言いながら、右手をずっと出す。冷静なようで相当混乱しているようだ。

「遠と羽わさん。出来るならば左手を出してくれないか」

「は？　どっちでも同じでしょ。時間がもったい無いわ。さっさとしてよ」

「いや。我が祖国の慣わしでは意味合いが異なる。右手への口づけは嫉しつ妬とや不貞を。左手は信頼と愛情を意味する」

「馬鹿じゃないの？　どっちでもいいわ、そんなの」

　遠と羽わは右手をすぐにひっ込め、左手を出した。全くもって言行が不一致している。

　クリスは華きや奢しやでほっそりとした指に触れる。柔らかく、温かい手だった。

　そしてクリスの唇が触れた瞬間、遠と羽わは「はわぁっ……」と奇妙な声を出し、脚をもじもじさせ右手で顔を隠す。耳まで真っ赤になっている。
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「遠と羽わさん遠と羽わさん！　良いいリアクションです！」

「う、うるさい！」

　儀式が終わると、クリスの腕輪に赤い文字がふわりと浮かび、明滅する。端末間の接続が完了したようだ。

「成功ですね。これで二人の愛が深まりましたね！」

「あ、愛ですって……？　何を言ってるのよ」

「愛だと……!?　何を言っているのだ……！」

　二人の声が重なり、妙に気まずい空気が流れる。クリスが少女の姿をしたバグと肉体的接触を行ったのは事実であり、同時に遠と羽わも遠と羽わで「きっかけ」を求めていたのだから。しかもそのきっかけが、嬉し恥ずかし手の甲へのキスである。気まずくないはずが無い。

「まあまあ遠と羽わさん。これからの部活動もありますしね？」

「……ったく、仕方無いわね。朝のことは許さないけど許してあげるわ。絶対に許さないけど」

「どっちなのだ……」

「どっちもありうるってことよ。ピコピコハンマーじゃ強力なバグは始末出来ないでしょうから、これからも私に口づけをすることね」

　千ち紗さがにやりと笑う。

　その顔には「作戦成功」と書いてあるようだった。

「円満解決ですね！　最終的にはクリス君の肉体は私の物ですが」

「それは無いから」

　と、三人が話している間に街区は再び元の姿を取り戻す。しかしまたも〈バグ〉が出現した。体表を電子機器で覆う、獣の姿をしたバグだ。

「やれやれ。ひと休みする間も無いな…………」

「クリス。せっかくだし、あんたの剣を試しなさいよ」





『制御塔──端末間供給リンク完了／補助プログラム発動：素子の魔法剣マギアスブレード』






　遠と羽わが〈プログラム〉を発動させる。クリスの腕輪の周囲に「もや」が立ちこめる。同時に「ピリッ」とした感触と破裂音。一瞬にしてクリスの右腕にドミトニア公国の貸たい与よ品ひんが出現した。

「外見的にはクリス君の剣ですが、中身は素子とプログラムで生成された剣です。色々と使い道がありますよ」

　クリスは剣を構え〈バグ〉に対たい峙じする。が、その姿を見たクリスの背筋に、ぞわりとした感触が走る。バグの形状が変わったのだ。装甲のように体を覆っていた電子機器がずるりと落ちる。

　──見覚えのある化物が、姿を現わした。

「〝魔狼ガルダナ〟だと!?……遠と羽わさん、あのモンスターは危険だ。俺が始末する」

「何言ってるよの？　あれはバグよ。たぶん、似たような外見の『データ』を取り込んだのよ。そもそもこの街にモンスターが出てくるはずなんて無いじゃない」

　しかし──〝魔狼ガルダナ〟の気配は異様だった。頭では〈バグ〉と理解しているが、奴の口からだらりと垂れる唾液も、その奥でギラギラしている牙も、〈素子〉と〈データ〉で構成されるバグとは思えない。あれは、本物としか思えない。

「だと良いいのだがな……」

　クリスは〈バグ〉ではなく、「ガルフレイド大陸」のモンスターを狩るときの慎重さで距離を詰め、首元に斬撃を叩たたき込こんだ。

　クリスの鬼気迫る様子に、遠と羽わも思わず臨戦態勢に入った。


『制御塔──端末間供給リンク完了／攻性プログラム発動：振動刃ブレード』



　遠と羽わがプログラムを発動させると、不可視の〈振ブ動レ刃ード〉が空間に出現した。

　バグの知能はそう高くないようだ。クリスが〝魔狼ガルダナ〟と呼んだ〈バグ〉は無闇に突進し、次々と素子の刃に切り裂かれていく。

「ったく、驚かせないでよ……」

　遠と羽わは小さく呟つぶやいた。

　クリスの反応にひやりとさせられたが、やはりバグはバグだった。この世界にモンスターなど出現するはずが無い。

　バグは情報データを取り込んで進化する。恐らくバグは、クリスが言うところの〝魔狼ガルダナ〟に似た情報を取り込んだのだ。

　つまりバグは一見すれば巨大な狼おおかみだ。何らかの偶然の一致があったのだろう。と、遠と羽わは結論づけた。

「うおおおお！」

　遠と羽わの攻撃の合間を縫って、クリスが〝魔狼ガルダナ〟を叩たたき潰つぶす。素子で生成した剣は十分に機能しているようだ。

「……それにしても厄やつ介かいな量ね」

「仕方無いですよ。実験街区ここは一回バグが出ると連鎖反応がしつこいんです。素子の量が多すぎますからね」

　そのとき、またもバグが出現した。次は〝魔狼ガルダナ〟ではなく、例の少女の姿をした〈バグ〉だ。三人の間に緊張が走る。クリスは剣を構え、遠と羽わと千ち紗さはコンマ数秒で〈プログラム〉を発動させようとする。

　バグは瞳をチカチカと微動させ、三人をスキャンする。

　遠と羽わの中で黒い感情が渦巻く。それは生物などでは無く、ましてや恋こい敵がたきなどで無いと理性では分かっている。が、クリスと同じ布団ふとんに入り、色々な所に嚙かみ付ついたりしたという事実に遠と羽わは苛いら立だつ。

「……あんた、何しに来たのよ」

「対価を払いに」

「対価？」

「クリストフ・アークティカも言っていた、対価」

「はあ？　何の話よ」

〈バグ〉は遠と羽わ以上に愛想が無いぶつ切れの応答をする。そしてそうする間にも〝魔狼ガルダナ〟の姿をしたバグが出現する。

「……ふうん。これが対価って訳ね。バグのくせに皮肉が効きいてるじゃない」

「違う」

　少女の姿をしたバグがぽつりと小さな声を出す。指先に赤い光レーザーを灯ともし──数メートルほどある〝魔狼ガルダナ〟の体たい軀くを切り裂いた。たった一瞬で、巨大なバグが〈素子〉へと還かえっていく。

「ど、どういうつもりよ……」

　バグは全ての敵を殲せん滅めつし、平然とした様子で答える。

「これが人間社会のごくい。彼のことを知るため、彼を助けに来た」

「極意？」

「知りたいから、与える。与えれば、知ることが出来る。私はただ、知りたいだけ」

「そ、そんなことのために……？」

「そう──。私は、知りたい。クリストフ・アークティカを」

　ふいに遠と羽わは胸の奥で小さな泡が弾はじけたような感覚を覚えた。まるで胸の奥に微炭酸を注がれたような、こそばゆく、気恥ずかしいような感触だ。

　──バグは、クリスのことを知りたいのだ。

　バグが妙に人間らしく見える。それは間違いだと遠と羽わも理解している。バグが人間らしく見えるんじゃない。遠と羽わがバグの中に人間性を見ているのだ。

　そうと理解していてもなお、遠と羽わはバグに対抗する。

　──私だって、クリスのことをもっと知りたいのよ。

「はっはーん……！　それじゃ、こいつのことを知るために、ここまで来たっての？」

「情報データが必要。その対象が彼。私はあなたよりも知っている」

「ななな……。噓うそ言わないでよ！　私の方がクリスを知ってるわ。あんたの出る幕なんて無いから」

　バグはあくまでも無感情に、それでいて断定的に告げる。

「違う。私の方がクリストフ・アークティカの情報データを把握している。これからも、情報データを集めていく」

「クリスの何を知ってるってのよ。だったら証拠をみせなさいよ」

「彼は愛あい川かわ先生のおっぱいをよく見ている」

「それくらい知っているわ。でも、私のふとももも見てる。千ち紗さのパンチラは見ていない」

　途中まで硬い表情をしていた魔法剣士が苦笑いになり、そして顔を引ひき攣つらせる。

「お、お前ら…………何という話を……！」

「他の生徒の胸も見ている」

「そうなの!?」

「違う！　たまたま見えるだけだ！」

「結局見てるんじゃないの[image: !!!]」

「好物はウサギ型のモンスターの生肉」

「何な故ぜ知っているのだ!?　誰にも言っていないはずだが……」

「彼が持っている男女の生殖の動画は三浦みうらからもらった物で────」

「待て待て待て待て！」

　クリスが血相を変えてバグの口を塞ぐ。クリスの反応を見る限り情報は本物らしい。

「エロ動画は置いておくとして……。あんた、どうしてそんなことまで知っているの」

「知っているものは、知っている」

　バグと遠と羽わの間で視線がバチリとぶつかりあう。

　遠と羽わは自らの心を戒いましめ、楔くさびを打ち込む。バグはやはり敵であり、つまるところは素子の塊だ。「通じる」なんてことはありえない。

　それでも「通じた」と遠と羽わは思ってしまう。敵だけど、求めるものは同じかも知れない。

　──でもね。私の方がずーっとクリスが好きなのよ。

　ここにクリスや千ち紗さがいなければ、そう言っていたと思う。

「あんた、クリスの何を求めるわけ」

「情報データ」

「……分かった。でもクリスはあんたのモノじゃないから」

「解釈不能。特区に奴隷制度は存在しない」

「肝心なことは分かってないのね……。まあ良いいわ」

　遠と羽わは、パチンと手を叩たたいて会話を仕切り直した。

「ひとつだけ約束してほしいことがある」

「約束とは──」

「私達はガーディアン。バグを破壊するのが仕事なの」

〈バグ〉は沈黙で答える。

「私達が他のバグを壊しているときにあんたが出てきたら、最悪あんたと戦わなきゃならないかも知れない。だから私達が戦ってるときに出て来ないこと」

「分かった」

〈バグ〉はこくりと頷うなずいた。そして次の行動に遠と羽わは瞠どう目もくした。驚きのあまり声も出なかったほどだ。

〈バグ〉は「ありがとう」と言って、ほほえんだのだ。





〈遠と羽わさん遠と羽わさん。分かっていますね？〉



　秘ス匿テ通ル信スを経由して、千ち紗さの声が脳裏に響く。

　その言わんとすることは分かっている。


〈[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]当たり前じゃない〉

〈そうです。そんな物に感情移入をしてはいけませんよ〉



　──超高度知性体。

　特区にとっては〈バグ〉はリスクそのものだ。さらに〈バグ〉が進化した〈超高度知性体〉はリスクなどというレベルではない。破滅の代名詞でさえあるのだ。


〈委員会が何な故ぜあれを破壊しないのかは、分かりません。ただ、私達が警戒を怠おこたるのはまずいです〉



　その強い口調に違和感があった。


〈[image: さんてん][image: さんてん]何だか、千ち紗さにしては珍しいわね〉

〈何がですか？〉

〈いつもだったら、珍しいバグを真っ先に研究しようとするじゃない〉

〈いえいえ。バグはバグですから────〉

〈ふうん[image: さんてん][image: さんてん]〉






　　　　　＊




　満月が街を照らしていた。クリスはアパートの一室で、ぼんやりと外を眺めていた。

　クリスの世界では常に円まるい月が空に浮かんでいる。円まるい月は祝福の象徴であり、クリスにとっては妹の象徴でもあった。

　そう、円まるい月を彼かの地では〝円ル月カ〟と呼ぶのだ。

「また貴様か…………。一応礼は言おう」

　窓の外からふわりとベランダに降り立つのは、少女の姿をした〈バグ〉だった。

　白い肌が月明かりに照らされ、余計に白く透き通って見えた。

「礼よりも……情報データが必要」

「分かった分かった。良いいだろう……だが、その前に聞きたいことがある」

「それは────何？」

「俺はお前の名前も素性も知らない。このままではあまりにも不便だ。名を名乗れ」

「名前は無い」

「……？　ならば貴様は自分のことを何と呼ぶのだ」

「あなたには理解は不可能」

「その発言が、理解不能だ。何だそれは……」

「あなたが求めるのなら────」

　バグは自らの「名前」と「素性」を明かした。

「識別コードはXT-8487JF。プロジェクト〈ゴルゴダ〉が生み出した解放核。約二十億の解放核のうちのひとつ。既に99.9999％は失敗している。私──XT-8487JFは、素子制御ネットワークを経由し、街区30番地区の法第15条適用施設──つまり廃材処理工場の通称ＲＤＣ基端に侵入した。そこから先の情報はマスキングされている」

「なるほど分からん…………」

　クリスは苦々しい顔をする。〈バグ〉とはプログラムのエラーと素子の集積によって出現する存在だ、と千ち紗さは言っていた。バグが言った言葉の羅列には、何らかのプログラム上の意味が含まれているのだろうが、案の定、クリスに理解は出来なかった。

「理解する必要は無い。あなたが求める『名前』は──空白ブランク。だからあなたは名前を入れることが出来る」

「名前を付けることが出来る、と？」

「肯定。ただし〈プログラム〉の記述に用いられる記号や単語は受け付けない」

「俺はプログラムのことは分からんが……」

「一般的な名前であれば、問題は無い。あなたが名前を付けることのメリットはひとつ、存在する。今後の意思疎通が円滑に行われる。命名を推奨する」

　クリスに迷いは無かった。特区に浮かぶ月とバグの白磁のような白い肌は、「その名前」のイメージにぴったりだった。

「ならば──。お前の名前を弧月リルカにしよう。俺の世界に浮かぶ、二つ目の月だ」

　クリスの世界には二つの月がある。

　ひとつが妹の名前でもある円ル月カ。

　そしてもうひとつが、その円ル月カの外側に見える、美しい弧を描く星──弧月リルカだ。

〈バグ〉を見ていると、全く似ていないはずなのに、妙に妹のルカのことを思い出してしまう。円ル月カの対ついになる存在を名前にするのは、悪く無いことだった。

「リルカ────。その名にした理由は」

「そのうち教えてやる。……どうにも、お前を見ていると不思議な気分になる」

「不思議な気分とは」

「そうだな…………」

「語りえぬ物があるということ？」

「うむ……。そんな所だ」

　クリスの中で、〈バグ〉の印象がいつの間にか変わっていた。

　この〈バグ〉は、クリスをこの世界に運んだ原因であり、紛れも無い敵だ。一方的に情報データを収集しようとする、不愉快な存在だ。

　が、その感情の裏側でクリスは、リルカを破壊すべき「害悪」と見なせなくなってもいた。

　──だから、円ル月カの対ついになる名前を付けてしまったのだ。

「名前は気に入ったか」

「不適切な記号や文字列は存在しない。故に適切。私に『気に入る』という出力は無い。でも……うれしいと『システム』は出力しようとしている」

「うれしいだと？　リルカ、お前は────」

　クリスが問いかけようとしたそのとき、クリスの端末が緊急出動スクランブルを受信した。




　　　　　＊





『Ｄ─９地区／セキュリティボット交戦中／パターン：アンノウン／素子モード：オブジェクト／付近のガーディアンに位置情報を送信／推奨レベル：３』



　端末の画面に機械的なメッセージが表示される。正式な特区の住民でないクリスは、体内に通信用のナノマシンを入れていない。物理的な端末だけが、外部との通信手段だった。

　同時に遠と羽わからの連絡が入る。

「クリス、分かってるわね。すぐに合流しましょう」

「了解した。今出る」

「ったく、こんなに月がキレイな夜だってのに……」

　クリスは銀色の月が照らす街を走る。

〈バグ〉はクリスの家からそう遠くない場所に出現した。そして遠と羽わはクリスの近所に住んでいるため、必然的に遠と羽わとクリスがバグの始末をすることになった。

「いたいた！　クリス、急ぐわよ。腕輪ウエアラブルは？」

「もちろん装備している。頼んだぞ、遠と羽わさん」







　王立図書館の文献で、クリスはその事実を知った。

　ガルフレイド大陸は〝マナ〟という力に満ちていて、〝虚うろ闇やみの魔王〟は数千種類のモンスターをマナによって生み出した。魔王の正体は不明。姿を見た者さえもない。

　〝虚うろ闇やみの魔王〟という名さえも、暫定的に人間が付けたものだ。

　一方で、明らかになっている事実もある。数千種類のモンスターとは別に、四体の魔王の配下が存在する。

〝カーカス・ボドム臓物喰らい〟

〝オ天プ獄スのエ魔ヌ娼〟

〝マァザ鉄骸〟

〝モレント・スウェアー絶対零度の制裁者〟

　魂が凍こごえるような感覚を、クリスは未いまだに忘れられない。

　ただの書物を読んだだけなのに、計り知れぬ恐怖を感じた。

　数多あまたの戦士を屠ほふり、クリスの村を一瞬で瓦礫がれきにしたあのデスゴーレムでさえも──被支配階級のモンスターだったのだ。

　だからクリスが近所のショッピングセンターに併設されている公園でその影を見たとき、やはり魂が凍り付いた。

「……何な故ぜこんな所に…………？」

　──噓うそであってくれ。

　ほとんど絶望に近い感情がクリスの胸を塗ぬり潰つぶす。

　もちろん、その姿を肉眼で見たことは無い。しかし確かめるまでも無い。

　王立図書館で目にした書物どおりの禍まが々まがしい影は、モレント・スウェアー絶対零度の制裁者以外にありえない。デスゴーレムよりも二回りは大きい、六つ目の異い形ぎようだ。両手には重量級の双剣が握られている。

　そんな禍まが々まがしい存在が、公園の砂場に佇んでいたのだ。

　公園の遊具がパキパキと軋きしむような音をたてていた。奴の肉体から滲にじみ出でる冷気によるものだろう。

「げー……何あれ。気持ち悪っ。街区のときのバグといい、何か最近、生々しいバグ増えてんじゃない？」

　それがこの世界の女子高生の感想だった。

「しっ……！　遠と羽わさん、声が大きい」

　出来るならば、クリスだってそんな素朴な感想で終わらせたい。が、クリスは知っている。モレント・スウェアー絶対零度の制裁者の脅威を、これまでに殺してきたであろう人間の数を。

「遠と羽わさん。……炎だ」

「何よ、どうしたのいきなり？」

　クリスの手は既に震えていた。当然だ。奴はデスゴーレムなど比べものにならないほどの力をもっている。

「奴はリ沈ー黙ヴのデ凍ン土の統治者だ。書物の記述が正しければ、炎による攻撃が弱点……らしい」

「リー？　何よそれ」

「名前はあとだ……」

　クリスの鬼気迫る表情に遠と羽わはようやく状況を理解し、怖おじ気けづく。

「ねえクリス……また、ただのバグでしょ？」

　違う。違う。違う。違う。違う。違うんだ、遠と羽わさん。クリスはそう叫び、今すぐにでも遠と羽わの首根っこを引っ張り、地の果てまで逃げたい衝動に駆られる。

　──馬鹿野郎。

　──逃げてどうする。

　──貴様は、ルカのときと同じことをするのか。

　──お前が殺やるのだ。

「すまない遠と羽わさん。また『剣を持ってマジになる』ときが来たようだ」

「分かった……炎ね。オーケー。だったら、あんたの剣にも炎を付けられるわ」

「何だと……？　俺の剣に？」

「属性付与エンチヤントよ。〈プログラム〉で、剣に付与出来るの。私の〈渦炎ヴオルテクス〉を──」

　クリスは話を聞き終えるよりも先に返事をする。

「悪くない。というか、そうしてくれ。一撃目は俺がやる。遠と羽わさんは離れてろ」

「……分かった。今すぐ剣に属性付与エンチヤントしたげる」

「いや、まだいい。奴を斬る直前だ」

　いきなり剣に炎を纏まとわせるのは愚策だ。敵に居場所を知らせるようなものだ。闇夜に紛れ、一気に致命傷を与え、斬って斬って斬りまくるしか無い。

「遠と羽わさんは待機だ。俺が合図をしたら、炎を」

　遠と羽わは「了解」と頷うなずき、クリスは剣を抜く。足音を殺し、闇夜に乗じて移動する。

　モレント・スウェアー絶対零度の制裁者は、まだ動きを見せない。が、その両手に握られた剣は、断頭台の刃の如ごとく妖しげに輝く。全身をみっしりと包む筋肉は、その巨大な刃を軽々と操れる膂りよ力りよくがあることの証しよう左さだ。

　奴が攻勢に出たら最後、反撃の余地すら無く殺されるかも知れない。

　文献による情報など気休め程度のものだ。実際に刃を交わさねば分からぬことの方が、戦場では圧倒的に多い。

　──故に「奥の手」は不明。

　書物の予備知識を捨て、クリスは最初の一撃に全てを賭ける。否、賭けなければならない。

　息を殺し、殺気さえも殺し、クリスが天高く跳躍する。

　そして完全な間合いから、満身の力を込めて剣を振るう。

「────今だ！」





『攻性プログラム発動：素子の魔法剣マギアスブレード／属性付与：渦炎ヴオルテクス』






　属性付与エンチヤントが成功する。刹せつ那な、〈素子〉で生成された剣に炎が宿る。〈素子の魔法剣マギアスブレード〉が周囲の空気を灼やきながら振りおろされる。

　二人の呼吸は完璧に合っていた。そしてクリスは渾こん身しんの一撃を食らわせる。

「うおおおおおおおお──!!」

　確実な手応え。剣は敵の肉体を焼きながら深く抉えぐり────そしてクリスは我が目を疑った。

「何だと…………？」

　信じがたい状況が起こった。

　紛れもなく奴は〝虚うろ闇やみの魔王〟の参謀であり、デスゴーレムなど比べものにならないほどの魔力をもっている。

　なればこそ、そんなことはありえないのだ。

　モレント・スウェアー絶対零度の制裁者は、一撃で消滅したのだ。

「この剣が…………強すぎるのか？　そんなはずが……意味が分からん」

「もー何なのよクリス！　マジな顔の割には一撃じゃない。びっくりさせないでよ！」

　遠と羽わはクリスが悪い冗談を言ったものと勘違いしているようだ。

「いや……俺は」

　遅れて来た千ち紗さがぱたぱたとクリスに駆け寄る。

「あれれ？　もしかして、もう終わった感じですか？　お疲れ様です。クリス君♪」

「そんなはずは……。いや、確かに奴が偽にせ物ものだったのは良いいことなのだが…………」

　これが証拠だと言わんばかりに、クリスの足元には素子のカケラが散らばっていた。




　そして千ち紗さは、素早い手つきで〈バグ〉のコアを拾った。

「さ、回収回収♪」













　　　二章　漏洩リーク







「千ち紗ささん。次はどこへ行くのだ……」

「クリス君クリス君！　今クリス君は死にました」

「また唐突だな……。意味が分からんぞ」

　千ち紗さは往来の真ん中でくるりと回り、クリスに体を預ける。

「これは女の子との『デート』です。男子がエスコート、つまり女子をリードするんですよ。デートの相手が遠と羽わさんだったら、クリス君は即死です」

　服装からしてクリスは即死だった。下はジャージで、上は漢字で「寿す司し」と書かれたシャツを着ている。レベル１、というよりはマイナスからのスタートである。

　一方で千ち紗さは薄手のパーカーにショートパンツという、ふともも好きのクリスに配慮した格好をしている。両者の男子／女子力の差は歴然だ。

「即死か……デートとはまるで戦場ではないか」

「まるで？　いいえ。恋は戦争そのものですよ？」

「ふむ……。戦争そのものか。やはり思ったとおりだな……！」

　クリスが何を勘違いしているのかは不明だが、デートの概念を理解するのは難しいようだ。魔法剣士には、若い女子やカップルが闊かつ歩ぽする「でーとすぽっと」さえも戦地に見えるらしい。

「という訳でクリス君には、私を喜ばせる義務があります！　……あ、あのカフェに行きましょう。パフェ、おいしいんですよー」

　千ち紗さはクリスの袖をくいくいと引く。

　そのくいくいという感触に、クリスは思わずどきりとし──

　千ち紗さが持っていた風船が、「パン！」と破裂した。同時に背中に感じるのは灼やけるような殺気。思わず抜刀しそうになる。

「どうしたんですかクリス君？」

　などと言って千ち紗さがクリスに胸を押し付けると、さらに着ぐるみのキャラクターが配っていた風船が「ズビャーン！」などと奇抜な音をたてて爆発四散した。

「風船、ずいぶん弱っちいですね♪」

「そ、そうだな……！　実に惰弱だじやくな風船である！」

　クリスの「ミッション」を知ってか知らずか、千ち紗さは吞のん気きにカフェのドアを開けた。




　店内は若い男女で埋め尽くされて、甘い匂いで溢あふれていた。千ち紗さはクリスの手を握り、カフェのカウンターへと引っ張って行く。

「チョコバナナメリーゴーランド。チップとクリーム多めで」

　千ち紗さは店員に謎の呪文を詠唱する。クリスには何を意味するのか理解出来なかったので、仕方無く千ち紗さに倣ならうことにした。

「……同じ物を」

　クリスは水玉模様がペイントされた奇妙な形の椅子に座る。しばらく待っているうちに、クリスは千ち紗さと同じ注文をしたことを後悔する。

「な、何だこれは!?　……これを食うつもりか？」

　千ち紗さが注文したパフェは、あらゆる意味でクリスの想像を凌りよう駕がしていた。

　酒を注ぐような大きさのグラスにアイスや各種フルーツ、生クリームがどっちゃりと盛られている。表面にはクッキーやチョコチップが大量にトッピングされ、食べる前からグラスから溢あふれていた。

「胃袋が心配だな……。確かに魔法剣士たる者、どのような食事でも己の糧かてにしなければならないが…………」

「さあさあ。溶けちゃう前に食べましょう」

　顔を引ひき攣つらせるクリスとは対照的に千ち紗さは満面の笑みだ。

「……これがアブラマシマシというやつか」

「クリス君、どこでそんな言葉覚えたんですか？」

「三浦みうらだ。この世界には食っても食っても無限に増殖する食い物があると聞く。『アブラマシマシ』と唱えると、無限のアブラと小麦粉を食うことになるらしい」

「クリス君、あれは男の食べ物です。顔が濃い三浦みうらみたいな蛮族にはぴったりの餌えさです。乙女はそんな物食べません」

　さらりと酷ひどいことを言う千ち紗さだが、このパフェも想像を絶するカロリーだ。「アブラマシマシ」の詠えい唱しようで出現する無限の食料に匹敵するだろう。実際、クリスが美う味まいと感じたのは三口くらいまでで、それから先はただひたすらに甘かった。

「うーんおいしー。頭脳労働をすると大量の糖分が欲しくなるんですよね♪」

　どこまでも笑顔で食べ尽くす千ち紗さとは対照的に、クリスの顔は真っ青になっていた。

「……俺は、こんな所で死ぬ訳には……あっ、コーヒーを頼む。ブラックだ」

　混こん濁だくする意識の中、クリスは踏みとどまった。店員に縋すがり付つくようにコーヒーを注文し、速攻で流し込む。そしてすかさず本題に入った。

「ううむ。なかなか厳しい戦いであった…………本題だ」

　千ち紗さはクリスの瞳をじっと見つめ、スプーンの先に付いたチョコレートをにゅるりと舐なめる。

「クリス君、もう言っちゃうんですか？　まだ早いですよ」

　くりくりとした瞳が、クリスをじーっと見つめる。クリスも思わず千ち紗さの瞳を覗き込む。その間およそ数秒。そして外で爆発音がした。

「敵襲……!?　では無いようだな。……ともかくだな。それでは、甘ったるいアブラマシマシを頑張って食った意味が無いぞ。しかも……」

　これが本当にただのデートになってしまう。

「クリス君は、私を悦よろこばせるって言ったじゃないですか。肉体的に」

「俺は、知る必要がある。奴──モレント・スウェアー絶対零度の制裁者が、何な故ぜ出現したのか」

「素で無視!?」

「いかにも。このままでは『でーと戦争』は世界大戦に発展する。俺の身にも危険が及ぶだろう」

「クリス君、ちょっと何言ってるか分からないですよ？」

「うむ。分からなくて大丈夫だ」

　──千ち紗さから〈バグ〉の情報を引き出しなさい。

　それが遠と羽わから受けたミッションだった。あのモレント・スウェアー絶対零度の制裁者の姿をした〈バグ〉のコアには、何らかのデータが残っている。

　が、千ち紗さは自分でバグのコアを回収したあと、ひた隠しにしているらしい。そのためクリスは、その情報データを手に入れるために千ち紗さとデートしているのだ。

「……ゆっくりと喋しやべるにはちょうど良いい場所だ。ここで説明してもらおう」

「その前に、そのモレント何たらとは、何者なんですか？」

「詳しくは俺も分からない。王立図書館の資料によれば〝虚うろ闇やみの魔王〟の領土、リ沈ー黙ヴのデ凍ン土の統治者だ。平たく言えば──魔王の参謀だ」

「ああ、ボスみたいな奴ですね」

　と、千ち紗さは大幅に要約する。

　そして追加注文した、太く長いパイ生地を小さい口にむにゅむにゅとねじ込み、こぼれる熱い汁つゆを、ちゅぱちゅぱと舐なめ取とった。

（さっきから千ち紗ささんの仕草が妙に性的すぎるような…………？）

　そして店内のディスプレイがどっ、とクリスの足元に落下する。

（さっきから殺気を妙に感じるような…………!!）

「『ボスみたいな奴』が良く分からんが、あのデスゴーレムなど敵にならんほどの剣技・魔力を兼ね備えているという。奴が〈素子〉で出来た偽にせ物ものとは思えんのだ……」

　そして王立図書館の資料には、奴の精細な挿さし絵えが描かれていた。人間が描いた物だから多少の差異はあるが、資料は目撃者の証言を元に作成されている。

「うーん。でも散らばったカケラは間違い無く素子でしたよ？」

「ふむ…………となるとやはり偽にせ物もの、だったのか」

「ガーディアン的に見ればそんな感じですねー」

　だが、仮にそうだとしても。

　バグは情報データを取り込む。取り込んだデータに応じてその姿形を変える。

「では、バグが『あのような形』になった原因は？　……そのデータはどこから来たのだ」

　それこそが、この数日間クリスを悩ませていた問題だった。

「考えられる原因は二つでしょうか。ひとつは、偶然にもバグはモレント・スウェアー絶対零度の制裁者に似ているデータを取り込んだ。もうひとつは、何らかの原因で異世界のデータが特区こちらに流入している」

　千ち紗さは二本目のパイ生地を、舌でねぶるようにしながら口に含む。

　クリスが扇情的な千ち紗さの舌遣いに視線を奪われていると、手にしていたコーヒーカップにヒビが入った。

（と、遠と羽わさん……！　や、やはりそうだったか……!!　俺の視線まで読んでいるのか!?）

　内心でクリスは戦せん慄りつするも、会話を続行する。

「……データが元からあった、というのは考えられん。あれは俺が見た資料の姿そのものだ」

　クリスもモレント・スウェアー絶対零度の制裁者の現物を目撃したことは無い。しかし凶悪で醜悪なあの外見は、ガルフレイド大陸に跋ばつ扈こする「邪悪」そのものだ。

　クリスが倒したのはモレント・スウェアー絶対零度の制裁者の紛まがい物ものだが、データそれ自体は本物だと確信して言える。

「クリス君がそこまで言うんですから……間違いは無いのでしょう。だとしても、その情報を誰が入手したのかは謎ですが」

　異世界の情報データを入手するなど、そんなことが出来る者は物理的にも技術的にも限られている。

「もしや、リルカが……？」

「リルカ？」

「ああ、あのバグに名前を付けた。それよりも……そろそろ教えてもらおうか」

「仕方無いですねえ」

　と、千ち紗さはようやく銀色の板をテーブルの上に出した。

「これが破壊したバグの『コア』です。通称、ＲＤＣ基端。大気に浮遊する素子を集積し、プログラムを実行するための装置です」

「これが……奴の正体だと？」

　モレント・スウェアー絶対零度の制裁者の姿をしたバグの正体が、こんなちっぽけな銀色の板だという。

「素子とプログラムを用いるあらゆる機械──どれだけジャンクな機械でも、この端末が埋め込まれています。物自体はけっこうデリケートなので、変なプログラムが書き込まれたりすると、すぐにバグになるんです」

　つまり千ち紗さが手にする小さな銀の板に、奴を動かす〈プログラム〉が記述されているのだ。

「細かい話は置いておいて──これを解析することで、何らかの情報が手に入るはずです。誰がこの基端に、データを入力したのかも分かるかも知れない」

「ならばすぐに解析した方が良いいだろう。パフェなど食っている場合では無い！」

　クリスは思わずテーブルから立ちあがり、千ち紗さの手を握る。

「落ち着いてください。というかクリス君この手は何ですか？　もしや求愛ですか!?」

「そんなはず無いでしょうが!!」

　と、急に遠と羽わが二人の会話に割って入る。素早い動作で千ち紗さの頭を「ピコッ」と叩たたき、テーブルの「ＲＤＣ基端」を奪った。

「わわわ、何するんですか！　ってか遠と羽わさん、やっぱりいたんですね！」

「当たり前じゃない。ったく面倒くさい芝居を……。これで千ち紗さは用済みよ。あとはデータを解析するだけ」

「酷ひどい！　もう少しでクリス君を籠ろう絡らく出来たのに！」

「クリスはそんな誘惑に引っかからないっての！　ってか千ち紗さ、あんた何隠しごとしてる訳？」

　始末した〈バグ〉のコアは取り立てて隠すような物では無い。むしろコアを解析し、そのデータを委員会に報告すべき物なのだ。しかし千ち紗さはそれを回収し、自分で持っていたのだ。

「それに『基端』だけじゃないわ。千ち紗さ、いつにも増して全体的に怪しいわ」

「別に何もありませんよ？　実はこれも全て、クリス君とデートするための作戦ですから」

「な、何だと……!?」

　千ち紗さは自慢げな顔で胸をはる。つまり千ち紗さは情報を敢あえて隠し、クリスをデートにおびき寄せたのだと言う。……それがデートと言えるかは実に疑わしいが。

「そうかしら。やっぱり怪しいわ」

「うむ。怪しいな」

「何ですか二人して！　妙に呼吸合ってますね!?」

　千ち紗さの言葉とは裏腹に、クリスは何かが起こる予感がしている。

　一連の奇妙な現象は何らかの凶兆に思えてならないし、中心には恐らくリルカがいる。

　──そして千ち紗さもまた、何かを知っている。

「……まあ良いいだろう。とにかく解析を急いでくれ」




　　　　　＊




　名無しだったバグ──弧月リルカはあくまでデータを収集する。

〈素子〉と〈プログラム〉で構成される知性体は、どこまでもクリスの中に入り込んでいく。

　クリスが知っていることはもちろん、クリスが忘れていることも、クリスが忘れたいことも、情報データとして回収する。

〈リルカ〉は思う。

　心データを知ればクリスが言う痛み、苦しみ、悲しみを知ることが出来ると。




　　　　　＊




　遠と羽わの攻性プログラム──〈雷撃スパーク〉が外れる。ヒトガタの〈バグ〉が持つ巨大な鎌かまが避雷針となり、本体へのダメージを軽減させたのだ。

　バグの反撃。遠と羽わの目前に鎌かまが振りおろされる。


『オブジェクト設定完了／制御塔──端末間供給リンク完了／補助プログラム発動：封鎖バインド』



　その瞬間、青白く光る鎖が鎌かまに巻き付く。千ち紗さが発動させた〈封鎖バインド〉だ。鎌かまは振りおろされること無く、空中で停止する。鎖の剛性は十二分だ。

〈封鎖バインド〉の追撃。千ち紗さは鎖の片方を街路灯に巻き付けて固定し、もう片方でバグの四肢をホールドする。

「サンキュー、千ち紗さ」


『オブジェクト設定完了／制御塔──端末間供給リンク完了／補助プログラム発動：振動刃ブレード』



　滑なめらかな「プログラム」の詠えい唱しよう。

　遠と羽わの素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルが駆動し、素子の結合を解除する〈振動刃ブレード〉を生成する。


『攻ア撃タ開ツ始ク』



　遠と羽わの唇から紡つむがれる言葉がトリガーとなり、無数の〈振動刃ブレード〉が加速する。瞬またたく間まにバグは全身を貫かれ、大気中に霧消する。

　あとに残されたのは、ボロボロになったＲＤＣ基端だ。

「あああ……。遠と羽わさーん。それ強すぎるから駄目って言ったじゃないですかー。基端がグチャグチャですよぉ」

　ガーディアンの任務はバグの始末だけでは無い。バグのコアであるＲＤＣ基端を解析し、プログラムの作成者を特定するのも重要な任務だ。時には巨大な犯罪が未然に防がれることもあるくらいだ。

「これから大物をブッ倒すのよ。そんなのどうでもいいじゃない。……ってか、本当にその解析、当たってる訳？　こんな所に何かあるとは思えないんだけど」

「遠と羽わさん遠と羽わさん。言い出しっぺは遠と羽わさんですよ？　まあ、罠の可能性もあるでしょうが」

　千ち紗さはあれからモンスターのようなバグのコア──ＲＤＣ基端を解析した。

　通常、バグを処理したときは作成者の所属だとか、基端のシリアル番号くらいは残っているのだが、ものの見事に消去されていた。

　そして唯一回収出来たデータというのが、位置データを示す数字の羅列だった。

　──まるで、ここに来いと言わんばかりだ。

　指の関節をコキコキと鳴らしながら、遠と羽わは薄暗い路地裏の向こうを睨にらみ付つける。

「罠わなだろうが何だろうが関係無いわ。クリスがビビるようなバグを作った犯人は確保するわ。リルカの可能性も……あるでしょうね」

　仮に異世界のデータが流入しているというのが本当であれば、真っ先に疑わなくてはならない存在だ。

「ええ。十分に。分かってると思いますが、超高度知性体はバグの比にならないほどに危険だし、どう進化するかも推測出来ません」

〈素子〉という肉体を手に入れた〈バグ〉は思わぬ進化を果たし、世界に壊滅的な被害を与えることがある。それが超高度知性体だ。

　クリスが名付けるところの〈リルカ〉もまた超高度知性体と言われているが、今のところは目立った実害は無い。

「……だって言うのに、国も委員会もリルカの対処は『様子見』なのよね」

　──バグは殲せん滅めつすべし。

　これが特区の絶対ルールだ。つまりリルカに対する対処は明らかにイレギュラーと言える。

　一方で、遠と羽わの脳裏には別の思いが過よぎる。

　リルカは「ありがとう」と言った。微かすかに遠と羽わに笑顔を見せた。どこかで「通じた」ような感覚さえあった。実際、遠と羽わやクリスと敵対はしていない。実験街区では、〈バグ〉を始末するのを手伝ってくれさえした。

　故に遠と羽わはこうも思う。

　リルカが本当にあのバグを生み出したのだろうか？　と。

「……で、本当にリルカなり、違法プログラマなりは来る訳？　実はその数字、位置情報じゃありませんでしたなんてオチは勘弁してよね」

「事実関係だけで判断すれば……きっと来るはずです。数値の解釈も色々と試しましたが、『特区の位置情報』以外に意味のある数字になりませんでしたし」




「その仮説は────美しくないッ！」

　二人の会話に何者かが割って入る。男の声が薄暗い路地の奥から聞こえた。

　遠と羽わは目を凝らす。暗闇から何かが跳躍する音が聞こえた。

　背筋がぞわりとする。千ち紗さが〈プログラム〉を疾はしらせ、周囲の状況を確かめていて、その路地には誰もいないはずだった。

　男が「ガガガガッ！」とアスファルトを削るように二人の前に滑り込む。

「誰!?」

　この時代には「珍奇」でさえある和装の男だった。不気味なほどに長い一いつ本ぽん下げ駄たを絶妙なバランスで履き、ゆらめく陽炎かげろうのように二人の前に立つ。

「いきなり何なの。つうか、誰？」

「飛んで火にいる女子高生ッ！　思考を研ぎ澄ませるのだ。それは、今ここで問うべき言葉か？」

「お手本のような無駄口ね。じゃあ勝手に決めさせてもらうわ。間の悪いお前は私達〈ガーディアン〉の敵で決まり」

「善悪二元論直ちよく情じよう径けい行こう！　だがねえ。破壊はいけないよ破壊は──」

　男は扇せん子すをぱっと広げ、声を荒げる。

「君達ッ！　我々が『リルカ』につぎ込んだおマネーを無駄にするつもりでは無いだろうなッ！」

　何な故ぜその名前を知っている？　などと阿呆あほうなことは言わない。代わりに、遠と羽わの目の色が変わる。ここで〈リルカ〉の名を出すということは、この男はほぼ間違い無くモレント・スウェアーの一件を知る者だ。

「千ち紗さ。……こいつをブッ確保すれば世界が平和になると思うけど、どう？」

「ええ。異論はありませんよ？　世界平和を執行しましょう」

　二人が同時に攻性／防性プログラムを発動させる。

　素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルが起動し、周囲の素子が渦うず潮しおの如ごとく集積し、バチバチと音をたててスパークする。

「そのプログラムは────美しくないッ！　委員会が承認するプログラムは、どうしてこうも雑然としているのか!?　世界に対する冒ぼう瀆とくだッ！」

[image: ]

「千ち紗さ。どうせこいつ、違法なプログラムを使うんだから手加減無しでいいわね」

「何ひとつ問題はありませんよ？　言動から察するに、何らかの薬物を摂取しているのは間違い無さそうですしね。正当防衛です」

　しかし──。

　男にプログラムを発動させる様子は無かった。

　その代わりに腰を深く落し、右手をかぎ爪のような形に握り、左手は手しゆ刀とうを構える。

『攻ア撃タ開ツ始ク』

　遠と羽わのウェアラブルが発火する。焼き尽くす炎が男に殺到する。攻性レベルは３だ。直撃を受けた者は、最低でも大おお火や傷けどを負う。

　炎が男に触れるか触れないかの刹せつ那な、男が左手の手しゆ刀とうを繰り出した。

　一いつ閃せん。そして巻き起こる暴風。〈渦炎ヴオルテクス〉が左右に斬り裂かれ、瞬またたく間まに消失する。

「……はあ!?　どういうことよ!?」

「龍水式制身術『風禅』──君達は今、世界一美しい武術マーシヤルアーツの名前を耳にした。努ゆめ、忘れては──ならないッ!!」

　言うや否いなや、男は予備動作ゼロで宙を舞った。

　その動作が「蹴り」であると気づくのに、僅かな時間を要した。そのコンマ数秒の間に、男の蹴りが遠と羽わの目前に迫っていた。

「遠と羽わさん！」

〈防壁〉の発動。千ち紗さが発動した壁に男の下げ駄た底ぞこが刺さる。

「良いい。良いい────尻だッ！」

　掌てのひらが、ぬるりと遠と羽わの尻を撫なでる。

　しかし遠と羽わに怒る余裕は無かった。連続で拳が繰り出される。

　重さ速さ鋭さを兼ね備えた拳が〈防壁〉を叩たたき──そして壁が粉砕される。

「──────!!」

　遠と羽わが反射的に避ける。男の戦いかたは〈システム〉そのものだ。生身だというのに、その動きは〈プログラム〉のように速く正確だ。

　──何が起こってるの？

　──この攻撃は一体!?

　遠と羽わの処理が追い付かない。完全に意味不明な事態に、思考がフリーズする。

「遠と羽わさん、落ち着いてください！　奴が使うのは身体能力強化プログラムフイジカルブースターです！　ただのなんちゃって拳法ですよ！」

　男の速度に反応出来ないと悟った千ち紗さは、遠と羽わを囲うように壁を生成した。

　それもただの壁ではない。あのモンスター──デスゴーレムにも破られなかった、ベクトルを反転する壁だ。

　男は壁を叩いた。壁はベクトルを反転させ、加えられた分と同じ力を返し、男の腕を弾はじく。

「ふむ。さすがは『素子制御開発特別区域第二高校』の優秀な生徒だ。百目鬼どうめき千ち紗さ。その奇矯ききような性格に反し、明めい晰せきな頭脳をもつ。担任の教師の評価は……概おおむね正しい。だが────これは正真正銘真正の格闘術であるッ！　なんちゃって拳法とは無礼なりッ！」

「高校の正式名称をフルで聞くのなんて入学式以来。あんた、実は狂言師のフリしてなかなか神経質なのね。それとも学校関係者かしら？」

「カカカッ！　名前の定義は重要案件だよ。議論の前段のマスト項目。それは──技術者エンジニアの務め」

「肩書きゲット。エンジニアね。あんたみたいな非合法員イリーガルがいるから面倒な仕事が増えるのよ。データベースを全捜査して、特定してやる」

　高鳴る鼓動を押えながら、遠と羽わは時間を稼ぐ。

　今の戦闘でウェアラブルが壊れてしまったのだ。幸いにして〈自己修復プログラム〉が稼働かどうしているので、二十秒もあれば元に戻る。

「グッド！　君は私の肩書きをゲットした。データベースの検索をしやすいよう、名前も教えてしんぜよう。私の名は在あり原わらの業なり平ひら。平安時代の貴族と同じ名をもつ格闘家にして技術者にして研究者だ」

「その舐なめた口調と態度、格闘家も研究者も敵に回してるし、どうせ偽名ね」

「バッド！　敵などという者は、私には存在しないッ！　何な故ぜならばこの頭脳と拳で、全ての敵を散らしてきたからであるッ！」

　男が壁を殴る。やはり手を触れると同時に、弾はじかれる。

　しかし不気味なことに男は三度、四度と同じ行動を繰り返す。

　それからニタリと笑い、

「0.0334」

　そう言うや否いなや、男は三回連続で拳を繰り出した。

　すると──物理的にありえない現象が起こった。

　ベクトルを反転させる千ち紗さの〈防壁〉に、亀裂が入ったのだ。

「ど、どうなって────!?」

　千ち紗さが思わず声をあげる。同時に遠と羽わも驚きのあまり、動きが固まる。千ち紗さがそんな驚きかたをするのを見たのは初めてだった。

「全てのプログラムには脆ぜい弱じやく性せいが存在するということを、僕はこの拳で君達に伝えたい……」

　男は恍こう惚こつとした表情で壁を殴る。亀裂は瞬またたく間に広がり、素手で編まれた〈防壁〉は砕け散った。

「遠と羽わさん、離れてください！」

　壁が消滅した瞬間、遠と羽わは飛とび退のくようにして男から離れた。

「ほうほう。驚いているようだね。この壁は0.0334秒間隔で二度の衝撃を受けると『斥せき力りよく場ば』の維持に致命的なラグが発生する。処理が荒かったようだな──もしや、気づいていなかったのかな？　そこまで天才って訳でも無い俺様ちゃんでも八秒ぐらいで気づいたぞ？」

「…………何なのよこいつ！」

　ベクトルを反転させる〈壁〉は、千ち紗さが繰り出せる最強クラスの〈プログラム〉だ。

　それがこうもたやすく破られた。今度こそ理解が追い付かない。意味不明な状況だ。

　遠と羽わは連続して〈プログラム〉を発動させる。

　男は踊る道化のように攻撃を躱かわす。遠と羽わの攻撃は面白いくらいに当たらない。ここまでくると、男がいない場所に攻撃を繰り出しているようにさえ見える。

「このままでは────実験が美しくなくなるッ！　これは君達と、委員会へのメッセージだ！　──龍水式制身術『穿うがつ』」

　男が直立に立ち、次なる構えを取る。

　遠と羽わの全身に怖おじ気けが走る。恐ろしい攻撃が繰り出されようとしている。

「間に合った────────!!」

　そのとき、魔法剣士が空から降りて来た。




　　　　　＊




　クリスはビルの外壁に出ていた鉄パイプを力尽くで引っこ抜き、男の頭上に振りおろす。

「素────晴らしいッ！」

　男は片腕で攻撃を受ける。鉄パイプはぐしゃりとひしゃげた。腕は全くの無傷であり、赤しやく銅どう色いろに発光している。〈プログラム〉で強化しているのだろう。

「ハッハッハー!!　真打ちの登場だな！　さっそく手合わせ願おう！」

「我はガーディアンである。貴様を制圧こそすれ、『手合わせ』などする義理は無い！」

　遠と羽わの戦闘中、千ち紗さはクリスにメッセージを送っていたのだ。

　ギリギリ間に合ったからよかったが、そうでなければ二人は危なかっただろう。

　クリスは遠と羽わに目で合図をする。

　──武器を寄越してくれ、と。

　遠と羽わが頷うなずき、クリスの受信機ウエアラブルが輝く。

　剣が出現した次の瞬間、クリスは横よこ一いつ閃せんの斬撃を繰り出す。素子と素子がぶつかりあい、「ギィィィイイン！」といういやな音が路地に響く。

　生身の人間なら大ダメージの斬撃だが、男は表情ひとつ変えずに左腕一本で剣を受けたのだ。

「粗忽そこつ者ものめ。怪け我がをしたらどうする」

　男が拳を繰り出す。クリスは体を反転させて躱かわす。ビルの外壁に拳大の風穴が空いた。

　男の身体能力強化プログラムフイジカルブースターは破格の攻撃力を備えている。明らかに、特区のルールに反している違法なプログラムだ。

「言え。貴様の狙いはなんだ。リルカと何の関係がある」

「その質問は────グッドだ！　人間には探求心が必要だからな！」

「ふざけるな！」

「ふざけてなどいないッ！　私は常に大真面目だ。女の尻は柔らかいぞ！」

「ならば……殺す」

「本当にふざけている訳では無い！　えっちなお尻の助手ちゃんが余計なことを喋るな黙ってろと言うのだ！　喋ることが無い以上はえっちなお尻の話をするしかあるまいッ！　彼女の名前は『サトミ・アマヤ』。奇跡的な尻の持ち主だ……」

「…………なるほど。貴様の言葉には価値が無い」

「価値が無いッ!?　そうかそうか。それは困るな。実に困る。エンジニアは技術と言葉で糧かてを得る。言ことの葉はに重みが無ければ飢うえて死ぬ──。私の言葉が重みをもつことの証拠エビデンスをお示ししよう！」

　男はにたりと笑い、刺すような言葉をクリスに告げる。

「ニーバル、サリス、ルカ」

「…………!!」

　面識の無い男が口にしたのは、クリスの家族の名前だった。

「ほうほう。『何な故ぜその名を！』という顔だな。成果は上々ではないか。悪くない悪くない。実験は続行だ。奇跡的な尻の持ち主は『介入するな』と言うが、こんなに面白い実験を中止するのは、知への冒ぼう瀆とくだッ！」

「……世よ迷まい言ごとを。意味が通じる言葉を話せ」

　クリスは言い返すだけで精一杯だった。

　この男は──尋常で無い何かを秘めている。

　何だ？　何を知っている？　何な故ぜ知っている？

　クリスは混乱する。いや、千ち紗さや遠と羽わもそれ以上に混乱しているようだ。男の言動は、どこまでも狂っている。

　だというのに、男は識しっている。

「むっはははは！　気になるって顔に書いてあるぞ～。何な故ぜかな何な故ぜかな～？　どうして僕は君の家族を知っているのかな～？　父、母、妹。実に仲なか睦むつまじい家族だ。

　──いや家族だった。そして、弱さ故お前は全てを失った」

　クリスの脳裏を悪夢フラツシユバックが過よぎる。

　崩壊する外壁、蹂じゆう躙りんする化物、炎上する街並、血煙──家族の亡骸なきがら。

　──何な故ぜ知っている？

　男は醜悪な笑みを浮かべる。そして心の中でクリスは誓った。この男は殺すべきである、と。

　遠と羽わが〈素子の魔法剣マギアスブレード〉を強化する。

　クリスは一瞬で間合いを詰め、剣を振りおろす。

　男が両腕で剣を防ぐ。素子がぶつかりあう鈍にぶい音。男の腕を覆っていた〈不可視の防具〉が砕ける。

　男はその結果を予想していたかのようで、動じる様子が無い。

「うむ…………基端に埋め込んだ『お遊び』にしては、中々の収穫だった。サトミ・アマヤが戻って来いと五う月る蠅さいので、本日はここまでだ……」

　長い下げ駄たの歯を軸に、男がゆらりと反転する。満足したのか、これで終わりにするつもりらしい。

「逃がすか！」

　しかしクリスの斬撃は空を切る。次の瞬間には男は遙はるか遠くに跳躍していた。

「くっ……逃げ足の速い奴め。二人とも無事だったか？」

「何とか。ねえクリス？　あの男が言ってたのって、あんたの……」

　クリスの敵──デスゴーレムと戦ったとき、遠と羽わにはその話はしていた。

　クリスの村はモンスターの一群によって壊滅した。ガルフレイド大陸ではありふれた話だ。

「そうだ。死んだ家族の名前だ」

　遠と羽わが息をのむような音が聞こえた気がした。

　触れてはならない傷の外側をなぞるように、遠と羽わは言葉少なに問いかける。

「……そんなことを、何であいつが？」

「それは俺のセリフだ。…………何な故ぜ奴は、俺の家族の名を知っているのだ？」

　クリスは、特区に来てから何度も奇妙な事態に遭遇してきた。が、家族の名前を初対面の人間に言い当てられるというのは、あまりにもクリスの想像を超えている。

　同じガルフレイド大陸の中であれば、実は親の知り合いだったとか親戚だったということもあるだろう。そこまで不思議なことでは無い。

　だが、ここは特区だ。

　物理的に完全に隔てられた、異世界なのだ。

　しかも、家族の名前だけではない。

　──奴は、俺の過去も知っているのか？

「クリス君。特区に来てから誰かに家族の名前を話したことはありますか？」

「皆かい無むだ。そもそも話す必要など無い」

「どういうことなのよ……。理屈に合わないじゃない」

　遠と羽わの言うとおりだ。

　しかし、そのありえないことが起こっている。クリスは千ち紗さを一いち瞥べつする。誰よりも物を知っている千ち紗さでさえも、状況を理解しきれていないようだ。

「千ち紗ささんですら分からんとは……」

　遠と羽わは神妙な表情でクリスを見つめる。

「……ねえ。私思い出したんだけど」

「遠と羽わさん？　何をだ」

「ほら、あのときよ。リルカが実験街区にやって来たとき。リルカ、どうしてあんたの好物が『ウサギ型のモンスターの生肉』だって知ってた訳？」




　　　　　＊




『おにいちゃん、たすけて』

　深夜三時、魔法剣士は何かに弾はじかれたように目を覚ます。

　夢を見ていた。村がモンスターに襲撃された日の夢だった。瓦礫がれきの山と化した村に佇たたずみ、己の無力さを呪った日の夢だった。暗闇の中から聞こえたのは、妹の声だ。

　────幻聴だ。

　自分に言い聞かせるように、クリスは悪夢フラツシユバックをかき消すように、頭を左右に振る。

「出るか…………」

　それは魔法剣士課程にいたときからの習慣だった。

　クリスは千ち紗さが練習用に生成してくれた〈素子〉の模造剣を携たずさえ、部屋を出る。月の明かりが妙に眩まぶしく感じられた。

　そしてクリスは剣を振りに、夜の街を行く。

　向かうは特区の中心部。〈素子〉と実験用の〈プログラム〉が稼働かどうするその一角は、バグの頻出地帯だ。

「ハッ！」

　意思も言葉ももたぬ〈バグ〉に会敵の名乗りは不要。

　剣を振るうと、バグはたやすく崩壊した。

　──準備運動にもならんな。

　囲うように同時に三体出現した。クリスはバグのコア──ＲＤＣ基端を一瞬の立合いで見切り、叩たたき壊こわす。〈ガーディアン〉の学生ならば驚いて腰を抜かすような芸当だ。

　──まだだ。まだ足りない。

　特区に来てからというもの、実戦の機会はめっきり減っていた。

　デスゴーレムを殺した日から、クリスは一度も命のやりとりをしていない。

　失われた勘を取り戻すため、過去を振り切るため、クリスは剣を振るう。

　──何な故ぜ、ルカが死ななければならなかったのだ。

　──何な故ぜ、俺は生き残ったのだ。

　──弱さ故に逃げたこの俺が、何な故ぜ生き延びているのだ。

　父も母も、村の人々もモンスターに殺された。

　そして妹は、十歳になったその月に命を失い、ガルフレイド大陸の灰となった。

「うおおお!!」

　クリスの胸に去来するのは、混こん沌とんそのものだった。

『弱さ故お前は全てを失った』

　あの忌いま々いましい、奇怪なる格好をした男の言葉が脳裏で繰り返される。

　怒りが収まらない。ふざけるな。貴様に何が分かる。特区などと言う、安あん寧ねい平和な世界に生きる人間に何が分かるのだ。

　反転。横に薙なぎ、遠心力でバグを砕く。

　さらに反転。脳天をかち割る重い斬撃。生身の人間であれば即死だ。

　クリスは剣を振るい、過去を振り払おうとする。

　いつもであれば、半はん刻ときもすれば思考の夾きよう雑ざつ物ぶつは消きえ失うせているはずだ。

　しかし今夜は────




　──それでも俺は、助けたかった。

　──モレント・スウェアー絶対零度の制裁者のデータはどこから？

　──奴は何な故ぜ、家族の名前を知っていた？




　モレント・スウェアー絶対零度の制裁者に遭遇した瞬間の恐怖、家族の名を言い当てられた衝撃、そしてリルカの幻聴。この数日の奇妙で心の傷を抉えぐる出来事は、クリスの心に影を落していた。

　あの日以来、遠と羽わの表情は妙に硬い。遠と羽わは口にこそ出さないが、酷ひどく心配しているのだろう。あるいはクリスの暗く鬼気迫る表情に、怯おびえているのかも知れない。

　情けない。クリスは心の底から思う。今の自分は、遠と羽わにさえ要らぬ心配をかけているのだ。

　──そして、目の前に妹ルカが現われた。

「ルカ……！」

　違う。ルカではない。再びクリスは少女を見紛みまがった。暗闇に立っていたのは、円ル月カの対ついになる存在──弧月リルカだった。

「……何の用だ」

「心データの異常を検知した」

「異常、だと？」

　苛いら立だちが募る。クリスの心はデータでもなければ検知される物でもない。貴様に人間の心の何が分かるのだ、と。

「……ちょうど良いい。お前を問い詰めようと思っていた所だ。お前はデータ──俺の心を監視している。それは、何のためだ」

　リルカの瞳が微動し、クリスの心の奥底を走査スキヤンする。

「──あの戦闘で、あなたは何度も死んだ。だというのにあなたは今生きている。不可能が可能になっている。それを可能にするのが────心。矛盾むじゆん状態は解消されなければならない」

「馬鹿を言うな。心など何の役にも立たない。幾千もの鍛たん錬れんと、特区の科学力が俺に力を与えたのだ」

　あの日、クリスは単に〝二者一殺の刻印〟を遂行したにすぎない。

　復ふく讐しゆうを成し遂げる、この街を守る。その一念で剣を振るったにすぎない。

　根底にあるのは復ふく讐しゆうの心だが、心が戦局を変えたのではない。

「違う。シミュレーションに間違いは無い。そのシミュレーションがを覆くつがえした要素フアクターが、心。私はただ知りたいだけ。あなたを動かす心を」

「……なるほど。情報データを求めるお前にとっては、それが何よりの関心事という訳か……」

「そう」

　違和感と不快感。

　クリスの心は覗のぞかれている。この数日の間、クリスの精神に干渉する出来事があまりにも多すぎた。妹の幻視にモレント・スウェアー絶対零度の制裁者の出現。しかもあの謎の男はクリスの過去を知っていた。

　文字どおりリルカは、クリスの心を監視しているのだ。

　──だがどうやって？

　干潮でぽっかりと現われた離れ小島のように、突如として疑惑が湧き上がる。

　少なくともクリスは家族の名前を誰かに言ったことは無い。さらにモレント・スウェアー絶対零度の制裁者のデータなど、そもそも特区にあるはずが無いものだ。つまり──

「まさか貴様……俺の心を読んでいるのか……？　何の『プログラム』だ」

「ナノマシンを注入した」

「何だと？　俺の体内には、ナノマシンはひとつしか入っていないはずだ」

　特区の住民や遠と羽わのようなガーディアンは、様々な種類のナノマシンを体内に投与し、ネットワークと接続している。

　通信用のナノマシンや、医療データベースに生体データを送受信するナノマシンがその最たる例だ。しかし特区の正式な住民でないクリスは、言語を変換するナノマシンしか投与されていない。

「十日前の朝。直接体内にナノマシンを入れた」

　──十日前。

　クリスは記憶を遡る。思い当たる事実は、ひとつだけだった。

　首筋に残る甘あま嚙かみの感触。リルカに嚙かみ付つかれた、あの朝だ。

「……あのときか」

「だから、情報収集をしていた。その対価に、私は────」

「もういい、分かった……ならば何な故ぜそうと言わない」

「あなたは九十パーセント以上の確率で拒否していた」

「当たり前だ。だから貴様はだまし討うちのようなことをした」

　リルカに罪の意識は無い。

　この超高度知性体が観察するのはクリスの心ではない。あくまでも情報データなのだ。人間が「大気から酸素を奪う」ことを意識して呼吸をしないのと同じで、リルカにとっては、それが当たり前の行為なのだ。

　──点と点が繫つながる。

　モレント・スウェアー絶対零度の制裁者の姿は、王立図書館で見た、禍まが々まがしい挿さし絵えそのままの姿だった。正しくは、クリスの記憶にあるモレント・スウェアー絶対零度の制裁者その物だった。

　あの男は家族の名前を知っていた。それも同じことだ。クリスの中にある記憶だ。さらに奴は『弱さ故に全てを失った』と言った。それは事実ではない。クリス自身がそう思っていることなのだ。

「俺の思考さえも奴に流していたのか……今すぐ止めろ!!」

「出来ない。鍵がかかっている。私に権限が無い」

　深い深い絶望がクリスの胸を貫く。

　通じたと思ったのが間違いだった。

　バグはやはりバグであり、システムによって動かされる人間の形をした何かなのだ。

「貴様は、俺の心に入り込んだ」

　剣を握る手に、力が入る。そしてクリスは、リルカに剣を向けた。

「己の行為の意味も理解せずに、貴様は心の中を覗のぞいた。あの男に情報を流した……!!　やはり貴様は俺の──敵だ」

　──だが。リルカは奇妙な発言をし、クリスは気勢を削そがれる。

「ああ──心データの成分が変わった。クリスは怒っているの？　──私は、悲しい」

　悲しいだと？

　クリスは戸惑う。意味が分からない。

　この存在が、悲しむことがあるのか？

　さすがの魔法剣士でも学習はする。リルカは素子の肉体を持つ〈超高度知性体〉であり、人間に外見が似ていたとしても、全く異なる存在だ。ガルフレイド大陸にも人間に似た姿の〝魔獣〟はいるが、決して人間とは分かりあえない。それと同じことだ。

「戯ざれ言ごとを……。貴様に『悲しみ』などあるものか……」

「悲しさは学習した。だからきっと私は悲しい」

　信じられないことにリルカは悲哀に満ちた表情をつくり、涙を流す。

「あなたに怒られることは、悲しい。怖くて、悲しい」

「違う。それは人間の真似ごとだ。お前は心から、本当に悲しんでいるとでも？」

「心の定義が不明。私はその『概念』を獲得したい」

　あまりにも人間らしい表情だというのに、話す言葉は〈システム〉そのものだ。人間性と機械性。まるでリルカの中で相反し、矛盾むじゆんする要素が複雑に絡まっているかのようだ。

　そしてリルカは涙を流す。

「私は心が無いから知ろうとする。心が無いから傷つける────」

「貴様……心を本当に知ろうと……？」

　リルカはこくり、と頷うなずいた。

　その仕草にクリスは戦せん慄りつした。そして同時に同時に愛しさがこみあげた。

　ルカに似ていた。ルカは顔をくしゃくしゃにして、スカートのすそをぎゅっと摑つかんで、感情を押し殺すように泣く。リルカの仕草は、余りにも似すぎている。

　──これも、俺の記憶なのか…………？

「悲しい。私に心が無いことが。クリスを理解する心データを、知れないことが」

　リルカは美しくも欠けた月──弧月リルカのように心が欠落している。

　それでいて心を求め、悲しむ仕草をする。このちぐはぐな状況はつまり──リルカに心が生まれつつあるのかもしれない。

　しだいにリルカの姿が溶けていく。リルカは夜の闇に紛れ、ここではないどこか別の座標に隠れようとする。

「まだだ。話はまだある。……あの男は何者だ。貴様と何の関係がある」

「それは────────」

　リルカの声にノイズが入った。リルカの唇は動き、発声はしているはずなのに、クリスの耳に音声が届かない。

「禁止項目に該当する情報。私に権限は、」

　ぶつりと途切れるように、リルカの声と姿はかき消えた。
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　翌日の放課後。クリスは机に座り、愛あい川かわの解説付きで「こころ」を読む。

　異世界の、遙はるか過去の文豪が著した物語は難解を極めたが、愛あい川かわの解説を聞いてみればそこまで難しくは無かった。

　──それにしても、奇妙な偶然もあるものだ。

　クリスは「こころ」を解読し、リルカは心を求める。そしてクリスもリルカも、きっと本当の意味で心を理解しては、いない。

「クリス君、ちゃんと理解出来たかしら？」

　ひと通りこころの解説が終わると、愛あい川かわが柔らかい笑みで問いかける。

　この女性は、いつでも穏やかな表情と豊満な胸を持っている。

「授業の方の『こころ』はちゃんと理解出来たので問題無い。だが先生……俺には心が分からないのです」

「心が分からない？」

　リルカは、クリスの「心」が不可能を可能にしたと言う。

　だから様々な手段でクリスの心を知ろうとする。

　そして──心を知ろうとするリルカの様子が、おかしいのだ。

「……クリス君も、悩み多い年頃だものね。先生でよければ、相談に乗ってあげるけども」

　二人の間には致命的な齟そ齬ごがあった。

　自分の生徒が悩ましい顔で「心が分からない」と打ち明けてくれば、教師としては相談に乗るのが道理だ。しかもクリスは見た目だけならば金きん髪ぱつ碧へき眼がんの好青年だ。そんな奴が女教師の瞳をじっと見つめるのであれば、誤解が生まれるのは必ひつ定じようだ。

「奴は俺の心を知るために、色々と試してくる。だが俺にはその意味が分からない。何な故ぜ、奴は俺の心を求めるのか…………。しかも、妙に壊れつつある」

「クリス君…………！」

　心無しか愛あい川かわの目が潤うるむ。

　愛あい川かわの目にはクリスは悩み多き青年に見えるのだろう。

　──実際、愛あい川かわが考えているのとは別の意味で悩みはあるのだが。

「先生にだって、分からないことはあるのよ。でもね……。その子のことは、きっと大事にしてあげないと駄目よ。藍あい空そらさん？　百目鬼どうめきさん？　どっちでも良いいわ。二人とも良いい子だから。ただし、一人の女の子とちゃんと向きあうこと」

　愛あい川かわはクリスの手を取り、左の胸に当てる。

「クリス君。心は、ここにあるの……！」

「先生……」

　柔らかい感触を感じながら、クリスは得も言われぬ表情で愛あい川かわの谷間を見つめる。

（話が違うような？　それに心というよりは先生のおっぱいではないだろうか……？）
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　この数日、三人の頭には、クエスチョンマークが付いてばかりだった。

　クリスにしか知りようが無い事実が外部に漏れたり、委員会はバグ──超高度知性体を放置する。さらにはあの奇妙な男だ。やたら強力なプログラムを使い、クリスの事情もリルカの事情も知っている。

　──そんな訳で、遠と羽わは「勉強会」を発案した。

　やはり、一度互いが知っていることを話しあうべきだ、と。

　もちろん遠と羽わの目的はそれだけでは無い。

　ずっと気がかりなことがあった。あの朴ぼく念ねん仁じんの様子がおかしいのだ。ここ数日、クリスは妙に暗く深刻な表情で、話をしても上うわの空そらだ。

　だから遠と羽わは思う。クリスはきっと何かに苦しめられていると。

　だから遠と羽わは、クリスの心を知りたいと思った。

「……だってのに、何なのあいつ。何なのあいつ！　おっそいんだけど！　部屋、間違ってないでしょうね!?」

　遠と羽わはどっかりと椅子に腰を落し、カツカツと指先で机を叩たたく。

「いえいえ遠と羽わさん。確かに実験室と伝えました。そのうち来ますよ」

「そうかしら？　どっかで遊んでるんじゃないの。国語の補習とか、そんなに時間かかると思えないし」

　二人は授業で使う〈プログラム〉の実験室にいる。千ち紗さが「シークレットなお話もありますから」と言って、放課後は誰も来ないこの部屋を指定したのだ。

「もしかしたらクリス君、愛あい川かわ先生の毒どく牙がにかかっているのでは!?」

　千ち紗さは心なしか嬉しそうな顔で遠と羽わを煽あおる。

「毒どく牙がって……。何なのよそれ」

「具体的にはおっぱいです！　たわわなおっぱいです！」

「そうなったら袋ふくろ叩だたきよ。プログラムじゃなくて物理で殴る。慈悲は無いわ」

「あいええ……遠と羽わさん怖いですう」

　そしてしばらくすると、魔法剣士が神妙な顔つきで入って来た。

　遠と羽わはすぐにクリスの異変に気づいた。

「クリス遅い！　……って、何だか鼻の下が赤いわよ。鼻血？」

「……大丈夫だ。問題無い」

「うしし。やっぱりクリス君、乳でか教師にやられたんですね？　許せませんね！」

　千ち紗さは冗談めいた口調で言う。

「どこのエロ漫画よ」

　と遠と羽わはその冗談に乗る。それでもクリスが女教師の乳に絡め取られる自分の妄想は妙にリアルで、遠と羽わは重いと分かってても真顔で問い詰めてしまう。

「……そうなの？　クリス」

「ま、まさか。そんなはず無かろう。ただの国語の補習だ…………」

「柔らかかったですか？」

「………………」

「何なのよその間は！　あんたもしかして本当に……」

「おっと！　クリス君の挙動が怪しいし遠と羽わさんのキャラも崩壊しそうなので、さっさと勉強会を始めましょう」

　千ち紗さはさっそく実験室の鍵を閉める。

　そして、勉強会の口火を切ったのはクリスだった。

「ならば俺から聞こう。リルカだ。奴は何者だ？　通常のバグではない、超高度知性体なるものだと聞いているが、そもそも俺は超高度知性体が何なのかよく分からんのだが……」

「そっか。授業で出たのは、クリス君が来る前でしたね。それじゃ簡単に教えますね」

　と千ち紗さは例によって黒板にふにゃふにゃした文字を書き、「超高度知性体」の説明を始めた。

　その説明とは──超高度知性体が「ある国」にもたらした災さい禍かの話だ。
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　それはありふれた大量生産品だった。自律的に走行し〈攻性プログラム〉で地上の敵を攻撃するためのボットだった。

「消耗品」は狙撃を受けて、あっと言う間に使い物にならなくなった。だから、ボットはそのまま戦場にうち捨てられた。

　そして戦闘で物理的に損傷した「ＲＤＣ基端」から、まず〈バグ〉が出現した。

〈バグ〉そのものは既知の存在であり、何ごとも無ければ自然消滅するか戦火に巻き込まれて破壊されるはずだった。

　──が、数百万分の一の不幸がその国に訪れたのだ。

〈バグ〉は指数関数的に素子を集積させ、己の肉体を成形した。

　次に、戦場の情報データを収集した。バグはあっと言う間に高度な知性と攻撃性を獲得し──無限の殺さつ戮りく者しやに変貌した。世界で初めて超高度知性体が発生した瞬間だった。そして超高度知性体はプログラムを自在に操り、殺さつ戮りくの限りを尽くした。

　──たった一体で、たった一晩で、数百万規模の都市が壊滅した。

〈バグ〉の機能が停止したのは、その数日後だった。

　上空から爆撃を受け、都市ごと吹き飛ばされたのだ──。
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「そうしてその事件以降、プログラムには色々な制限がかけられるようになったんです。ちなみに、私達が攻性と防性プログラムを別々に運用しているのも、この事件のせいです」

　千ち紗さはひと通り話し終えると、バナナ豆乳をずるりとすすった。

「……ふむ。であるならば、リルカが放置されている理由がますます解げせん。遠と羽わさんの言葉を借りれば『ちょーあぶない』という奴ではないか」

「そういうこと。超高度知性体の厳密な定義はさておいて、リルカが放置されているということは──あまりにも不可解なのよ」

　その理由は遠と羽わにも分からない。一般論で言えば、〈バグ〉はごく僅かな確率で世界に破滅をもたらす〈超高度知性体〉に進化する。つまり、委員会がリルカを始末しないのはあまりにも不自然なのだ。

「千ち紗さ、あんたは何かを知ってるみたいだけどね……？」

　それに応えるように千ち紗さはバナナ豆乳を飲み干し、パックをゴミ箱に捨てた。

　会話にキリトリ線を入れるように、ぱちんと手を叩たたいた。

「それじゃあ……私の本題に入りましょう。ええと、揖い斐び川かわさんの話では『委員会』は国から圧力を受けているみたいです。リルカを攻撃するな、って」

　揖い斐び川かわは「素子制御プログラム監視機構」という、国の組織に所属する男だ。

　同時にまた「委員会」にも名を連ねているので、発言の信しん憑ぴよう性せいは高い。

「何それ、意味が分からないんだけど……。ってか千ち紗さやっぱり揖い斐び川かわさんと連絡取ってたのね」

「ええ。じゃなきゃどうやって愛あい川かわ先生の『おっぱい揉む？』発言を収集出来たと思ってるんですか？」

「ほんと千ち紗さってとんでもない情報を拾ってくるわね……。色んな意味で」

「ふうむ。国からの圧力か……。王は何を考えているのだ」

「クリス、前にも教えたと思うから細かいことは言わないけど、この国は王制じゃなくて民主制よ」

「おお、そうだったな」

　部屋に冷たい沈黙が流れた。

　まさかこれが「異世界ギャグ」って奴なの？　と遠と羽わは困惑する。

「ねえクリス、あんたの下らないダジャレで凍こごえそうなんだけど、どうしてくれる訳？」

「さすがの私でもフォロー出来ないです……」と千ち紗さ。

「ち、違う。たまたま語呂が合っただけだ。ともかく理解した。それでリルカの処遇は『様子見』になった、という訳だな」

「オトナの世界って面倒ですね♪　ただ、揖い斐び川かわさんは私達と同じようにリルカが危険だと考えているようです。それで委員会の方針を無視して、私達に極秘で依頼をしてきたんですよ。例のバグを調査してくれって感じで」

「ふーん。それで秘密で動くつもりだったけど、ここまできたら私達に隠す意味が無くなったって訳ね」

　千ち紗さはぺろりと舌を出して、愛くるしく笑う。

「まあ、そんなところですね。仲間は多い方がいいですし！　友達最高！」

　遠と羽わは仲間ではなく「道連れ」の間違いじゃないかと思うが、話を進める。

「それで私達にあんな隠しごとをしてたって訳？　ほんと、あんたって油断も隙も無いわね」

「いえいえ。大した隠しごとはしてませんよ？　揖い斐び川かわさん経由で部活動をしてただけですし、クリス君とデートしたかったのは本当ですよ？」

　ピコッ、と遠と羽わは千ち紗さの頭を叩たたいた。

「でもその話が本当だとしたら大おお事ごとよ。特区が敢あえて『研究目的』だとか『経過観察』の名目でリルカを始末しないというならいざ知らず、国が介入してきてるなんて……」

「……これまた揖い斐び川かわさんの話ですけど、リルカはとある研究機関が生み出した〈素子の生命体〉みたいです。十中八九、あの気持悪い男が関係してるはずです」

　胡散うさん臭くさい男だったが、あれだけのプログラムを自在に制御している「技術力」だけは本物だった。相当なエンジニア──あるいは科学者だ。

「つまりリルカは自然発生したバグではなく、あの気持悪い男なり機関なりが生み出した知性体。で、『何かの圧力』があって、委員会も身動きが取れないって訳ね。……何考えてそんな危険な開発してるんだか。正気を疑うわ」

「なるほど。リルカは奴が生み出した……。それで奴は俺の情報を把握している、という訳か」

　クリスの中では何かが繫つながったらしく、意味深な表情になる。

　しかし遠と羽わは不満だ。一人で納得するクリスにも、それを分からない自分自身にも。

　リルカがクリスの心を求めていることは知っている。

　だが、クリスの情報をどうやって入手しているか、遠と羽わはまだ知らないのだ。

「……どうやら疑問は解決したみたいね。じゃあ、そろそろあんたのことも教えなさいよ。リルカが何であんたの個人的な話を知ってるのよ」

「遠と羽わさん、ぐいぐいきますねー」

「うるさい！」

「ううむ。……そう言えばその話はしていなかったな。やはりこう言う『情報交換』の場は重要だ。戦場でも情報の有無は戦局を左右する重要な……」

「いいから言いなさいっての」

　ピコッと遠と羽わがハンマーでクリスを叩たたいた。

「クリス君、面白いですねー」

　千ち紗さがうふふと笑う。

「そうだな、何から話すべきか…………」

　ふいにクリスは憂うれいを含んだ顔になり「リルカと心」の話を始めた。




　遠と羽わの予想以上にクリスの話は深刻だった。

　バグ──リルカはクリスの心を求め、クリスの記憶をスキャンする。そしてそのデータは、あのエンジニアのもとに流れていく。心を覗のぞくリルカに怒りを覚える一方で、涙を流すリルカに困惑している。

　クリスは話を終えると、深くため息をついた。

「……それじゃあ、あの化け物はある意味で本物だったってことね」

「ああ。あのときは、俺の記憶にあるモレント・スウェアー絶対零度の制裁者がこの世界に再現されていた、という訳だ。その他にも………………まあ色々あるが」

　奇妙な会話の間。クリスの表情は曇り、遠と羽わは胸が苦しくなる。遠と羽わはクリスが言う「色々」について思いを巡らす。リルカはクリスの「心」の深い部分を走査スキヤンしている。中にはクリスにとって辛い過去だってあるはずだ。

「ようやく分かったわ。それであんたはずっと暗い顔してたのね」

　──きっと、過去の記憶がクリスを苛さいなんでいるのだ。

　──それでも私は、クリスの力になれない。

　その結論に達したとき、遠と羽わは深い無力感に襲われる。

　だとしても遠と羽わはその絶望を思い切り無視する。

　空元気でも構わない。とにかく、クリスに思いを伝えようと思った。

「あんたの過去のこと全部は聞かない。そもそもそんなの聞いても仕方無いし。あんたの辛さも心も全然分かんない。でも、辛いならそう言ってよ。私、力になるから」

　無意識のうちに遠と羽わは拳を握り締めていた。

　昂たかぶる感情を押えるので精一杯だった。

　それを察したクリスが、遠と羽わの手を握る。

　優しく、力強く。まるで言うことを聞かずに泣きじゃくる子どもをあやすように。

「……ありがとう、遠と羽わさん。俺にはたぶん、向きあわなければならない過去があるんだろう。それは俺にとって辛いことかも知れない。でも、遠と羽わさんがいてくれれば────」

「や、やめてよ。またそうやって無意識に口説く訳？」

「違う。遠と羽わさんだから言っているのだ」

「なっ……！　馬鹿なこと言わないでよ」




　遠と羽わは頰を赤らめる。が、それは偽らざるクリスの気持ちだった。

　この数日、妹を救えなかった後悔、村から逃げた悔かい恨こんが、クリスを悩ませていた。もちろん原因は〈リルカ〉だが、根本的には──クリス自身の闇だ。

　未いまだに「闇との向きあい方」は分からない。

　──それでも遠と羽わさんが近くにいれば、何とかなるかも知れない。

　遠と羽わの温かい手は、クリスに勇気を与えているようだった。

「クリス……私ね」

　遠と羽わが次の言葉を言おうとした瞬間、

「何か良いい感じみたいなんで私、帰りますねー。ぷっぷー」

　千ち紗さはやさぐれた表情で鞄かばんを背負い、「けっ」という感じで実験室のドアをばーんと開け、すたすたと廊下を抜けて出て行く。

「千ち紗ささん、待つんだ！」

　クリスが慌てて部屋を出て、千ち紗さを制止する。

「千ち紗さ、どうしちゃったのよ？」

「話だったら二人ですればいいじゃないですか」

「唐突だぞ千ち紗ささん。何なに故ゆえに帰り急ぐのだ」

「いやいや……私、いりませんよね？　途中から空気だったし。二人だけのラブラブちゅっちゅ空間が展開してましたし」

「千ち紗ささん、混乱しているのか？『ラブラブちゅっちゅ空間』などというプログラムも魔術も存在しないぞ……」

「そ、そうよ千ち紗さ。どうして私がこいつとららら……」

　千ち紗さはつーんとした顔になり、遠と羽わは「ららららららら」と言って、それから「あああーん」などと叫んでフリーズする。

　魔法剣士は混こん沌とんとした状況に陥る。

　──敵の呪術か？

　などとクリスは戦闘準備に入りかける。しかしこの街である程度の経験を積んだ魔法剣士はさすがに思い直す。そんなはずが無い。

「遠と羽わさんは、俺のことを気にかけてくれているだけだ。……今は固まっているが。それに、俺は千ち紗ささんのことをなおざりにするつもりは無い」

「何ですかそのとってつけたようなセリフはー。じゃあクリス君、遠と羽わさんが固まってる今のうちに私とちゅーしてくださいよ。そうしたら許してあげます。あと子作りもしましょう」

　信じられない剛速球がクリスを直撃する。

　さすがにそこまでダイレクトに言われれば、魔法剣士も動揺する。

「ち、千ち紗ささん……!!　自分が何を言っているのか理解しているのか？　意味不明すぎるぞ！」

「却下よ、却下」

　フリーズが解けた遠と羽わが目を覚まし、千ち紗さの後頭部をピコッと叩たたく。

「あんた、それが狙いだったのね？　油断も隙も無いわね。どこの演技派女優だっつーの」

「うーん。このパターンでも駄目だったかー」

「駄目に決まってるでしょ！」




　──クリスの携帯端末が鳴った。

　端末の連絡先リストには遠と羽わに千ち紗さ、担任の愛あい川かわにクラスメートの三浦みうらくらいしかない。携帯が鳴るのは、滅多に無いのだ。

　見知らぬＩＤが画面に表示されていた。

「誰だ」

　予感のようなものは何も無かった。全くの不意打ちだった。

　噓うそだ。

　クリスの思考はそう確信していた。

　だがクリスの心は、それでもなお震えた。

　あまりにも懐なつかしい声に、居ても立ってもいられなくなった。




『おにいちゃん、たすけて』













　　　三章　軋きしむ心







　その声はクリスの心の深い部分を揺さぶった。遠い記憶が呼び覚まされ、胸をかきむしるような懐なつかしさがクリスの中を駆け抜けた。

　一部始終を見ていた遠と羽わはすぐさまクリスの変化に気づく。

「誰から？　ってかどうしたのよ、変な顔して」

「……行かなくてはなるまい」

「唐突な奴ね。どこに行くってのよ」

「遠と羽わさん、剣を頼む」

　千ち紗さもまた訝いぶかしげな表情になる。クリスが端末で通話を始めたかと思えば、急に深刻な顔でどこかに行くと言うのだ。怪しむなという方が無理がある。

「クリス君、ちっとも話が嚙かみあってませんよ？　もしや混乱してますね？」

「混乱しているかどうかは関係無い。俺は……ともかく行かなければならない」

「はいはい、あんた一人で行くつもりなのね？　そんなの私が許すはず無いでしょ」

「そうですよクリス君。落ち着いてください。きっと私達は同じ場所に用があるはずです」

「……どういう意味だ」

「ちょうど今『スクランブル』が飛んできたのよ。29実験街区で異常発生。状況は不明。でも、何かヤバイことが起こってるみたい」

　──29実験街区。

　全てが〈素子〉で出来ている街。大気に満ちる素子の濃度は通常よりも高く、面倒なバグが出現する、ガーディアンには厄やつ介かいなエリアだ。

「……ヤバイこと、か。だが遠と羽わさん、俺はただのバグには用は無い」

「それが、ただのバグじゃないみたいなのよ。実験街区に奇妙なものが出現したって。しかも通信は途絶えてるし、辺りの素子も絶賛枯渇中」

「枯渇こかつしている？　実験街区は大量の素子が供給されているのでは……？」

「だから異常事態なのよ。分かったら一緒に来なさい」

　反論するつもりは無かった。妹の声に素子の枯渇こかつ。このタイミングは、計ったとしか思えない。何よりも「一緒に来なきゃぶっ飛ばす」と言わんばかりの遠と羽わの口調は心地よく、心強い。

　──向かうべき場所は実験街区だ。

「ふむ……了解した。行こう」

「決まりね。ここから行くなら、地下鉄の方が早いわ。急ぎましょう」

　車内の音声が「第29素子制御プログラム実験街区」への到着を告げる。軋きしむような音をたてて車両が止まり、三人は薄暗い地下通路を走り抜けた。

「何かが匂うな。これは……」

「そうかしら。何もしないけど？」

　地下通路を吹き抜けるのは、乾いた埃ほこりっぽい風だ。特区の住民である遠と羽わには、取り立てて「匂い」という感じは無いようだ。しかし、魔法剣士はその「匂い」を鋭敏に感じ取っていた。

「『メルヌス』だ…………」

「何よ、その意味不明なセリフは？　またナノマシンのエラーかしら？」

　クリスの体内には言語変換ナノマシンが打ち込まれている。言語をリアルタイムで変換するナノマシンは、時折このようなエラーをはき出す。互いの世界に共通した意味をもたない言葉は、翻訳しようが無いのだ。

「メルヌス……。『にほんご』には無い意味の単語だ。『懐かしさと不気味さが同居したような感覚』だ。二人とも気をつけろ。駅の向こうから深い森の匂いがする。モンスターが近くにいる…………」

「いやいや、そんなはず無いでしょうが。こんな街のど真ん中で何言ってるのよ？」

　しかしクリスの嗅きゆう覚かくは、深い〝ガルフレイド大陸〟の匂いを感じていた。特区という街の「整えられた緑地」では決してありえない、暴力的なまでに濃厚な森の匂いだった。

　故に魔法剣士は懐かしさと同時に、不気味さを感じているのだ。

　そして駅の改札を出て地下道を百メートル近く走った辺りで千ち紗さが立ち止まった。

「遠と羽わさん。やはり地上の素子の濃度が薄くなっています」

「アラートは正しかったって訳ね。でも妙ね。29実験街区は制御塔がかなり多めに配置されているはずだけど……？」

「順当に考えれば素子が大量に消費されているか、塔の素子を供給する機能が停止しているのでしょう。これだと遠と羽わさんの攻性プログラムは使えないかも知れません。補助プログラム程度なら行けるかもですが……。なので、クリス君の剣を生成するなら今のうちです」

　千ち紗さは端末の画面を睨みながら難しい顔をする。つまるところ今の実験街区は、「素子の枯渇こかつ地帯」のようなものだ。遠と羽わは不機嫌そうに腕を組む。

「……千ち紗さ、どうにかならない訳？　プログラムが使えないんじゃ、話にならないわ」

「いいや、剣を執とるのは俺一人だけで良いい。そもそも部活動ガーデイアンは安全第一だからな」

「あんたも安全第一よ。暴走したらぶっ殺すから」

「と、遠と羽わさん……。一行で矛盾してますよ……。とにかく、素子が無くならないうちにクリス君の剣を」

　遠と羽わが〈プログラム〉を呟くと、クリスの右手に剣が出現する。外見上はドミトニア公国の貸たい与よ品ひんだが、実際は様々な種類の特殊効果を付与することが出来る素子とプログラムの兵器だ。

「ただし過信は禁物。実験街区に素子が無いなんて、ヤバイことが起こってるとしか思えない」

「ああ……それは俺も同感だ」

　むしろ、クリスにとってそれは確信に近かった。

　──魔法剣士の嗅覚は既に不穏な匂いを感じていたのだ。




　三人が地下通路を抜け、地上に出た。クリスにとっては予想どおりの、遠と羽わや千ち紗さにとっては予想外の光景が広がっていた。

　森が茂っていたのだ。それもただの森ではない。特区という街の「管理された自然」では決してない、濃く深い森が街区の果てまで延々と続いているのだ。

　二人は呆然と立ち尽くす。

「……噓、ここって29実験街区よね？」

「さすがの私でもさっぱり、意味が分かりませんよ。どういうことなんですか……」

　そしてクリスもまた別の意味で立ち尽くしていた。

「これは……我が故郷──ラーソン村の近くだ」

「はあ？　噓でしょ。ここがクリスの世界な訳？」

　千ち紗さはきょろきょろと周囲を眺め、端末を確認する。

「遠と羽わさん。位置情報ＧＰＳ的には、私達は29実験街区にいるみたいです。実際、駅だけは残っていますし……。『異世界に転送』みたいなお話じゃないっぽいです」

「……そ、そりゃそうよ。私達、地下鉄に乗ってただけなんだし」

　しかし地下鉄駅以外の部分は徐々に変わっていき、十メートルも移動すると完全に「深い森」になっている。そこが別の世界だと言われれば、思わず信じてしまいそうな状況だ。

　クリスは空を見あげ、上空の太陽の位置を確認する。

「空の太陽も学校を出たときと変わりない。やはりここは特区なのだろう……。しかし見た目だけなら、ラーソン村の外縁だ」

　クリスの言葉に千ち紗さが反応した。メガネを傾け、状況を整理する。

「ということはあの化け物──モレント・スウェアーが出現したときと原理的には同じことが起こっているんでしょうね」

　千ち紗さは手近にあった樹に手を伸ばし、枝を折る。

　枝は千ち紗さの手の中で消滅し、はらはらと大気中に蒸発していった。千ち紗さは手の平をにぎにぎと開閉し、声を震わせる。

「つまり、素子と記憶です。クリス君の記憶データを元に、世界が再現されているんでしょう。どうりで街区の素子が枯渇こかつしているはずですよ。この森を生み出すのに大量の素子が消費されているんですから。……それにしても、クリス君の記憶だけでこんな精細なオブジェクトが作られるなんて、信じられません……！」

「まあ、普通の人間にこんな芸当は無理よね。やっぱり原因は……リルカね。白状しなさい」

　遠と羽わは力強い瞳でクリスを見つめる。

「リルカかどうかは分からない。が、妹の声をした『何か』が俺に助けを求めてきた」

「妹……？　いいえ、間違い無くリルカよ。それ以外ありえないでしょう。あんたを呼び出そうとしているのよ」

　実際クリスの心は揺さぶられていた。

　この妙に懐かしい風景に、ずっと浸ひたっていたいような感情さえ覚えてしまう。

　だがルカは死んだ。村は灰かい燼じんに帰し、この世のどこにも無い。クリスが見ているこの森は、文字どおりの幻想なのだ。

　──俺は、帰らなければならないのだ。

　──奴を、奴らを…………殺すために。

「分かっている。そもそも俺はこのような虚構に浸ひたっている場合ですらない。リルカを止めなければなるまい……。遠と羽わさん、行こう」

　以前のクリスだったら「女子が荒事に関わるのはよくない」などと言うだろう。

　だが今は違う。二人は時折暴走することも含めて、頼りに出来る仲間だ。

「分かった……。とりあえず案内しなさい。ここはあんたの世界なんでしょう」

「森をこのまま突き抜ければ、小道にぶつかる。そこから村はすぐだ」

　三人は深い森を進む。素子とプログラムで生み出されたオブジェクトだというのに、巨大な森は奇妙な現実感をもって三人に迫る。

「にしても『データ』にしてはリアルすぎる……気持ち悪いわ」

「同感だ。俺でもほとんど見分けがつかん」

　土の感触に風にざわめく樹木。そして周囲に蠢うごめく獣と低級モンスターから滲にじみ出でる瘴しよう気き。

　ここは紛れも無くガルフレイド大陸であり、クリスの故郷「ラーソン村」の外縁だった。

「いやあああ！　何あれ！」

「ほう……。〝グルワーム〟だ。まさか特区でお目にかかるとは」

　赤ん坊くらいの大きさのナメクジに手足を生やしたような姿の化け物が、体表から粘液をぬめらせながら地面を這はいずり回まわっている。

「くくくクリス！　何とかしてよ……！」

　いつか見た光景がクリスの脳裏を過よぎる。

　初めてこのモンスターに遭遇したのはまさにこの辺りで、ルカと一緒だった。二人は一目散に逃げて、せっかく集めた山菜のほとんどを落してしまった。

　懐なつかしい思い出だ。

　だが殺す。

「ビギャアアアアアアア!!」

　このモンスター特有の断末魔。そして化け物は内部から破裂し、血と臓物がまき散らされる。〝グルワーム〟の血は人間には有毒で、なおかつ仲間を呼び寄せる効果がある。一定以上の攻撃を加えると、爆発するのだ。

　素子とプログラム、クリスの記憶で生成されている割には、再現度が異常に高い。

「あんた、返り血で大変なことになってるわ……」

　遠と羽わと千ち紗さは完全に青ざめていた。それもそうだ、魔法剣士はグロテスクな化け物を平然と叩たたき殺ころし、緑色の血と臓物を浴びているのだから。

「大丈夫だ。こいつの血は人間には猛毒だが、俺魔の法場剣合士は抗体が出来ている」

「いやいやいや……何言ってるのよ。そういう問題じゃなくて血が……」

「それもそうだったな。こいつは素子で生成された幻想だ。そもそも毒など無い」

　クリスが斬り捨てたモンスターは素子に分解され、跡形も無く消える。血液も一滴も残っていない。

「クリス君。そういう問題でも無いですよ……」

　さすがの千ち紗さも血の気が失うせたような顔をする。臓物をまき散らして爆死する異い形ぎようの化け物は、特区の住民にとっては、衝撃が大きすぎたようだ。

「ねえクリス。……何か色々とゴメン。あんたの世界って、本当に大変なのね。そりゃ『剣術馬鹿』にもなるわね」

「何を言うか遠と羽わさん。『ラーソン村』の周辺のモンスターはまだまだ可愛かわいい方だ。俺も最初の頃は気持悪かったが、今では食糧に」

「その話マジで聞きたくない……」

「そ、そうか。ならばあとにするか」

「あっ、何か見えてきましたよ？」

　と、クリスがグロテスクな話をしているうちに視界が開けてきた。三人の眼下にはなだらかな集落が現われる。

「あれは、我が故郷──いや、今はもうない我が故郷だ」




　　　　　＊




「どうしてこんなことになってから言うんですか……？　もっと早く教えてほしかったです」

　愛あい川かわは職員室の応接室で、委員会の男──揖い斐び川かわと相あい対たいする。

　揖い斐び川かわは細身の優やさ男おとこで、いつも死ぬほど忙しい、愛あい川かわの恋人だ。

　でも今の揖い斐び川かわは教師である愛あい川かわにとっては「最低の男」だった。委員会が「超高度知性体」の処分を保留にしていた裏で、揖い斐び川かわは生徒に超高度知性体を調査するよう働きかけていたのだから。

「……それは委員会の決定ですか？　それとも『監視機構』の独断ですか？」

「そのどちらでもありません。完全に私の独断ですよ」

　揖い斐び川かわは「委員会」に名を連ねる男だが、正式な所属は「素子制御プログラム監視機構」だ。その名のとおり、特区での危険な〈プログラム〉の開発を監視する国の組織だ。

「独断……？　何な故ぜそんなことを…………？」

「残念ながら機構は形だけの組織です。それに特区を統治するのはあくまでも『委員会』です。我々に『超高度知性体』を処分する権限はありません」

　監視機構は、言わばアリバイのための組織だ。素子は第三者の監視の下、安全に正しく開発されていることを対外的にアピールするために存在するに過ぎない。

　だからこそ「委員会」は、揖い斐び川かわを監視者として委員会のメンバーに入れた。まさに機構の正しい使い方だ。

「『監視機構』が真の意味で正しく機能していれば、こんなことにはならずに済んだのですが。……先生には本当に申し訳無い」

「しかも、またあの二人……。きっと嬉き々きとして動いたでしょう」

　「混ぜるな危険」と評される藍あい空そら遠と羽わと百目鬼どうめき千ち紗さだ。それは想像に難かたくない。

「本来はあなた達が組織としてバグの処分を命じるべきでしょう。こんなことじゃ、生徒に示しがつきません。……ガーディアンの生徒に直接依頼するなんて、無茶苦茶です」

「そのとおり、無茶苦茶だ。しかし事態はそれだけ深刻なのです」

　愛あい川かわは理由を聞くよりも先に理解する。組織の人間である揖い斐び川かわが単独で、しかも組織の命令に反して動いているのだ。

「…………バグがそこまで危険な状態だと？」

　揖い斐び川かわは頷いた。

「残念ながら、この上なく。超高度知性体は29実験街区に深い森を生成した。街区の内側には何体かの『素子の体を持つ不明生物』が出現しています。バグは、常識外れな〈プログラム〉を発動させている」

　──リルカは既に、この世界に破滅をもたらす可能性を秘めている。

「だがその危険な存在を、国も委員会も処分しようとしない。……正確には、国が委員会にストップをかけています。だから私は個人的に動いていた訳ですよ。……この『実験』はあまりにも危険だ」

「実験……ですって？」

　ここに来て愛あい川かわと揖い斐び川かわの「前提の食い違い」が突如として判明する。

　超高度知性体は〈バグ〉から偶発的に進化するものだ。そこに人間が介在する余地は無い。いや、介在する余地があってはならないのだ。超高度知性体の開発は、国際的にも禁止されている禁きん忌きの実験だ。超高度知性体の進化は予測不能で、暴走すれば制御が利かなくなるからだ。

　──しかし揖い斐び川かわははっきり「実験」と言った。

　つまり、超高度知性体が意図的に生み出されているのだ。もはや前提の食い違いどころの騒ぎではない。致命的な行き違いだ。

「あなたは何を知っているんですか……？」

「愛あい川かわ先生……いや、みのり。それを伝えるために来た」

「揖い斐び川かわさん、仕事中よ。名前で呼ばないで」




　　　　　＊




　三人は村へと繫つながる橋を渡る。辺りはしんと静まり、風車だけがゴトゴトと音をたてていた。陽光は柔らかく、穏やかな空気が流れていた。

　クリスは村の門を押し開ける。その門は、地獄に繫つながっていた。

「何よ、これ……」

　遠と羽わの声が震える。一帯は黒い煤すすで覆われ、建物という建物が破壊されていた。足元は瓦礫がれきで埋め尽くされ、辺りには死臭が漂っていた。

「俺の村が襲われたときの『記憶』だ……。先に進もう」

　黒い記憶がフラッシュバックする。家族を失った喪失感が蘇よみがえる。あの日何も出来なかった己の無力さを思い出す。

　モンスターの襲撃があったあの日、クリスは遊び場にしていた洞ほら穴あなに身を潜めた。

　燃えさかる村、生きたまま喰われる人間の呻うめき声ごえ。何もかもから目を逸らし、耳を塞ぎ、ただひたすら神に祈った。

　助けに行きたい。ルカを呼び出し、この洞ほら穴あなに連れ込みたい。

　──それでもクリスは出ることが出来なかった。

　その翌朝、クリスは恐る恐る洞ほら穴あなから抜け出し、村の真ん中を貫く大通りを歩いた。

　家は村の外れにあって、皆無事かも知れないとクリスは思った。

　しかしクリスは家族の亡なき骸がらを見た。三人は煤すすだらけになった家の近くに並んで横たわっていた。

　クリスは直感的に理解した。寂しがり屋のルカは炎が渦巻く村に戻り、親父はクリスとルカを捜して家に向かった。母親のサリスはそんな家族の行動を察知して、やはり家に戻った。

　だから三人の亡なき骸がらは同じ場所にあったのだ。

　何の根拠も無いが、クリスはそう思ったのだ。

「家に行ってみよう。そこに何かがあるかも知れない……」

　超高度知性体がナノマシンを経由し、クリスの心データを観察しているのだとしたら、間違いなくその場所にいるはずなのだ。

　しかしそんなクリスの思いをあざ笑うかのように「幻想」は丘の上に立っていた。

「クリス君。人がいます」

「人…………？」

　千ち紗さは丘の方を示す。丘の上に、ルカがいた。

　妹はスカートのすそをぎゅっと摑つかみ、クリスを見つめる。それは小さい頃からのルカの仕草だった。髪飾りに見覚えがあった。クリスがルカの誕生日に買い与えた物だった。

「……ルカ。お前なのか？」

　クリスはなだらかな丘を早足で上がり、ルカに詰め寄る。

「馬鹿クリス！」と叫ぶ遠と羽わの声が遠い。必死の叫び声は、クリスに届かない。

「ルカ……」

　違う。リルカだ。

「おにいちゃん」

　その懐なつかしい声を、クリスは一時も忘れたことは無い。

　その声は紛れもなくルカで、奴の正体はリルカだ。

「おにいちゃん……会いたかった」

　そいつは〈バグ〉だ。ただの幻影だ。

「ルカ…………!!」

　クリスの感情がかき混ぜられ、混乱する。怒る、悲しむ、嘆く、抱き締める。あらゆる感情が止めどなく溢あふれ、クリスはどうしていいのか分からない。

「しっかりしなさいよ馬鹿！　いつもの魔法剣士はどうしたの!?」

　遠と羽わがクリスの制服を引っ張り、強く揺さぶる。

「遠と羽わさん……？」

「駄目よそんなの……。ここは特区よ。あれは、あんたの妹なんかじゃない。偽にせ物ものに決まってるわ」

「二人とも、離れていてください」

　千ち紗さの素子ウエ制ア御ラ端ブ末ルが煌きらめいた。空中に文コマ様ンドを描く。素子が欠乏している状態で、辛かろうじて発動できる補助プログラムだ。


『補助プログラム発動：解体デコード』



　千ち紗さの指先から現われた「光の檻おり」が妹の周囲に展開する。


『開ラ始ン』



　次第に檻おりはサイズを縮め、妹は眩まばゆい光に包まれる。姿を現わしたのは、白磁のような肌と冷たい目の人形──リルカだった。

「思ったとおり。化け猫が姿を現わしましたね……」

「やっぱりあんただったのね。…………リルカ。あんたおかしいわよ。こんなやりかたでクリスの心を知ったって、何にもならないわ。クリスはただ辛いだけよ！　こんなやりかたをするってなら…………あんたを許さない!!」

「────あなたこそ何を言っているの？　私が一番おにいちゃんを知っている。だから与えたの」

　リルカの支離滅裂で、それでいて断定的な口調に遠と羽わは面食らう。かつてのまともだった〈超高度知性体〉とは何かが違う。リルカがそんな意味不明なセリフを言うはずが無いのだ。

「な…………!!　ちょっと……!!」

　リルカは影のようにするりとクリスの前に立つ。奇妙な違和感があった。以前感じられた怜れい悧りな気配が消きえ失うせているのだ。瞳の奥に潜んでいた「冷たい知性」はどこにも存在しない。

　リルカは元の姿のまま、妹の声でクリスに語りかける。

「おにいちゃん」

「やめろ」

「おにいちゃん。大好き」

「やめろ……！」

「ねえ、おにいちゃん……？」

「貴様ッ！」

　精神の力だけでクリスは剣を抜く。

　目の前に存在する〈素子〉の塊を叩たたき潰つぶすために抜刀する。幾千と繰り返してきた動作をなぞり、リルカめがけて剣を振るう。

「うおおお！」

　しかし魔法剣士の一撃は鈍どん重じゆうで、剣は虚空こくうで弾はじかれる。

　リルカが〈斥力レジスト〉を発動させたのだ。リルカは再び不可解な挙動をする。まるでプレゼントを拒絶された女の子のように、もの悲しい表情をつくったのだ。

「どうしてクリスは悲しいの？　愛いとしくないの？　どうして『悲しみの成分』が出ているの？」

「……死んだ妹の紛まがい物ものに、愛いとしさなどあってなるものか！」

　ズキリとした胸の痛みをクリスは感じる。

　──そう、さっきまで見ていたものは、ルカの紛まがい物ものだ。

　──ルカはこの世のどこにもいない。

　クリスは「痛み」を振り切り、偽物の記憶と対たい峙じする。

「……お前は偽物だ。ルカの人格まで再現して、俺をどうするつもりだ？」

「私は心データを知りたい。心は不可能状況を覆くつがえす。──おにいちゃん。わたし、不可能状況を覆くつがえす要因フアクターを、知りたいの」

「貴様に理解など出来るはずが無い……！」

　はじめは微妙な変化だった。

　恐らく最初の変化に気づいた者はいないだろう。しかしその小さなきっかけ──ノイズはシステムの中で徐々に拡大していった。

　そして今や〈リルカ〉を構成する何かは、根本的に破壊されていた。

　そのことに第三者が気づいたときには──既に手遅れだった。

「千ち紗さ、何か奇妙ね……。超高度知性体があんな反応する訳？」

「様子がおかしいです。もしやリルカが心を……？」

「そんなはず無いわ。心ある人間は、こんな趣味の悪い世界を生み出したりしないでしょう」

　リルカが本当の意味で心を獲得したのであれば、死んだ妹を見せたりはしない。

「どうでしょう。心は心でも、『悪意』という可能性も」

「今のルカはおにいちゃんが大好きなのよ？　あれは、ただ狂っているのよ。超高度知性体って言うか、支離滅裂な『バグ』よ。……分からない。何で、こんなことになってる訳……？　千ち紗さ、あなたは揖い斐び川かわさんと話してるんでしょ？　これは、どういうことなのよ」

「遠と羽わさん。残念ながら……私にも分からないです」

　リルカはただただ壊れてしまっているのだ。

「うおお！」とクリスの叫び声が響く。

　クリスは再びリルカと対たい峙じし、剣を向ける。

　が、あらゆる〈プログラム〉を自在に扱えるはずのリルカは、どういう訳か反撃をしない。防御こそすれ、クリスに敵意をみせない。

「心……矛盾……。遠と羽わさん。やはり……危険な予感がします。これは、『揖い斐び川かわさんが言っていた状況』に近いかもしれません。一旦逃げましょう！」




「おにいちゃん。大好きだよ」

「おにいちゃん。大好きだよ」

「おにいちゃん。大好きだよ」

「おにいちゃん。大好きだよ」

「おにいちゃん。大好きだよ」




　対たい峙じしていたリルカの挙動が変わる。これまで理解可能な言語を使い、理路整然とした論理を操っていたリルカが壊れた。リルカというシステムが突如として崩壊したのだ。

　クリスはいつかの千ち紗さとの会話を思い出す。

　──『こころ』という文学作品だ。

　心という人間の機構システムは、時として人間さえも殺す。

　心という矛盾を内包する機構システムは、プログラムには毒でさえある。

「ああああああああああ、にああああ、おおおお」

　意味不明な音の羅列られつ。リルカの中で論理が、言語が、解体されていく。毒こころを飲んだリルカは狂ってしまったのだ。リルカは、姿を変えてルカになる。クリスの記憶にある妹の人格を再現しようとする。心を識しるために。

「あああああ、おにいちゃん。おにいちゃん。おにいちゃん。大好き」

「やめろ……！」




「私、おにいちゃんのお嫁さんになるの」




　　　　　＊




「超高度知性体の開発──。まさか揖い斐び川かわさんの口からそんな言葉が出るなんて」

　愛あい川かわは我が耳を疑う。行きすぎた〈プログラム〉の開発を監視する組織の男が、禁忌タブーの研究を口にしたのだ。そんな危険で、非倫理的な話を職員室の応接スペースでしていいはずが無い。警察署の前でドラッグの売買をするようなものだ。

　しかし揖い斐び川かわは意に介する様子は無い。

「先生ならきっと分かるでしょうが……それは技術的には可能です」

「ええ。技術的には」

「『ある研究機関』が、数十億もの『バグの原因』をネットワークに放流した。その過程で数百万のバグが発生し、その中から、例の超高度知性体が出現したのです」

　バグは、一定確率で超高度知性体に進化する。

　彼かの国では、〈素子〉と〈プログラム〉を用いた兵器からバグが発生し、バグは殺さつ戮りく兵器へと進化した。そして〈超高度知性体〉は制御不能で、誰にも止めることが出来なかった。人が大量に死に、都市が消えた。

〈大デ規ス模マ災ー害チ〉と呼ばれるその事件から、まだ十年も経っていない。

「そんなことが、許されるはずがないでしょう。揖い斐び川かわさん。あの事件デスマーチの原因になったのは、特区で開発された兵器なんですよ。この国は、また同じことを繰り返そうと？」

「同じこと、ではありません。開発する側の言い分ですがね。国はあくまでも兵器ではなく、超高度知性体を利用して『この国の知』を加速させようとしている……」

「そんなの、絶対に無理です……！　超高度知性体を完全に制御しきることは不可能です。そもそも、人間の知性を超える存在を、どうやって制御するんですか……!?」

　バグは素子の肉体を持ち、データを食い尽くす。

　人間特有の肉体ハードウエアの限界をもたない存在は、二十四時間三百六十五日、その処理を行うことが出来る。〈素子の知性体〉は、圧倒的な速度で進化していくのだ。

「人類はその歴史において、自らの能力を超える『道具』を生み出してきました。超高度知性体も同じです。ただし『移動』だとか『運搬』のような物理的なものではなく、より『抽象的な道具』です。いくら知性とは言え道具は道具。国は超高度知性体を制御出来ると考えています」

「大デ規ス模マ災ー害チのレポートを読んだことは？　それがどれだけ危険な行為か、あなたなら分かるでしょう」

「残念ながら、そのレポートを作成した担当者は……私です。それでも国は『知性』という果実を収穫しようとしている」

「だったら分かるでしょう？　実験は、既に失敗しています……！」

「そのとおり。実験は破滅に向かっている。もはや──何が起こるか分からない」

「何て無責任な……」

　愛あい川かわは目の前が真っ暗になり、足元の床が抜けたような心持ちになる。

　実験街区では奇妙な現象が起こり、通信も途絶えている。渦中にいるのは無謀むぼうな二人の少女に、特区の常識が通用しない少年。そして無責任な「委員会」に国の圧力。ここまで来ると、世界が愛あい川かわにいやがらせをしているとしか、思えない。

　──だとしたら、何な故ぜ揖い斐び川かわはここにいるのか。

　愛あい川かわは、目の前の線の細い優やさ男おとこが許せない。そんな事実を話すためだけにここに来たのか、と。

「揖い斐び川かわさん。あなたはそこまで知っておきながら、何な故ぜ生徒にだけ話を？」

「先生、順番が逆なんです。あのバグが例の『異世界の少年』の情報を欲している以上、彼女達が巻き込まれるのは必然です。だから私は、せめてもの対策としてあらかじめ彼女達に情報を提供していた」

「そんなのは詭弁きべんです。先に私に教えるべきだった……」

「申し訳無い。それが『確定的な情報』ではなかったからです。そんなものを、先生に言えるはずが無い」

「すぐに子ども達を連れ戻してください。これは部活動ガーデイアンでもなんでもありません」

　揖い斐び川かわは表情ひとつ代えずに頷うなずく。

「最初からそうするつもりでした。白状します。……私はまだ、『超高度知性体』の開発だけであれば、まだ許容したでしょう。愛あい川かわ先生の前であまり言いたくありませんが『多少のルール違反に目をつむる』のが私の仕事の宿命だ……。

　だが今回は違う。無関係な学生が巻き込まれようとしている。実験を破滅に導こうとする凶人がいる。愛あい川かわ先生。この話を知る『外部の人間』はあなただけです。最悪の場合、あとは頼みました」

「……あなた、どうするつもりですか!?」

「彼らを連れ戻します。大人がこの体ていたらくじゃ、教育上よくないでしょう」




　　　　　＊




　それでも〈リルカ〉は、心が分からない。

　クリスは妹を求めていた。心を求めていた。ナノマシンで記憶データをスキャンしたのだから間違いはないはずだった。

　だからリルカはクリスの故郷を再現し、クリスの妹になった。

　どうしてだろうとリルカは思う。クリスが嬉うれしい言葉を言っても、クリスから検出される心の成分は悲しみだけだった。

　──どうして上う手まくいかないんだろう。

　──クリス。クリス。どうして悲しいの？

　リルカはまだ気づいていない。

　仮想的にマウントしたルカの心がシステムを浸食していることを。

　ねえ。ねえ。ねえ。

　おにいちゃん。




『──その仮説は、間違いだッ！　心が欲しいか？　残念残念。それは、まだまだ心じゃない。足りないんだなああああ』

　リルカを生み出した存在がネットワークを経由して〈声〉を送り付けてきた。

『層が足りないッ！　アプローチ手法も最悪だ！　────俺に良いい考えがある。従え』

『あなたはわたしよりもあたまが悪い。心の概念を獲得するのは不可能』

『シャカにセッポー！　俺は、俺こそがヒューマン、まさしく心をもつ人間であるぞ？　素子の塊のプログラム幼女ちゃんが何を言うッ！』

　リルカは沈黙する。リルカは心の紛まがい物ものをもつ素子とプログラム言語の塊であり、男の言葉は間違いではなかったのだ。

『心に目をつけたのは中々良いい。まあ、お前は別の目的があって心が欲しかったんだろうが、俺は、別の意図があって心をくれてやりたい』

　リルカの手元に鍵が現われた。

『鍵？』

『普通はアクセス出来ないネットワークへの鍵だ。宝箱さ』

『この中に、何が入っているの？』

『医療用データベース。この中にありとあらゆる感情が含まれている』

　リルカは即座にネットワークを調べる。

　医療用データベース。特区の住民の体内を駆け巡る医療用ナノマシンが日夜データを収集し、医療用データベースに反映する。そしてデータベースを利用した〈システム〉により疾しつ患かんは悪化する前に取り除かれ、特区の住民の健康は完全に維持されている。

　男が渡した鍵は『メンタルヘルス』のデータベースへのアクセスキーだった。

『メンタルヘルス？』

『精神がヘタった奴らの心をデータ化した。この中には無限に等しい人間の感情が詰まっている。たくさんの量の痛い悲しい辛い苦しい殺したいほど愛したい感情とココロがあるぞー？　普段は猫が届かない場所にしまって鍵がかけられているが、今回は特別だ』

『とくべつ……』

『そうとも。特別特別。とっても特別な宝箱だ』

　──毒が入った宝箱だ。

『心が、欲しいんだろう？』




　　　　　＊




　リルカの背後の風景が変化する。焼き尽くされた村が風化していく。風化はどんどん加速し、村はその形を失い廃はい墟きよとなる。地獄のような風景の中、妹リルカはクリスにしがみ付く。

「おにいちゃん、おにいちゃん……。おにいちゃん…………。どこにもいかないで」

　リルカはどう足あ搔がいても妹ではない。〈素子〉の塊でしかない。

　だというのにリルカはひたすらにクリスを求める。

　クリスという存在を受け入れている。

　──何だ？　この感覚は？

　それが愛いとしさなのか懐なつかしさなのか寂しさなのか、もはや判断がつかなかった。

　目眩めまいがするほどに甘やかな感覚。クリスは永遠にここに佇たたずんでいたいとさえ思えてくる。

「ルカ…………」

　殺意は鈍にぶり、妹でも何でもないリルカを愛いとしいとさえ────

「おい馬鹿！　目を覚ませ！」

　クリスの背中に強い衝撃が走った。

　遠と羽わだった。感情の濁だく流りゆうに流されそうなクリスをがっしりと係けい留りゆうするように、遠と羽わはクリスを抱き締めた。クリスは背中越しに遠と羽わの体温を感じる。呼吸を感じる。鼓動を感じる。心臓はいつもよりも激しく鳴っていた。

「遠と羽わさん？」

「あんたに大事な妹がいることも、帰らなきゃいけない世界があることも分かった。こんなにも辛い世界で生きていかなくちゃいけないことも分かった。でも、気を確かにしなさい。あんたがいるべき場所は……ここじゃないのよ」

　クリスは遠と羽わの手を握りかえす。その温かさと柔らかさは、クリスに現実感を与えた。

　こんな場所で、現実から逃げている場合ではない。クリスが立つこの場所は、あくまでも特区なのだ、と。

「リルカは…………壊れてしまったのよ。ただあんたの心を苦しめるだけ。リルカと分かりあえたなんて、私も一時は思ったりしたけど、やっぱり……ただの勘違いだったの。もう駄目なのよ。壊すしか…………ないわ」

　遠と羽わが苦しそうな声で告げる。

　──俺に、斬れるか？

　クリスはいつしか剣を鞘さやに収めていた。

　魔物を殺す、悪人を殺す。それは魔法剣士として当然の行為だ。

　──だが今のリルカは何なのだ？

「よく見なさい。あれがあんたの妹に見える？」

「遠と羽わさん……俺は正気だ。もちろん奴は妹ルカではない。だが俺には、リルカが殺すべき『邪悪』だとも思えない…………」

「駄目だよ遠羽ちゃん。おにいちゃんは、私のものだから」

　リルカの目には狂気が宿り、壊れた世界でひたすらにクリスを求める。求める先に何があるのか──リルカ自身にも分かっていないだろう。

「二人とも、これ以上は本当に危険です。……壊しましょう」

　が、クリスは剣を抜けない。遠と羽わも動けない。

「……分かってるわ、分かってるわよ!!」

　忌いむべき害悪であるバグ、あるいは世界に破滅をもたらす〈超高度知性体〉だと頭で理解し、口では殺すと言ってもなお、遠と羽わはリルカに「心」を見てしまう。ガーディアンとしては失格だ。

「だったら、私が…………!!」

　千ち紗さがクリスの剣を抜いた。腰ほどの長さがある剣をふらふらになりながら持ちあげる。まともに戦えるはずがないが、武器はそれしか無かった。

「この辺りに素子はありませんからね……残念ながらこうするしかありません」

　超高度知性体のリスクは計り知れない。

〈バグ〉という不確定要素からどう進化し、どう狂うかさえも未知数なのだ。

　つまりこれからどうなろうとも、〈ガーディアン〉がすべきことは決まっているのだ。

　そして千ち紗さは〈ガーディアン〉としての正義を執行し──────




「────愚かなりッ！　それは蒙もう昧まいなる選択ッ！」

　虚無からの声。同時に「キィン！」と甲かん高だかい金属音。

　千ち紗さが手にしていた剣が消滅した。クリスは剣の軌跡を目で追う。近くの樹木に突き刺さっていた。魔法剣士は気配を感じていなかった。どこからか男の声が聞こえ、いつの間にか千ち紗さの剣が吹き飛ばされたのだ。それほどまでに敵は速かった。

「どこだ？」

　相変わらずリルカは惚ほうけたようにしてクリスを見つめている。千ち紗さはまだ状況を理解しきれていない。

「────君達ッ！　何度も言わせるな！　これは私の『果実』だッ！」

　鋭い声が聞こえたあと、高たか下げ駄たを履いた和装の男がゆらりと出現する。

　男の名は在あり原わらの業なり平ひら。平安時代の貴族と同じ名をもつ技術者だ。素手で千ち紗さの〈防壁〉を叩たたき壊こわし、遠と羽わの〈攻性プログラム〉をものともしなかった男だ。

「破はッ！」

　在あり原わらの業なり平ひらが虚空こくうに掌しよう打だを放った。ぼう、と周囲の空気が巻き込まれるような音。不可視の凶器が遠と羽わに直撃した。

　遠と羽わの体がくの字に折れ曲がる。体が宙に投げ飛ばされ、そして丘の斜面へと真っ逆さまに墜落する。

「遠と羽わさん!!」

　クリスは思わず肉体を加速させる魔術──ラ疾ボ駆ラのー乱ド神を省略詠えい唱しようした。

　しかし反射的に詠えい唱しようしたものの、クリスの〝魔導機構〟にマナは無く、大気にもマナは満ちていない。ここは、ガルフレイド大陸ではないのだ。

　故に魔術は発動せず、クリスは生身で疾走する。

「うおおおお────!!」

　クリスは必死に斜面を駆け下り、落下する遠と羽わを抱き止め、そのまま衝撃を受け流すように転がった。

　クリスは数秒の間に、遠と羽わの全身に触れる。骨折、内臓の損傷、呼吸、脈拍。全てを確認し──致命傷は無かった。

「遠と羽わさん、無事か」

「…………大丈夫。今のはかなり効いたけどね」

　遠と羽わが手をさしのべ、クリスの頰に触れる。クリスは遠と羽わの手を強く握る。

「駄目だ。今は動くな」

「これくらいだったら、医療用ナノマシンが勝手に治すから。何とか……」

　げほっと遠と羽わが咳せき込こむ。

「遠と羽わさん!?」

　遅れて千ち紗さが泣きそうな顔で下りて来る。

「だから大丈夫だってば。すぐ動けるようになるわ。それより──早く奴を」

　カラカラ、と頭上で下げ駄たの音がした。男は扇せん子すをぱっと開き、丘の上から三人を見下ろす。

　男の和装が強い風にはためいた。そして哄こう笑しようし、クリスを挑発する。

「二人は離れていろ。奴は……俺が殺す」




　クリスは二人に背を向け、丘を駆けあがった。男に白はく刃じんを向け、睨ねめ付つける。

「……貴様の目的を言え」

「用などひとつよ！　我が実験体を保護に来た。せっかくの果実が台無しになっては元も子も無いからなッ！」

「保護？　実験？　白しら々じらしい噓を」

　男が現われたタイミングからしても、一部始終を観察していたことは間違いない。そして、いよいよリルカが破壊されそうだというところを見計らって出現したのだろう。

「何をするつもりかは知らぬが、貴様の企たくらみはここで終わりだ。貴様はここで死ぬ」

「ハッハッハ──!!　君達にはまだまだ実験に付き合ってもらうぞッ！　君の情けない姿さえも実験デザインの範はん疇ちゆうなのだからな！」

「ほざけ……！」

　この街には本来、「殺していい」人間など一人としていない。人は全て法というルールに守られている。が、奴に関して言えば法など通用しない。実際、男は遠と羽わを殺すつもりでいた。前回遭遇したときも、今回も。

　故にクリスも殺すつもりで剣を構える。

　しかし男の攻撃はクリスに向けられなかった。

「────再起動リブートッ」

　男は狂気めいた奇声を発する。それがハッタリなのか別の意図があるのか、理解出来ない。

「何を言っている……」

「────再起動リブートッ」

　男が暴力を加えたのは、リルカだった。在あり原わらの業なり平ひらが成人男性の腕力でもって、リルカに拳を振りおろしたのだ。あまりにも痛々しい光景にクリスの胸が疼うずいた。

「────再起動リブートッ」

　男はリルカを蹴り飛ばし、無抵抗なリルカを地面に叩たたき付つける。豪雨のような暴力がリルカに降り注ぎ、リルカは魂が抜けた人形のように転げ回る。

「実にけなげだ！　たったひとつの素材だけで『心の原型』を作りあげたのだから。だが、そんなものでは心は心たりえない！　再起動リブート！」

　男はリルカを殴る。何度も、何度も殴る。

「やめろ……！」

　クリスは剣を振るう。完全な殺意を籠こめたひと振り。

　男は軟体動物のように体をぐにゃりと曲げ、紙一重で躱かわす。

「何をやめろってのかなー？　これは俺の所有物だぞー？　俺の実験のために作られたモノだぞー？　俺がネットワークにばらまいた数億の解放核、ＲＤＣ基端をコアとした素子と言語の塊だぞー？」

　男はころころと声色を変え、にたりと不気味に笑う。

「──再起動リブート！」

　そして殴おう打だ。男は何かをしようとしている。

「──超高度知性体は生まれ変わる。『精神のデータベース』を与える。超高度知性体に心を認識させるためには感情表現を重層的に与えていかなければならない──」

〈リルカ〉の体が震えた。

　体が震え続け、リルカの瞳に正気が宿った。

　だというのに、リルカの瞳は怯おびえていた。戸惑っていた。

　さらに男が天を仰あおぎ、恍こう惚こつとした表情で暴力を加える。

「──自己学習エンジンが起動する。機械が感情の特徴を識しる。データが繫つながる。ニューロンの階層結合────再起動リブート！」

　致命的な何かが起こっていた。

　目を覆いたくなるような暴力の雨の中、リルカは違う何かに変わろうとしている。それが何であるのかクリスには分からない。

「おにいちゃん。ああ。ああああ。おにいちゃん…………これが……心？　これが……自我？　これが……痛み？」

「そうともそうとも。生まれ変わった痛みを、心の軋きしみを──感じろ！　おつむが良いいだけの『リルカちゃん』じゃつまらんだろう？　さあ乱れろ。これが心だ。俺は素子が心で軋きしむ音を聞きたいんだ。どうだ？　データベースの接続は。何パーセント進んだ？　十パーセントか？　それで十パーセントか。良いいぞ良いいぞ。まだまだこれからだ──！」

　クリスの胸は痛む。助けてやらなければならない、と思う。痛みを感じないはずの〈バグ〉に、痛みがあるのではないかと錯覚する。

　そして心の奥深くにある重い引き金トリガーが引かれた。

　そうしてクリスは、ここにきてようやく敵が誰であるかを腹の底から理解した。

「貴様を……殺す!!」

「────再起動リブート!!」

　男がリルカをうち捨てる。同時に鋭い拳がクリスに迫る。拳の延長上に出現するのは──〈攻性プログラム〉だ。男の拳は打撃であると同時に、攻性プログラム──〈斥力レジスト〉でもある。直撃を受ければ、大ダメージは避けられない。

　しかし魔法剣士は、その攻撃を難無く見切る。

　遠と羽わが食らった時点で、その特性を既に見極めていたのだ。

　二発、三発と男の拳が撃ち出される。下げ駄たのリーチを生かした蹴りが飛んで来る。男の呼吸に乱れは無く、物理法則に反するような動きを見せる。

　が、クリスに言わせれば、それこそが特区の人間の甘さであり驕りだ。

「格闘術の心得があるとみたが……貴様のそれは偽物だ。その奇っ怪な靴のような上げ底で戦って何になる」

「そうかなそうかな～？　余裕があるようには見えないぞ!?」

　──愚かなり。

　精神と肉体をただ殺すために研ぎ澄ませてきたクリスの相手ではない。

　男が右の蹴りを繰り出す。

　脚もまた〈プログラム〉で強化されている。刃は通らないだろう。さらにまともに受ければ、プログラムで加速された脚に剣が力負けする可能性もある。

　──ならば。

　クリスはタイミングを合わせ、剣の背で蹴りを右から左に流す。

　狙いどおり、男の上体が崩れた。その隙を狙い、接近戦の間合いまで詰める。

　クリスは剣の柄つかを男の方に向ける。そして全体重を預ける勢いで柄で男を殴り付けた。意外な剣の使いかたに男の反応は遅れる。

「ガキッ！」と硬い音。男のこめかみから血が流れた。

「ぬう────！」

　男の顔が痛みと衝撃で歪ゆがんだ。予想どおりに反撃の拳が来る。

　しかし魔法剣士はその先を読んでいた。

　打ち出された掌しよう打だが伸びきる刹せつ那なを見極め、左腕を絡からみ付つけた。

　そして足払い。男の体勢が崩れる。

　剣を握る右手は空いている。男ののど笛を一突きするために、空けていたのだ。

　魔法剣士は剣術だけを知っている訳ではない。こと人型のモンスターとの戦いにおいては、格闘術もあわせた戦技が有効なのだ。

　──真の殺しあいの経験が無い特区の人間に、クリスが負けるはずが無い。

「死ね」

　クリスは一いち分ぶの迷いも無く剣を突き出した。

　どっ、と言う鈍にぶい感触。殺したかに思えたが──

「甘い甘い甘い！　見たか！　これが肉体とプログラムの融合よ！」

　完全な間合いで、完全な攻撃だった。

　理屈の上では、確実に仕留めていたはずなのだ。

　しかし、男は攻撃を塞いだ。

　──馬鹿な!?

「良いいぞ良いいぞ！　さすがは異世界の戦士、異次元の肉体を持つ男！」

　体勢を崩されて泳いでいた左手が、剣を防いだのだ。

　数瞬前まで左手はその位置には無かった。が、剣が到達する直前に左手が出現し、クリスの剣をガードしたのだ。

「どうだどうだ？　驚いたか？　何な故ぜ左腕がここに出て来たのかなー？　びっくりしただろう？」

「貴様……何をした」

　間違い無く、必殺の間合いだった。無傷であるはずが、ないのだ。

「安全装置セーフテイ。戦闘最適化プログラムが致命打に反応したのだッ！　俺の肉体は武器にして『システム』なのだッ！」

「なるほど……。貴様のお得意のプログラムは、攻撃だけでなく防御も出来る、と」

　つまり、違法に強化された身体能力強化プログラムフイジカルブースターが、男の肉体を自動的に守ったのだ。

「戦術も鍛たん錬れんも、何もかもをシステムやプログラムにお任せとはな……よかろう」

　クリスは幾千もの試練を乗り越えてきた魔法剣士だ。

　格闘家ですらないこの悪あく辣らつな男に、負ける訳にはいかないのだ。

「──良いいものをみせてやろう。龍水式制身術『暗あん礁しよう』」

　男の腕が消えた。

　体のどこかに衝撃が走った。攻撃の軌道さえも見えなかった。まるで「暗あん礁しよう」に乗りあげたかのように、突然の不意打ちがクリスを襲う。

「ぐはっ……！　な、何だ……!?」

　クリスは思わず男と距離を取る。しかし男が距離を詰める。

　プログラムの発動に先さきんじて、クリスは剣を繰り出す。

　しかし再び「暗あん礁しよう」が発動する。

　鈍どん器きで殴られるような痛みが全身に走る。意識が薄れそうになるところを、クリスは踏みとどまる。闇の魔術、不可視の腕、奇術。様々な単語がクリスの脳裏を過よぎる。しかし──そのどれにも該当しなかった。

「これが『世界一美しい武術』と『プログラム』の融合だ。何も不思議なことは無い！　何を驚く必要があるッ！」

　男が繰り出すのは〈プログラム〉によって加速された格闘術だった。

　通常であればこの男などクリスの敵ではないが〈プログラム〉は尋常ならざるレベルで男の身体を強化しているのだ。

「まだまだ行くぞッ！」

　男が甲かん高だかい声を出すと、地面から「機械仕掛けの衛兵」が出現した。特区の治安を維持するセキュリティボット「ＥＢ─００１」だ。

「なっ……何だと!?」

「愚問ッ！　ここは特区である！　お前の故郷ではないッ！」

「ＥＢ─００１」が五台、六台、と増殖する。

　虚空こくうに歪いびつな形の砲台が出現する。砲台はクリスへと照準を合わせ、光の矢──高出力のレーザーを射出する。

「くそ！」

　クリスは飛翔ひしようする機械を叩たたき壊こわし、ボットを両断する。

　しかし一体ずつは大した敵ではないが、この数は厄やつ介かいだった。さらに──

「こっちだぞー」

　男がふざけた口調で狂気じみた威力の拳を突き出してくる。ボットだけに気を取られている場合ではない。多勢に無勢だった。




　──と、遠と羽わと千ち紗さが丘の上に上がって来た。ちらりと遠と羽わを見る。とりあえず、大きなダメージは無いようだ。

　クリスは安あん堵どした。

「二人とも、離れていろ！」と言いたいところだったが、その余裕は無かった。

　今のクリスには力が必要だった。

　特区には魔術の源──マナは存在しない。それ故、今のクリスが自らの戦力を強化する方法は〈プログラム〉のみだ。

　この状況を覆くつがえすには、剣に特殊効果エンチヤントを付与するしか無い。

「遠と羽わさん……！　剣を強化してくれ！」

　しかしクリスの目もく論ろ見みは外れた。

「駄目よクリス！　さっきからやろうとしてるけど、素子が足りないのよ！」

「何だと!?　こいつは一体……？」

　クリスは混乱する。状況が飲み込めない。男の拳から発せられるものは、生身ではありえない力──プログラムだ。素子が再び大気に満ちたのかとクリスは思っていた。しかし遠と羽わは素子が足りないという。

「はっはっは──────ッ!!　甘い甘い！　特区の承認を得たものだけが『プログラム』と思ったか？　私にかかればこの程度の素子でも十分なのだ！」

　男がクリスの頭上に跳躍する。強力な蹴りが、空中から振りおろされる。

　反射的に剣を振りあげる。が、蹴りは信じがたい軌道で剣を避け、クリスの脇腹に直撃した。

「くっ……!!」

「堅けん牢ろうで美しいコードを構築すれば！　素ハ子ー制ド御ウ端エ末アのチューニングを最適化すれば！　少量の素子でも簡単にプログラムは起動するッ！　どうしたどうした？　魔法剣士の実力はこの程度か？」

　遠と羽わも千ち紗さもプログラムを使うことが出来ない。素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルは厳密に管理され、部活動ガーデイアンで使用するプログラムは委員会の承認を得たものしか使うことが出来ない。

　そして正式なプログラムは素子のロスが多く、素子が少ない状態では、プログラムを発動させることが出来ないのだ。一方、在あり原わらの業なり平ひらは自らが作成した違法な〈プログラム〉を自由自在に操ることが出来る。

　──圧倒的に状況は不利だった。

「愉快愉快愉快愉快！　リルカが目覚めるまで、せいぜい楽しませてくれ！」




　　　　　＊




『私は、悪いことをした』

　リルカは、クリス達がいる「現実」とは別の次元で思考する。

　思考、というよりは「心」で感じる。

　自分がこれまで行ってきた数々の行為の意味を、心で理解する。

『私は悪いことをした。おにいちゃんの心を覗のぞいた』

『そうだ』

『私は悪いことをした。おにいちゃんがいやがることをした』

『そうとも。お前は悪いことをした。お前に心が無かったから』

『私は悪いことをした。おにいちゃんのきもちが、わからなかった』

『そもそもお前は数億分の一の解放核だった。お前は廃棄物処理工場に捨てられたＲＤＣ基端に偶然侵入し、幸運にも気の利きいた知性体になっただけなのだから。心が欠落していたのは当然だ。──だが、今はどうだ』

『痛い。心が痛い』

『そうだ。それが痛みだ。痛みの概念だ。人間はいつだって痛い。だからこそ世界は美しい』

『せかいは、こころは、矛盾むじゆんしている。わたしは痛い。おにいちゃんにあやまりたい』

『それは許されない。一度傷ついた心は、二度ともどらない』

『そんなのいや……!!　おにいちゃん!!』

『駄目だ。おにいちゃんは、クリストフ・アークティカの心は取り返しがつかないほどに傷ついた。お前は、永遠に許されない』




　　　　　＊




「再起動リブート──────処理完了ッ!!」

　在あり原わらの業なり平ひらのひときわ大きな絶叫。そして空が軋きしむような音をたてて鳴き出した。黒い雲が周囲に立ちこめ、周囲の空気がひやりとする。見あげると、頭上が不吉な色に染まっていた。

「な……何だ、これは」

　大気中に拡散している素子が黒い雲となり、リルカの体に纏まとわり付つく。禍まが々まがしい色の黒雲は止めどなく増殖し、あっと言う間にリルカの姿を覆い尽くす。

　その黒い雲の向こう側、クリスにははっきりとリルカの声が聞こえた。

「おに、おに、いいいちゃん……。ああ、いやっ、いやっ……あああい……あああ…………」

「リルカ！　おい！　リルカ！」

　クリスが叫ぶ。もはやそれがルカなのかリルカなのかを問題にしている場合ではなかった。

　この状況はクリスの想像を超えている。雲が途切れるごとにリルカの白い肌が見え隠れする。黒と白の不気味なコントラスト。背中に怖おぞ気けが走る。何が起こるか分からないが、破滅的な何かが起ころうとしているのは確かだった。

「素子の生命体に──文字どおり魂を吹き込んだのだ！　さあ。さあ。さあ。ここからどうなる？　それは俺にも分からんッ！　だからこそ──世界は美しい！」

　黒い渦はどこまでも広がっていく。〈素子〉で形成されていたクリスの故郷が解体していく。

　クリスの記憶を再現していた「オブジェクト」が素子に分解され、蒸発していく。

　蒸発した素子は大気中に還かえり──そして、黒い雲となってリルカに降り注ぐ。

「良いい!!　良いい!!　良いい────ッ!!　心が……軋きしんでいるッ！　良いいぞ！　そうだ！　これが痛みだ！　これこそが痛みだ！　人格は感情は心はッ!!　システム自身にも制御が利かぬものだ!!　お前の心を制御出来るのは────私だけなのだ!!」

　この制御不能な状況こそが成功なのだと言わんばかりに、在あり原わらの業なり平ひらが高笑いをする。

〈素子〉で構築されたクリスの世界は霧消し、荒涼とした実験街区が露あらわになる

　では、その素子はどこに消えたのか。

　リルカを包む、黒い雲となったのだ。

「貴様、何を──」

　クリスが言おうとしたそのとき、黒い車が猛然と突進して来た。

　在あり原わらの業なり平ひらを不意打ちのように弾はじき飛とばし、切り裂くようなブレーキ音とともに急停止する。

　しかし〈プログラム〉を発動させていた在あり原わらの業なり平ひらは全くの無事で、甲かん高だかい声で運転手を威圧する。

「委員会の男風情ふぜいが何をするッ！」

　車を運転していたのは、委員会の男──揖い斐び川かわだった。

　揖い斐び川かわは在あり原わらの業なり平ひらを無視し、クリスに叫ぶ。

「間に合わなかったか……早く乗るんだ！」

　常に冷静な印象の委員会の男が、驚くほどに取り乱している。その事実が、彼の言葉に説得力を与えていた。

　揖い斐び川かわはクリスを乗せるや否いなやハンドルを切り、遠と羽わと千ち紗さの目の前に横付けする。

「二人とも、早く！」

「揖い斐び川かわさん？　状況を」

「話はあとだ！」

　車が急加速し、全身に重力がかかる。揖い斐び川かわが切せつ羽ぱ詰つまった声で言う。

「まずは逃げるぞ。話はそれからだ」

　クリスは後部座席から背後を見やる。

　巨大な〈素子〉の影が、クリス達に迫っていた。













　　　四章　大デ規ス模マ災ー害チ







　クリスの視界を不思議な景色が流れて行く。疾走する車窓からは立ち並ぶビル群が見える。所々に、教会だとか城じよう砦さいが見え隠れする。クリスの記憶データから再現された〝ガルフレイド大陸〟が、まだら状に街中に残る一方、〈素子〉で出来た都市が再生されつつあるのだ。

　実に奇妙な光景だった。

　四人を乗せた車は、その奇妙な光景の中を猛然と駆け抜ける。

　そしてぴったりと張り付くように車を追尾する化け物が一体。無数の手足を有機的に連動させながら地面を高速で這はう。本体は漆しつ黒こくの瘴しよう気きに覆われ、姿がほとんど見えない。「黒い素子の雲」から派生した〈バグ〉だった。

　その大きさは全長で二十メートルはゆうに超している。クリスにはバグではなく、本物のモンスターにさえ見えた。

「摑つかまれ！」

　揖い斐び川かわが叫ぶと同時に、強烈な重力が真横にかかる。

　車内は大荒れの海に浮かぶ小舟のように揺れる。クリスは車の天てん井じように頭をぶつけ、遠と羽わの胸に意図せずして顔を埋うずめる。それでも車は止まらない。

「ちょ……何すんのよ馬鹿！」

「す、すまない。悪気は無いんだ！」

「うっさい！」

　クリスは後部座席から後ろを確認する。車がさっきまで走っていた所に〈バグ〉の触手が伸びていた。地面がえぐり取られ、街区に埋設された配管が露出した。

「まるで魔獣や悪霊の化身……あるいは〝黒き呪じゆ詛そ〟のようだ」

　それは〈バグ〉というにはあまりにもおぞましい「現象」だった。生き物のようでもあり、邪神のようでもあり、あらゆる命を理不尽に飲み込んでいく「災さい厄やく」のようでもある。

「なかなか言い得て妙だ。ある意味では正解だよ────。あのバグには、人類の呪じゆ詛そが凝縮されているのかも知れない」

　青ざめた顔の揖い斐び川かわが、喩たとえ話とも説明ともつかぬ口調で後部座席のクリスに応える。

「人類の呪じゆ詛そ…………あれはバグでは？」

　と、助手席の千ち紗さが訝いぶかしげ表情で問いかける。

　車を追いかけているのは──原因は不明だが──素子の肉体を持つバグだ。呪じゆ詛そ、などという、魔法剣士が使うような単語で言い表せるものではない。

「もちろん、バグだ。素子とデータが生み出したこの世界の異物だ。が、そのデータが問題なのだ」

「……揖い斐び川かわさん、それは何なのだ？」

　揖い斐び川かわは相変わらず神経質に背後を確認しながら、ハンドルを操作する。

　化け物はまだ砂すな埃ぼこりを巻きあげ、アスファルトを粉砕し、街区に常備されていたセキュリティボットを吹き飛ばしながら追いかけて来る。

「先に超高度知性体の話をしよう。……追いかけて来るあのバグは、全くもって問題の本質ではない」

「……リルカだな」

「そうだ。今さら隠すこともあるまい。あれは、ある研究機関が開発した素子の生命体だ」

　遠と羽わの目の色が変わる。声のトーンを落とし、うんざりしたような口調になる。

「千ち紗さの話、やっぱり本当だったんですね。特区はバグを潰つぶすのに必死になっているのに……」

　特区の安あん寧ねいと秩序を守る〈ガーディアン〉としては、聞き捨てならない話だった。十年近く前、ある戦場で〈超高度知性体〉が出現し、一晩で都市を壊滅させた。

　それ以来〈プログラム〉や〈バグ〉の厳重管理が義務づけられ、素子とプログラムによる知性体の開発は国際的に禁止されている。だからこそ特区では〈バグ〉という存在は忌いみ嫌きらわれ、遠と羽わは〈ガーディアン〉として活動しているのだ。

「〈素子〉を制御する〈プログラム〉の開発は、未いまだ発展途上にある。あらゆる国や企業、研究機関が争うようにして開発を進めている。まだまだ伸びしろのある分野だ。……逆に言うと、開発が追い付いていないのだ」

　それだけ〈素子〉の汎はん用よう性せいは高く、同時に解明すべき課題が山ほどあるのだ。素子とプログラムという領域には、無限の可能性が秘められている。

「魔術とも似ているな。〝マナ〟の錬成や加工、それを制御する魔術の体系は、未いまだ全てが解明されているわけではない」

「本質的に素子とマナは同じ物だ。共通する部分はあるのだろう。……ではクリス君に問おう。人間の時間も資源も限りがある。その中でより多くの新しい〈プログラム〉や、新しい物質を生成するためにはどうすればいい？」

　クリスはガルフレイド大陸での暮らしを思い出す。

　彼かの地でも魔術は未いまだ発展途上であり、全てが明らかになってはいない。それを探究するのが賢者や魔術師、錬金術師なのだ。

　──となれば、単純に考えれば賢者や魔術師を増やし、そのための施設を補強すれば魔術やマナの研究も進むだろう。

「プログラムを開発する人間を増やす」

「順当に考えればそうだろう。だが、それでも人間の出来ることに限界はある。……あるいはそこに辿たどりつくのに、百年や二百年の『基礎研究』の積みあげを要することもある。人類は、そうやってゆっくりと発達してきた」

　揖い斐び川かわは言葉を句切り、三人に嚙かみ砕くだくようにして伝える。

「だが、我々人間が、人間を超える圧倒的な知性をもつ存在を生み出したならば、どうだ？　あるいはそのような存在を道具として使うことが出来たら、この国は技術の上で未来──百年先、二百年先に行けるのではないか？　それがあの超高度知性体──リルカだとしたら」

「まさか……。そんな研究があって良いいはずが…………」

　遠と羽わはそこから先の言葉が出ない。人間の知性を超える存在を人間が生み出す。危険きわまりない行為だ。何より、絶対に禁止されている行為だ。あまりにも堂々と真っ正面から特区のルールを破る発言に、遠と羽わは言葉に詰まっている。

「愛あい川かわ先生にも同じことを言われたよ。これは禁きん忌きの研究だ。制御出来るかも定かでないような超高度知性体を開発するなど……」

　千ち紗さはあくまで冷静な口調で揖い斐び川かわに反論する。

「そもそも超高度知性体は、バグがたまたまデータと知能を獲得してしまった存在です。制御しようとする方が、間違っています。あれは、人間の代わりにモノを考えてくれるような存在ではないですよ？」

「しかし国は、そうは考えていなかった。大デ規ス模マ災ー害チという災さい厄やくのリスクを踏まえてなお、超高度知性体を開発しようとしている」

「それで『委員会』は超高度知性体の処分を保留にしていた、と。……でも今の超高度知性体は、ただ錯乱しているようですが？」

「そのとおりだ。実験は失敗している。──当初、計画は順調だった。特区のネットワークに数億の『バグの原因』をばらまき、あの超高度知性体を生み出すことに成功した。しかしそこから先が問題だった。超高度知性体は心を求め、そしてあの男は、それに応えるように『病んだ精神』のデータベースを与えた」

「医療用データベースのことか……？」

　クリスがぽつりと呟く。

　ここ特区の短い生活の中で、クリスは多少の知識は仕入れていた。特区の住民は、体内に医療用のナノマシンを注入されている。住民の健康を監視するボットは、常に体内をスキャンし、データをサーバーに送信し続けているのだ。

「そういうことだ。それもただのデータベースではない。特区の住民の病んだ精神のデータベースだ。通常、医療用ナノマシンが精神にまで介入してくることは無いが、特定の『病んだ』患者だけは別だ」

　病んだ患者には特殊なナノマシンが投与され、「精神状況」がスキャンされる。データ化された精神はタグ付けされ、分類され、データとして管理される。在あり原わらの業なり平ひらはそのデータをリルカに与えたのだ。

「超高度知性体には今──暗き心が宿っている」

　と、揖い斐び川かわが結論を告げる。そして、いつかのリルカとの会話がクリスの脳裏を過よぎった。




　──私はあなたを動かす『心』を知りたい

　──俺にとって心は、痛みであり、苦しみであり、悲しみだ




　皮肉なことに、リルカにはクリスの言葉を忠実になぞるような、痛く苦しく悲しい心が宿っている。歪いびつで機能不全を起こし、痛みを感じる心データだ。

「摑まれ!!」

　揖い斐び川かわが急ハンドルを切り、回り込むようにしてコーナーを曲がる。

　小回りが利かない化け物が勢い余って横転した。その隙を突いて車が加速する。

「そして超高度知性体に与えられた『暗き心のデータ』の残ざん渣さがバグとなり、我々を追いかけ回しているという訳だ…………。命がいくつあっても足らんな」

　揖い斐び川かわは額に汗を浮かべながら、鋭い目つきでバックミラーを確認する。

　どうにか最悪の状況は脱し、化物めいたバグの姿が徐々に小さくなっていく。

　揖い斐び川かわはそれでもアクセルは緩めなかったが、車中は一時の安あん堵どに包まれた。

　そのタイミングで千ち紗さが揖い斐び川かわに問いかける。

「つまりリルカが狂ったのも『心のデータベース』が原因で、あの化け物もまた『心のデータベース』から派生した、と？」

「そのとおり。言うなれば、医療用データベースの『暗き心』がシステムを致命的に狂わせたのだろう。超高度知性体リルカにとって、心というシステムそのものが毒、という訳だ」

　状況を整理すれば、それは単純な話だった。

　全ての事象はひとつのキーワードに収束する。心だ。

　ある意味で解決策は簡単で──やはり千ち紗さは簡単に答えに辿たどりつく。

「なら、そのデータを削除すれば解決するのでは……？」

「さすがは百目鬼どうめきさんだな……。まさに今その話をするつもりだった。そのデータを削除する『プログラム』の準備は出来ている。成功すれば、とりあえずリルカは元の状態に戻るだろう。もっとも、我々が生きて帰れればの話だが…………」




　再び車が上下左右に激しく揺さぶられる。会話が寸断され、車内に再び混こん沌とんが訪れる。化け物が建物の上から降って来たのだ。揖い斐び川かわは反射的にハンドルを切る。横転しそうな角度まで車体が浮かびあがったが、どうにか持ちこたえた。

「ちょっとクリスまた私の胸触っ…………うわわわわ……!!　来てる来てる来てる来てる!!」

　遠と羽わがクリスの耳元で声を上げる。グロテスクな化け物と遠と羽わが車窓を隔てて向かいあっているのだ。遠と羽わは無意識にクリスの首を絞める。クリスは死ぬかと思う。

「揖い斐び川かわさん、あと、どれくら……イヤーッ！」

　助手席に座る千ち紗さも会話がままならない。

「やむを得まい。揖い斐び川かわさん。俺が足止めする。車を止めてくれ」

「馬鹿を言うな！　それは駄目だ。第一、今車を止めたら全員道連れだ！　このまま逃げきるぞ！」

「しかし……！　このままでは…………！　逃げきれるかどうかも怪しいぞ」

　クリスはもう一度、追いかけて来る化け物を正視する。

　どす黒い巨体の下には十数本の手足が生えている。化け物が大量の手足を蠢うごめかせながら前進して来ている。

　目を凝らせども本体の姿は見えない。黒い瘴しよう気きがもやのように立ちこめているのだ。しかしそのもやの奥、無数の目が病的なまでに赤く輝いていた。

　禍まが々まがしく輝く瞳は、クリスを求めているようにも思えた。

「くっ……！　危険だが…………!!」

　揖い斐び川かわは片手でハンドルを支えながら、ダッシュボードからいくつかの端末デバイスを引きずり出した。

　そして揖い斐び川かわは後部座席にその端末を放った。

　クリスが端末をキャッチする。それは掌てのひらに収まるほどの、小さな機械だった。

「これは何だ？」

「それを藍あい空そらさんに。彼女にしか使えないはずだ」

　クリスはその機械を遠と羽わに渡す。

「私も見たこと無い。これは一体……？」

「『素子』をチャージしてある。藍あい空そらさんの素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルに接続すれば、攻性プログラムを出力出来るはずだ」

「こ、こんなので？　そんな話、聞いたことが無いですよ。素子は大気中に無ければ……」

　遠と羽わは首をかしげた。〈プログラム〉は、大気中に満ちた〈素子〉を使って発動させる。素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルは、素子をチャージして使うものではないのだ。

「『リチャージャー』だ。素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルに接続し、素子を供給するデバイスだ。業者からもらった試作品で、一般にはまだ出回っていない。テストは済ませたらしいが…………試作品だけあって、５パーセントの確率で爆発する」

「……!!　また危ない奴を……」

「こんな物を学生に使わせるだけでも始末書だが、やむを得まい。それからもうひとつ。〈プログラム〉の権限を上げよう」

　と、揖い斐び川かわが言った瞬間、遠と羽わは目を見開いた。

　遠と羽わの「網膜ディスプレイ」に表示されるプログラムの権限の数値が、跳ねあがったのだ。

「うそ……!?　うわっ、今一瞬でプログラムのレベルが上がったんだけど。しかもこれ……」

「『委員会』のメンバーは、単独でそれぞれの端末に権限を付与することが出来る。レベル７だ」

　部活動ガーデイアンで使えるプログラムと言えば、せいぜいレベル３か４が良いいところだ。〈攻性プログラム〉でのレベル７となると、その火力は戦争でも使えるほどだ。

「……あらかじめ言っておくが、これは超法規的措置だ。……いや、組織など知ったことではない。あのバグを始末しないことには、な」

　揖い斐び川かわの指示を受け、遠と羽わが「リチャージャー」を操作する。カチューシャ型の素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルと細いワイヤーで接続した。

「オーケー、プログラムは使えそう。これで奴を狙撃すればいいのね？　何かもう、車酔いがヤバイわ。気持悪い……」

　車は轟ごう然ぜんと街区を疾走する。メーターは時速１４０キロを示していた。

　クリスの体感では、早馬の速度の三、四倍はある。もちろん「ガルフレイド大陸」ではこれほどの速度の乗り物は無い。

　──ヘタをすれば、全員が死ぬかも知れんな。

　そのことを思うと、クリスは背中が冷たくなる。

　揖い斐び川かわがハンドル操作を誤っても死ぬし、化け物が気まぐれに伸ばした触手が当たっても死ぬかも知れない。

　ここまで逃げきれたことが奇跡のようだ。

「くそ……俺に力があれば」

「仕方無いって、あんたは剣士でしょうが。飛び道具なら私に任せなさいよ」

　揖い斐び川かわが運転席のパネルを操作する。

　車の天井が開放され、特区の生なま温ぬるく乾いた風が吹き込んで来る。時速１４０キロの暴風は、会話もままならないほどだ。

　遠と羽わは座席から立ちあがり、天井から頭を出す。

「直進性からすれば、迅雷アロウズが最適かも………………ああっ！」

　車が地面の凹おう凸とつで激しく上下し、遠と羽わが車から投げ出されそうになる。クリスが反射的に遠と羽わを摑つかみ、強引に中に引きずり込んだ。

「あ、ありがと。マジで死ぬかと思ったわ……」

「…………俺が遠と羽わさんを固定しよう。戦えないなら、これくらいのことはやらせてくれ」

「了解、頼んだ。がっちり押さえてて！」

　再び遠と羽わが座席から立ちあがる。進行方向に背中を向け、プログラムを発動させる。

　クリスもまたシートから体を反転し、遠と羽わと同じ方向を向く。ちょうど、遠と羽わを後ろから抱え込むような状態だ。

「ちょ……！　クリス、どこ触ってるのよ！」

「どこと言われても…………はっ!!」

　ここにきてクリスは初めて気づいた。

　目の前に遠と羽わの尻とふとももがあった。

　非常時に気にしている場合ではないのだが、遠と羽わを固定するためにはどうしてもこの体勢でなければならない。

「クリス！　そこは駄目よ……はずかし…………ああ……っ」

　しかし不可避の体勢だ。クリスはどう足あ搔がいても、遠と羽わのふとももと尻に密着しなければならない。そうでなければ「砲身」が安定しないのだから。

　遠と羽わの体温と柔らかさ、そしてその香りに、クリスの意識が薄れていく。

　──こんな卑猥ひわいな砲台があっていいはずが無い！

　クリスは内心で叫ぶ。

　しかし声に出したら最後、レベル７の攻性プログラムはクリスの肉体を貫くだろう。

「と、遠と羽わさん……!!　これはやむを得ないのだ……!!」

　クリスは真面目くさった口調で弁明する。しかし顔が尻に埋まっており、

「うっさい！　黙っててよ！」

「クリス君！　何だかとっても羨うらやましいです！　私も遠と羽わさんのふともも欲しいです！」

「じょ、冗談ではないぞ！　死ぬほど危険な状況で何を言っている！」

「死ぬですって!?　私だって好きでこんなこと……」

　クリスは遠と羽わの制服のスカートが短いことを、今日ほど恨めしく思ったことは無い。あまりの刺激に、このままでは色々な意味で天国に召されそうだ。

「揺れるぞ！」

　見計らったかのように揖い斐び川かわがハンドルを切る。

　遠と羽わの尻が、ふとももが近い。クリスはもう駄目だと思った。

「限界だ…………早く…………」

　クリスが力尽きる寸前、遠と羽わの〈プログラム〉が発動した。


『エネミーパターン設定完了／素子供給リンク完了／攻性プログラム発動：迅雷アロウズ』



　轟ごう、という爆音。〈迅雷アロウズ〉は大出力のレーザー光のように、周囲の空気を焦がしながらバグに命中した。

　クリスの全身が痺しびれる。それは遠と羽わのふともも──ではなくレベル７の〈迅雷アロウズ〉の余波だった。

「すごい威力ね……！」

　無邪気な子どものように遠と羽わが声を上げる。

　周囲はまるで水蒸気爆発が起こったかのように、白い煙が立ちこめる。

「ふう…………。さて、次はプログラムの準備だ」

　揖い斐び川かわが深いため息をついた。アクセルを緩め、徐々に減速する。

　クリスは振り返り、来た方角に目を凝らした。素子の黒雲は相変わらず街区の中心に立ちこめていた。雲の中心には、リルカがいるのだ。

　素子とプログラムの知性体は、人格を手に入れ、心を識しってしまったのだ。

　クリスの妹ルカという、人格を────。




　　　　　＊




　リルカは狂う。

　人格の雛形フレームとしての妹が、リルカを浸食していた。医療用データベースから手に入れた「心」も相まって、リルカいもうとの中に心というシステムが根を張っていた。

　──だからリルカは泣いていた。

　いつの間にか「おにいちゃん」の姿は見えなくなり、暗闇の中一人佇たたずんでいた。そしてリルカいもうとはクリスを求める。

『おにいちゃん……どこにいるの？』

　そのか細い声をクリスが聞いたとしたら、思わずリルカいもうとを抱き締めていたかも知れない。ある意味では、それは妹そのものなのだ。

　──俺を元の世界に戻せ。

　かつてクリスはそう怒っていた。

　そのときは、何な故ぜクリスが元の世界に戻らなければいけないのか分からなかった。だが「心」を手にした今なら、痛いほどに分かる。

『わたしは、どうしてこんなことをしてしまったのだろう』

　──俺を元の世界に戻せ。何度でも言ってやる。

『私は、おにいちゃんに、ひどいことをした』

　クリスの声がリルカの中で何度も繰り返される。

　故にリルカの心は、罪を認識する。

　故にリルカの心は、痛みを感じる。




　　　　　＊




　実験街区の向こう側はいつもと変わらない様子だった。

　途切れることが無い街並に怪しげな路地裏、目眩めまいがするような高いビル。特区では〈素子〉と〈プログラム〉の開発が今も行われている。そしてクリスには、特区がいつもどおりの営みを続けていることが、逆に不気味だった。

「あれだけの事件があったのに……どうなっているのだ？」

「29実験街区は、『特区』の四分の一ほどの面積がある。それだけ広大な実験エリアともなれば目撃者もほとんどいない。

　……つまり単純に、まだ騒ぎになっていないということだ。もっとも、街区には監視用のドローンもあれば、企業が実証実験に使っている機材も山ほどある。いずれは問題になるだろう。ただしよくあるバグの事案としてだ」

「重要な情報は秘匿ひとくされる、と…………。そこは我が祖国と同じという訳か」

　とクリスは啞然あぜんとし、千ち紗さも同調する。

「だとしても……。とても誤魔化せるレベルではないでしょう」

「我々が見た異世界の風景も、突き詰めれば素子とデータが生み出したオブジェクトだ。システムに何らかの不具合があった、などと委員会は説明するだろう」

〈リルカ〉は破滅的な危険因子であると同時に、国にとっては有用な存在だ。

　つまりはどうあっても「破壊すべき超高度知性体」として認めたくないのだ。

「そうはいっても、一般市民が見ていたら？　セキュリティ用のカメラなんてどこにでも配置されている訳で……」

「金と権力でカバー出来る部分はカバーする。重要なポイントにいる人や組織が白を黒と嘯うそぶけばまずは安あん泰たいだ…………と国は見込んでいる訳だ。中には私のように、超高度知性体を処分すべきだという変わり者もいるがね」

　委員会はリルカが破壊されるのを避けようとしている。

　一方で揖い斐び川かわは、リルカを破壊しようとしている。

　それにしても皮肉だ、とクリスは思う。ここに来てクリスと委員会の思惑は一致しているのだから。

　揖い斐び川かわが運転する車は、高校の近くまで辿たどりつきつつあった。29実験街区からの長い長い道のりが終わろうとしていた。

　クリスが改めて揖い斐び川かわに問いかける。

　──リルカのデータを削除することの意味を。

「揖い斐び川かわさん……リルカは、殺されなければならないのか？」

「国は大デ規ス模マ災ー害チが発生したとしても、被害は29実験街区の中に留とどめる想定でいる。……だが最悪の場合、状況はあんな化け物程度で済まないだろう。あの超高度知性体は、必ず消さなくてはならない存在だ。今から藍あい空そらさんに『補助プログラム』のデータを渡す。超高度知性体を削除するためのプログラムだ」

「クリスの剣に属性付与エンチヤントを？」

「ああ。超高度知性体を消すことが出来るのは……クリス君だけだ」

　二人が身につけている素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルは〈プログラム〉によって繫つながっている。遠と羽わがプログラムを行使するとクリスの手に剣が出現し、さらには剣を補助プログラムで強化することも出来る。

　揖い斐び川かわが遠と羽わの端末に〈プログラム〉のデータを送信した。

「……これは攻性プログラム──振動刃ブレードでは？」

「厳密には振動刃ブレードの原理を応用した補助プログラムだ。名前はまだ無いが、プログラムはバグのコアであるＲＤＣ基端に直接干渉する。恐らくは触れるだけでほぼ全てのデータを削除出来るだろう」

　遠と羽わはため息を漏らす。リルカを削除する意味を考えているのか、しばし沈黙し、数秒の間、足元をじっと見つめる。

「ただの剣で基端を叩たたき壊こわすよりも、ずっと簡単で話が早いってことね……でも、それじゃあリルカは…………」

「遠と羽わさん。あれはただの超高度知性体です」

　遠と羽わの感情に気づいた千ち紗さが諫いさめる。それはガーディアンにあるまじき感情なのだ。

「だが……何な故ぜ俺がやらなければならないのだ？」

「もちろんプログラム自体は誰にでも使える。だが『今の状態の』バグを相手にするとなると話は別だ。分かるだろう？」

「今のリルカか。……ああ、そうだろうな」

　クリスは揖い斐び川かわの発言を理解する。リルカは、妹ルカの人格を仮想的に搭載し、クリスという存在を慕したっている。

　心がシステムを浸食しているが故に、リルカはクリスに〈攻性プログラム〉を使おうとはしない。何な故ぜなら今のリルカは、妹ルカそのものなのだから。

　──殺すのは簡単なはずだ。

「クリス一人にリルカを殺させると？」

「それができるのは、彼だけだ。しかし私はレベル７以上の『プログラム』を行使する権限がある。最悪の場合、私は動くしかない……」

　クリスの肌がピリピリと反応する。揖い斐び川かわは本気だ。本気でリルカを危険視し、殺そうとしている。そのために、己の命さえ擲なげうとうとしている。

「揖い斐び川かわさんは、それほどまでにリルカを危険だと考えている訳か……」

　……だが。

　クリスの中で様々な感情がわきあがる。

　リルカの縋すがるような瞳を思い出す。

　泣き出しそうな表情を思い出す。

「おにいちゃん」と呼ぶ声を思い出す。

　リルカは〈素子〉と〈プログラム〉で駆動する何かだ。

　リルカは心を、感情を手にしている。それが「本当の心」かどうかは定かではない。ただ、クリスにはそう思えるのだ。

　静かな声でクリスが問いかける。

「…………揖い斐び川かわさん。リルカは、邪悪だろうか？」

「超高度知性体に意思は無い。悪意も無い。ただ歪ゆがんだ心というデータを取り込み、破滅に向かっている。それだけだ」

「ならば、何な故ぜ殺さなければならない」

「危険だからだ」

　理性の上ではクリスも同じ意見だ。遡さかのぼればリルカはクリスを特区に転送し、デスゴーレムという化物までも呼び出した。「病んだ心」というデータから禍まが々まがしい姿の〈バグ〉を出現させた……。

　では、リルカは悪意をもってこの街に災さい厄やくをもたらすだろうか？

　答えは、否いなだ。

「……最初俺は、俺の過去をみせるリルカを憎いとさえ思った。俺の心を覗のぞき、心を狂わせる悪魔だとさえ思った…………。だが、違ったのだ」

　リルカはただ純粋に心データを求めていた。クリスの記憶を知り、妹の心の原型アーキタイプを手に入れてしまった。ただそれだけなのだ。むしろ敢あえて言うならば、真に憎むべきはリルカに心を与えたあの男だ。

「揖い斐び川かわさん。俺は魔法剣士だ。バグやモンスターならばいくらでも斬ろう。だが、邪悪でない魂を斬ることは出来ない。…………敢あえて言おう。リルカは、俺の妹だ！」

「クリス！　そんなの駄目よ！　あれはバグ。偽物よ。あんたも分かってるでしょう」

　しかし遠と羽わの口調も弱い。いつもであればクリスを怒鳴り付け、無理矢理にでもバグを始末させていただろう。あるいはクリスが出来ないのであれば、遠と羽わ自身が戦っていた。

「分かっている。だが……」

　弧月リルカは紛まがい物ものの暗き心を手に入れ、クリスを兄と認識する。それは偽物であり、決して円ル月カたりえない。

　しかし。

　仮にそうだとしても、クリスがリルカを殺せるはずが無いのだ。




　　　　　＊




「ずず……」と遠と羽わはラテをすする。長い時間もの思いにふけっていたせいで、ずいぶんと温ぬるくなっていた。

　そこは少し前に千ち紗さとクリスが「デート」をした、胃もたれするメニューが多いことで有名なカフェだった。

　──平和なものね。

　遠と羽わは意味も無く、道行くカップルに心の中で毒づいた。

　実験街区に「ガルフレイド大陸」が出現したこともニュースにならず、〈超高度知性体〉という危険因子を委員会は見逃している。揖い斐び川かわが言った通り、街はいつもどおり回っている。

　──この平和が、明日も明後日あさつても続けばいいわね。

　リルカは姿を消し、大きな事件もあれ以来起こっていない。

　表面的には、事態は終息していた。

　しかし遠と羽わにははっきりと分かっていた。委員会の男──揖い斐び川かわの話が正しいとすれば、事態は今も水面下で動いているのだ。

　人類が思いもつかないような〈プログラム〉をリルカが生み出しているかも知れないし、あの頭のおかしいエンジニアが、色々な「検証」をしているかも知れない。

　──もしかしたら、何か最悪なことが起こるかも知れない。

「クリス君、ロリに目覚めたのかと思いましたよ」

　突然後ろから声をかけられた驚きと、その突とつ拍ぴよう子しも無い内容も相まって、遠と羽わはラテを霧状に噴き出した。

「……いきなり何!?　ってか、いつからいたのよ！」

「いえいえ。美少女の匂いを辿たどっていたら、遠と羽わさんがいただけですよ？　ところでクリス君みたいに、遠と羽わさんのお尻に顔を埋うずめたいのですが、許可をいただけますか？」

　千ち紗さのメガネがきらりと光る。

　二割は冗談だが、残りの八割は本気だろう。

「却下よ！　何で女子にセクハラされなきゃなんないの」

「私の心は中二男子ですから！」

「そんなの初耳だし、中二男子だったら余計お尻触らせたくないし…………。で、何の用？」

「『どか雪白玉ぜんざい爆盛パフェ』を食べに。このお店の新作です！」

「太るわよ」

「問題ありません！　全部、頭脳労働で消費されますから」

「噓うそ。千ち紗さ、最近太ったんじゃない？　お腹なかチェックするわ」

「やっ、やめてください……！　セクハラで訴えますよ!?」

「中二男子に言われたくないっての！」

　と、二人が話している間に「どか雪白玉ぜんざい爆盛パフェ」が着丼する。

　この店で最もカロリーが高いメニューのようだ。

「うえ……。見てるだけで胃もたれしそう。千ち紗さ、よくこんなの食べられるわね」

「まあまあ。遠と羽わさんも話しながら食べましょうよ♪　…………きっと、色々と思うことがあるんでしょうから」

　千ち紗さはうふふ、と意味ありげに笑って小皿にカロリーの塊を盛り付ける。

「ああ、千ち紗さには隠せないわね……」

「遠と羽わさんは、分かりやすすぎるんですよ？　好き好きビーム出まくりというか」

　しかし魔法剣士に気づいている様子は無いようだ。

　遠と羽わは温ぬるくなったラテをぐびりと飲み干し、皿に盛られた糖分の塊を口に放り込んだ。

「……あいつ、ほんとリルカにデレデレでむかつく……この白玉パフェよりも甘甘じゃない」

「遠と羽わさんいきなり攻めますねー。女子ですねー」

「何か、リルカに心奪われてるっていうか？　ただのバグなのに」

　遠と羽わは怒りを混ぜて、冗談めかして言う。でもそれはただの「ポーズ」だ。遠と羽わの奥深くにある意味不明な感情を覆うための壁だ。壁の向こう側には、きっと千ち紗さにさえ見せてはいけない混こん沌とんとした状態が広がっている。千ち紗さはたぶんそのことに気づいていて、だから壁の外をなぞるような会話をする。

「遠と羽わさん遠と羽わさん。クリス君のリルカへの想おもいは、ラブはラブでも違うラブですよ？」

「分かってるわ。……だけど」

　遠と羽わは嫉しつ妬としている。

　クリスの心の真ん中にはリルカいもうとがいる。

　クリスは過去を悔いている。だからクリスは、リルカに過去の幻想を見ている。

「『魔法剣士はいつだって冷静沈着でなければならない！』とか言う割に、あいつてんで駄目よね。リルカのことになると……」

「遠と羽わさん、リルカはただのバグです」

「分かってるわ。何よ今さら……」

「リルカの中で動いているものはただのデータです。感情だとか人間性みたいなものを、データ的に搭載しているだけです。『悲しいという気持ち』があることを、大量のデータを取り込むことで学習しただけです。私達は、リルカのその動作に人間性を見てしまうだけです」

「分かってる。でも私達だって、お互い相手に心とか人格みたいなのがあると思ってるじゃない。本当は、心なんて見たことも、触ったこともないのにね。同じことよ。お互いにあると思ってれば、通じてるのよ……たぶん」

　千ち紗さは頷うなずき、沈黙で答える。検証しようが無い「認識の問題」についての議論に意味は無いのだ。

　遠と羽わには超高度知性体──リルカの心がどんな風に動いているのかは想像がつかない。

　だとしてもきっとリルカは痛みを感じる心と人格をもってしまったのだと想う。

　それが紛まがい物ものの心だとしても、シミュレーションとしての人格だとしても、リルカはリルカでクリスのことを慕したっている。

　だからますます遠と羽わは分からなくなる。

「リルカもリルカで特区に災さい厄やくをもたらすだとか超高度知性体だとかいう割に……何であんなに可愛かわいいのよ。ほんとむかつくのよ！　クリスの心、全部知ってるみたいな顔して。クリスの心に入り込んで、殺せる訳無いじゃない。それに卑怯ひきようなのよ。あんな風にクリスの過去をみせるなんて……」

　そんなつもりは無かったのに遠と羽わは言葉に詰まる。

「…………で、私ってクリスに何もしてあげられないし、クリスの過去をどうすることも出来ないのよね。…………それが死ぬほど悔しくて、辛い」

　──あのときは、どうにか誤魔化せたと思う。

　でも、本当は遠と羽わは泣き出したかった。

　モンスターが気持ち悪かった。深い森はクリスが言うとおり「邪悪な気配」がした。あいつが言っていたことは、全然オーバーじゃなかったのだ。素子とプログラムのシミュレートだとしても、そこに息づく獣や魔物の息づかいはリアルだった。

　燃えさかる村と、たくさんの死体を見た。

　クリスが全てを失ったときの光景を、遠と羽わは見てしまった。

　話には聞いていたけど、実際に見るとそれは余りにもリアルで、クリスの悲しみが伝わってくるようだった。

　だからクリスがリルカの中に妹を見て、リルカを殺せないのも分かる。

　──あいつはそれだけ辛い思いをしてきたんだ。

　いつしか遠と羽わの頰に涙が流れていた。

　千ち紗さはその涙に気づかないふりをしていた。

　かわりに、じっと遠と羽わを見つめ、遠と羽わの泣き言に耳をかたむける。

「……何だか急に思い出しちゃって。あいつにも帰る故郷っていうか、帰らなきゃいけない場所があるのよね。で、いつかあいつは帰らなければいけない……。話まとまんないけど、何か悲しくなっちゃった……」

　そこがどれほどグロテスクで残酷な世界だとしても、家族がいなくとも。

　荒廃した大地で、いつ終わるとも知れない戦いをすることになっても。

　そこがクリスの生きる場所なのだ。

　遠と羽わがひとしきり語り終える。結局色々な感情をはき出して、どこにも辿たどりつかない会話をして、何の結論も出ないまま終わった。結局、リルカをどうすべきか遠と羽わには分からないし、クリスに何て言えばいいのかも分からない。




「遠と羽わさん。きっと大丈夫ですよ」

　ひとしきり語り終えると、千ち紗さは穏やかな声でなだめる。

　カフェの中だというのに、人目も気にせず泣いてしまった。何をしてるんだろう、と遠と羽わは自分が情けなくなる。

「何が大丈夫なのよ…………。全然駄目よ、私なんて。ぜんぜん役に立たないし」

「いえいえ遠と羽わさん。私リサーチによれば、へこんでる男子の８割はぱんつ見せれば立ち直りますし。性的な意味でも」

「下ネタかよ！　って……千ち紗さ。人が泣いてるのにつっこませないでよ…………」

　こんなに悲しいときにでさえ、遠と羽わは反射的にツッコミを入れてしまう。

　そのことが余計に遠と羽わを悲しくさせる。笑いながら涙がぼろぼろとこぼれる。

「いえいえ遠と羽わさん。それが遠と羽わさんの本性なんですよ！　だから遠と羽わさんは一点突破、クリス君を立ち直らせるにも、そのパターンで押すしか無いのです！」

　そう言うと、千ち紗さは「私はまるで人間火力発電所」などと意味不明な発言をし、猛然と白玉パフェをじゅぼぼぼ！　と食べ始める。

「遠と羽わさんの話聞いてたら溶けちゃいました。ささ、遠と羽わさんも食べましょう。悲しいときこそ甘い物ですよ！」

「あんたねえ…………。そんな気分じゃないって」

「いえいえ。遠と羽わさんに元気が無いと、クリス君も私も駄目になっちゃいます。ほらほらー」

　しかしパフェは巨大な丼サイズの器に盛られている。

　二人がかりでも厳しいレベルだ。

　──いや、だからこそ食べなくてはならない。遠と羽わは意を決し、大量のパフェに挑んだ。

「ありがと。とりあえず元気出た」
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　　　　　＊




　リルカは泣いていた。捜せども捜せどもクリスはおらず、寂しさと心の痛みが、延々とリルカを苛さいなんでいた。

『おにいちゃん……どこにいるの？』

『──残念だが、おにいちゃんはいない。お前がいやがることをしたからだ』

　暗闇から声がする。リルカを生み出した男の通信だ。

　リルカの純粋な心は、まだ男の狡こう猾かつで悪あく辣らつな本性を知らない。

『私が、いやがることをした…………』

『そうだ。お前に心が無かったからな』

『いや、いや、いや、いや、いや。おまえ、どうしてそんなこと言うの？』

　リルカの病んだ心が痛む。

　心の痛みはいつしか体の痛みにもなっていた。リルカを構成する「素子の肉体」は、リルカの心に呼応こおうするように苦痛を感じる。

　病んだ心という「セキュリティホール」から男は侵入する。男はリルカを痛め付け、傷付け、陵りよう辱じよくする。男は、そのためにリルカに痛み、苦しみ、悲しみ、寂しさという概念を──病んだ心を与えたのだ。

『馬鹿者が！　いやいやばかりじゃお話にならないだろう。お前はお前の過あやまちを取り戻さなければならない！』

　リルカはクリスがいやがることをした、人はいやなことをされると去って行く。

　そのことを、リルカは学習した。そしてリルカは心で考える。

『じゃあ……おにいちゃんが喜ぶことはなんだろう』

『うむ。そうだ、考えろ。これまでのやりとりを思い出せ。さあ、これからどうする？』

　リルカは記憶データベースを検索し、クリスとのやりとりを思い出そうとする。

　妹ルカの人格を搭載し、知性に混乱があるとはいえ、思い出すのは難しくはなかった。

『おにいちゃんを、──────────』




『ほうほうほう!!　それは面白そうだ!!　この私が手伝ってやろう!!』




　　　　　＊




　人間の体なんて現金なものだと遠と羽わは思う。

　大量のパフェを食べると人はお腹なかが辛くなる。お腹なかが辛くなると、色々なことが意識の後ろ側に回り込んでいく。

　例えば──

　クリスの家族はいない。モンスターに殺されてしまった。

　クリスは、大好きな妹を失った。

　いつかクリスは元の世界に帰らなければならない。

　──だとしても。

　遠と羽わは遠と羽わのやりかたでクリスに接するしかないのだ。

「今の遠と羽わさん、割と良いい顔してます！」

「いや、おなか気持悪いし。こんなんじゃ太っちゃう……」

　何の解決にもなっていないし、カロリーだけを無駄に取った気がしないでもないが、それでもいくらかはマシになっていた。

「何か、あいつが辛しん気きくさい顔になってるから引っ張られてたのかも。むしろ、あいつのお尻ひっぱたくくらいじゃないと駄目よね」

「そうですよ、遠と羽わさん！　危うく共依存カップルになるところでしたね♪」

「さらっとエグいこと言うわね……」

　──急に千ち紗さの表情が変わった。

　目線が遠と羽わから外れ、虚空こくうをちらちらと見る。その目の動きを遠と羽わは知っている。

〈網膜ディスプレイ〉に、何かのメッセージが表示されたのだ。

「３％…………？　遠と羽わさん遠と羽わさん。これって……」

「何かあったの？　緊急出動スクランブル？」

　しかし遠と羽わの「網膜ディスプレイ」には何も表示されていなかった。

「おかしいですね。遠と羽わさんの所にアラートは？」

「来てないけど？」

「んん？　不思議ですね。私にだけ制御塔からのアラートが飛んできていますよ？」

　制御塔とは〈プログラム〉の原動力である〈素子〉を大気中に供給する設備だ。そこに搭載されたセンサーが素子の濃度を検知し、最適な量を供給するようになっている。

　しかし遠と羽わの端末にアラートは来ていない。この手のアラートは、ガーディアンにいっせいに配信される。千ち紗さにだけアラートが飛ぶのは、ありえない話だ。

「……ああ、分かりました。遠と羽わさん、これは私が自分で取り付けておいた、違法な奴です」

「はあ？　またルール違反？　制御塔をヘタに弄いじると、また委員会に文句言われるわよ？」

「だって制御塔のセンサー、今いち精度悪いんですよ？　だったら私が付けた方が……あ、これは……」

　と、千ち紗さの表情が再び硬直する。

「二百、三百……??　…………ゼロが、増える？　二万倍……？　遠と羽わさん。何か、すごい数値が出てますよ？　何ですか、これは」

　しかし相変わらず遠と羽わの方には何も無い。千ち紗さが制御塔に違法に設置したセンサーだけが、異常を知らせているらしい。

「何か妙ね。千ち紗さ、場所はどこなの？」

「……29実験街区です」

　二人の脳裏に同じ単語が浮かんだ。

　リルカだ。

「私の所にアラートが来ていないってことは……。他の部活動ガーデイアンのメンバーは知らないってことよね」

「私以外に制御塔にセンサーを埋め込む生徒がいるならば、話は別ですが」

「うん……。あんたしかいないと思うわ」

　リアルタイムで報告される数値データはどんどんと上昇していくようで、千ち紗さの表情がころころと変わっていく。それも、悪い方向に。

「ところで千ち紗さのセンサー、本当に正常なの？　まさか故障とかしてないわよね」

「いいえ、故障なんて…………!!　って遠と羽わさん、この会話、前もしませんでしたか？」

　──素子の異常集積。

　──通常の数万倍。

　遠と羽わは数ヶ月前を思い出す。

　そうだ。あの夜も、制御塔は通常の数万倍の濃度の素子を検知していた。

　遠と羽わは「どうせまた制御塔の故障なのだろう」と高をくくっていた。

　しかし素子の異常集積は事実だった。

　現場では、異世界の来訪者──クリスが出現していたのだ。

「遠と羽わさん遠と羽わさん。もしかして今、かなり危険な想像しませんでしたか？」

「さすがは千ち紗さね。あなた、私のことよーく分かってるじゃないの」

　その不吉な予感に、遠と羽わの顔が引ひき攣つる。

　友情の証あかしとでも言わんばかりに、千ち紗さは唇を歪ゆがませる。

「いやいや……でもいくらなんでもありえないわ。次元ポートの原因も対策も既にはっきりしてるでしょう？」

〈万有素子〉は無限の振動パターンを有している。

　しかし、素子をプログラムに用いる場合、ある程度まとまった量の「同じ振動パターン」の素子が必要だ。

　そのため制御塔はチャンネルを固定し、「オブジェクト」「フォトン」「パルス」などの数種類の素子のみを出力するようになっている。

　クリスが出現したあの夜、特区は数年ぶりの豪雨と落雷に見舞われた。

　その落雷が原因で、数百本の制御塔が強制的に再起動させられ、いっせいに「パルス」の素子──振動数77664098vpmの素子を出力してしまった。

　そして一帯は大量の「パルス」の素子で溢あふれ、リルカに「次元ポート」を生成させるエネルギーを与えてしまったのだ。

「ええ。さすがに委員会もビビって、制御塔のセキュリティを増強しましたね……。でも遠と羽わさん。これだけの量の素子、他に使いようがあるでしょうか？」

「分からないわよ？　リルカはものすごい兵器を作ろうとしているのかも知れない」

　リルカは超高度知性体であり、人じん智ちの及ばぬ〈プログラム〉を生成する可能性さえある。

　だから、大量の素子を使い、遠と羽わや千ち紗さの想像の及ばないような「次元ポート」なんかよりも突とつ拍ぴよう子しの無い〈プログラム〉を生成する可能性も、ある。

「遠と羽わさん。私は違うと思います」

　千ち紗さが珍しくも断定するような、強い口調で言う。

「何か、根拠がある訳？」

「勘です」

「……怖いわ。あんた、こう言うときはちゃんとした証拠に基づいて話をするじゃない。どんな勘なのよ」

　千ち紗さは決然と「仮説」を口にする。

「遠と羽わさん。今のリルカは、クリス君の妹です」

「そ、そうね……。納得いかないけど」

「恐らく、クリス君の記憶なんかももっているだろうし、何よりも『心』をもっている」

「それが何だって言うのよ」

「心をもった妹であれば、リルカはおにいちゃんの望みを叶えようとするかも知れない」

　ふと、遠と羽わはクリスの声が聞こえたような気がした。




　──俺を元の世界に戻せ。




　クリスはことあるごとにリルカに対してその言葉を言っていた。

　何でそんなことを遠と羽わが覚えているかというと、遠と羽わはクリスのそのセリフを聞く度たびに、胸が苦しくなっていたからだ。私は、あんたにずっといてほしいのよ、と。

「……千ち紗さ。それって簡単に言うと最悪って奴じゃない？」

「間違いなく。バグだとか何だとか、そういうセコい話じゃないです。……どんな〈プログラム〉を使えばこんなことが出来るんでしょうね？」

　遠と羽わの脳裏を、何度も否定していたフレーズが過よぎる。彼ひ我がの世界を繫つなぐ「扉」の名だ。

「次元ポート……」

「ありえるでしょうね。〈超高度知性体〉には、実績があるんですから。ただ、これだけの素子の量となると、そんな生やさしいものじゃないかも知れない……。世界が直接に繫がるかも知れないです」

　千ち紗さが身震いをするように未来予測を告げる。上限など無いかのようにどんどんと上昇していく数値は、千ち紗さにとってはまさに悪夢そのものだろう。

「ちょっと千ち紗さ、冗談はあとにしてよ。そんなはずが無いでしょう……？」

「冗談だったらもっと面白い感じで言ってますよ、遠と羽わさん。こうしてる間も数値がどんどん上がっていきます。現時点で既に通常の数万倍です。……二手に分かれましょう。私は揖い斐び川かわさんに状況説明を。遠と羽わさんは……クリス君に」

「あいつに報しらせて、どうするのよ」

　遠と羽わだって本当はクリスに報しらせたい。ねえ馬鹿クリス。何かヤバいことが起こってるからちょっと来なさい。と。

　しかし。

　遠と羽わは怖い。

　素子の異常集積の原因が本当にリルカで、しかもクリスとリルカいもうとが殺しあうような、抜き差しならない事態に陥ったら。

「私、クリスを傷つけたくない」

　──だって、私はクリスが好きだから。

　そんな辛い思いをクリスにさせたくない。

「それだったら、私が何とかしたい。揖い斐び川かわさんだって、あれだけのプログラムの権限をもっていれば──」

　しかし千ち紗さは悲しそうに笑い、往来の真ん中で立ち止まる。

　その不可解な表情に遠と羽わは困惑する。

「千ち紗さ……？　何よその表情……」

　寂しそうな表情だった。そしてその奥にはどこかさっぱりとしたような雰囲気もある。

「遠と羽わさん、ごめんなさい。私は悪い子です。だから、クリス君に超高度知性体を破壊させるために、今から『悪いこと』を教えちゃいます」

「何よあんた……。まだ何か隠しごとあった訳？」

「いえいえ。これは揖い斐び川かわさんの情報です。さすがにそれだけの情報を私が盗むことは出来ませんし、クリス君にも教えなければならないことですから────」




　千ち紗さはあくまで淡々と、あの男がリルカに「病んだ心」を与えた理由を告げた。そして遠と羽わは、絶対に許せないと思った。

「あいつを呼んでくる。……それでも私はどうすりゃいいのか分からないけど」

「私だって分からないです。ただ、少なくともクリス君には教えなければならないですね」

「ええ……それが悩ましいところね」

　その事実はどう伝えても最悪で、それでもなおクリスに伝えなければならないものだった。

　つまるところは最低最悪という奴だ。

「とにかく、行かなくちゃ」

「頼みました。それから遠と羽わさんに〈プログラム〉を送ります。使うかどうかは任せます」




　　　　　＊




　時刻は夕方の五時を過ぎていた。

　いつもならばクリスは部活動ガーデイアンに勤いそしみ、バグを始末するなり、違法なプログラムを開発する者を〝ピコの鉄てつ槌つい〟で取り締まっているところだ。

　が、今日は部活動をする気にはなれなかった。

　だからこうして、高校の裏山で剣を振っている。

（俺は、どうするべきなのか……）

　クリスの頭を悩ませるのは、やはりリルカのことだった。

〈リルカ〉は妹の人格をコピーしている。

　ただのコピーならば偽にせ物ものや作り物と断じることが出来るが、そうではなかった。

　リルカには、心があるのだ。

（しかし……。いずれリルカは災さい厄やくをもたらす……。だとするならば……）

　クリスは剣をひとしきり振ったあと、大岩の上で瞑めい想そうする。

　そのとき、魔法剣士は大気の異変を感じ取った。

　クリスは瞑めい想そうをやめ、目を開く。特区全体の「素子の流れ」が変化していた。いつもとは違う空気が流れているようだった。

　北の空をクリスが眺めていると、山の下しも手ての方から足音が聞こえた。遠と羽わだ。ぜえはあと息を乱しながら必死で走って来る。

「何かがあったのだな。空気が変わったぞ」

「端的に言う。クリス。あんたの力が欲しい」

「いきなり何だ……？　どうしたというのだ」

「リルカよ。千ち紗さとも話したけど、やっぱりあんたじゃなきゃ駄目なの。……あんたがリルカを始末しなきゃならないの」

「……俺の答えは昨日と変わらない。俺にリルカは殺せない」

「何か知らないけどヤバいことが起こりそうなのよ。特区中の素子が集積してるみたい」

「なるほど。『素子』の流れが変わったのはそのためか」

　遠と羽わは瞠どう目もくする。

「まさかあんた、素子の流れがわかる訳？　そんなの、あり得ないわ……」

「慣れのようなものだ。素子とマナが根本的に同じ物と知ってから、魔導機構の鍛たん錬れんを重ねていた」

「そ、そうだったの？　確かに、たまに裏山で何かやってると思ったけど」

「鍛たん錬れんに薬草の採取……。やるべきことはいくらでもあるからな。さすがに素子で魔術を錬成するのはまだ出来ないが、素子の気配や流れは微かすかに摑つかめるようになった」

　そしてクリスの感覚が正しければ、裏山から西北西の方角に素子が流れ込んでいる。

「方角的には……29実験街区に素子が流れている」

「き、キモい……。あんたの体は制御塔のセンサーかっての。まあ話が早くて良いいけど。……そう。実験街区に素子が集積している。それも通常の数万倍。ありえないレベルよ」

「数万倍、か。どうりでいつも以上に違和感があるはずだ……」

　そう話す先から、クリスは肌にぴりぴりと痺しびれるような感覚を感じる。そして大気中の素子の流れが変わる。実験街区に素子が集積している。不穏な気配だ。

「……遠と羽わさん。街区で何が起こっているのだ」

「分かんない。でも……この世界とあんたの世界が繫つながるかも知れない。素子の量からしても、それくらいのことが起こるかも知れないって千ち紗さが」

「世界が繫つながる？」

「そう。……そうなった場合、あんたの世界が、特こ区こに落ちて来る。あるいは特こ区こがあんたの世界に落ちて行く。詳しいことは分からないけど、要するに星と星がありえない形で繫つながる訳だから、そのヤバさは分かるでしょう？」

「待ってくれ。どうしてそうと言えるのだ。リルカがそんなことをする意味が……」

「クリス。あんたが言ってたでしょ『俺を元の世界に戻せ』って。リルカは、こんな無茶苦茶なやりかたであんたの願いを叶かなえようとしている」

「た、確かにそう言った──。だが俺はあのとき、暗闇の中に取り込まれ──そしてこの世界に来た。『次元ポート』というやつだろう？　それと同じことをすれば良いいだけの話だ」

「いいえ。数値データ的にはあのときを遙はるかに超えてるわ。そんな生やさしい展開だったら最高なんだけど……。もうそのルートは途絶えてる。絶望的よ」

　クリスの想像を遙はるかに超える事態に、理解が追い付かない。世界が繫つながる、とはどういうことだ？　と。〝ガルフレイド大陸〟にさえも、そのような魔術は存在しないのだ。

「リルカは暴走している。原因はあの男──在あり原わらの業なり平ひらよ。ただ次元ポートはまだ出現していない。クリス。今しか無いのよ……」

「遠と羽わさん……同じことを言わせないでくれ…………!!」

　──リルカはいずれ死ぬ。

　例えば揖い斐び川かわが殺すかも知れないし、遠と羽わや千ち紗さかも知れない。

　あるいは「心」それ自体に、リルカ自身が耐えきれない可能性もある。

　ともかく、リルカはいずれは消えてなくなる運命にあるのだ。

　その結論にクリスが到達したとき、わざわざクリスは自分の手でリルカを殺すことの意味を感じられなくなっていた。

　──そもそも、愛いとしい妹を殺す意味も理由も、どこにも無いのだ。

「結論はひとつだ。俺はリルカを殺さない。殺す理由が、無いのだ」

「違うのよ。リルカがあんたの妹だからこそ、あんたが殺さなきゃいけないの」

「……遠と羽わさん。詭弁きべんはやめてくれ。心を持ち、俺を慕したう存在など、殺せない。殺せるはずが……無いだろう!!」

　思わず口調が強くなる。そんな感情を遠と羽わにぶつけることの意味など、無いというのに。

　常に冷徹にモンスターを殺すべき〝魔法剣士〟が感情で動くこと自体があってはならない。戦士失格だ。

　クリスの感情に呼応するように遠と羽わの声にも力が籠こもる。地中深くで煮えたぎる火山のように、熱い感情が溢あふれ出だしそうになっている。

「……クリス。あんたの気持ち、分かるわ。……まあ、分かるって言っちゃうのはどうかって思うし、いやな奴っぽい感じするけど……たぶん分かる。私だってあんたにこんなこと、言いたくない」

「遠と羽わさん……？」　遠と羽わは俯うつむき、拳を握る。

　拳をわなわなと震わせ、声を押し殺す。

「千ち紗さが教えてくれたの。クリス、今から言うことは事実よ。リルカはあの男に陵りよう辱じよくされている。心を揺さぶられ、抉えぐられ、観察されている。リルカに刺激を加えることで、新しいプログラムなり現象なりを観測しようとしている。今、素子がやたら集積しているのもそういうことなのよ。そもそもリルカはなんで心を識しったと思う？」

「…………分からない。そんなことを俺に聞いてどうする」

　その状況にクリスは戸惑う。遠と羽わは大粒の涙をこぼしながら、さらに悪趣味で悪あく辣らつで非道な言葉を発しているのだ。

「超高度知性体を制御するためよ。心を与えて痛め付け、自由を奪うことであの男はリルカを意のままに操ろうとしている。だからあの男は、リルカに不安定で病んだ心を与えたのよ。で、奴の実験は今も進んでいる。この素子の異常集積も、あの男がリルカをそそのかしたから。それで実験の最後は超高度知性体が暴走したときのための安全機構セーフティのテスト……つまりは自殺よ」

「自殺……」

「あの男はリルカを責せめ苛さいなみ、罪の意識につけ込み、心を痛め付け……自殺に追い込むのよ。それが上手く行けば、暴走する超高度知性体の『制御実験』は成功って訳。リルカがそんな風に壊されるの…………私、どうしても許せない!!」

　まるで遠と羽わの怒りが感染したかのように、クリスの手が震える。

　魔法剣士に技術的なことは分からない。それでも分からなければならないことだけは理解した。

　リルカはいずれ死ぬ。クリスの記憶の中にある妹ルカという人格をコピーし、軋きしむ心を抱えながら死んでいく。寂し屋がりのルカは、きっと最期までクリスの名前を呼び続けるだろう。

　あの男に心を苛さいなまれながら、最期のときを迎えるだろう。

　噓だ。

　それはシミュレーションとしての心だ。リルカという、ただのシミュレーションが痛がろうが苦しもうが、知ったことではない。本質的に奴は魂をもたぬ。人形なのだ。

　クリスにはきっとそれが分かっている。

　そんなことは最初から分かっている。

　阿呆あほうが。

　俺は何を迷っていたのだ。

　最初から分かっていたではないか。

　あの反へ吐どが出るような高笑い。狡こう猾かつで悪あく辣らつな面つら構がまえ。邪悪の権ごん化げ。

　この厄やつ介かいな状況を巡るあらゆる飾りを引っぺがしてみれば、つまるところはそういうことなのだ。

　リルカはあらゆる意味で偽にせ物ものだ。

　だが仮にそうだとしても、クリスはリルカを救わなくてはならない。現に痛みを感じている弧月リルカを、あの男から救わなくてはならない。

　それが、答えなのだ。

　クリスは長い沈黙の後のち、遠と羽わにぽつりと応える。

「…………了解した」

　文字どおりクリスは腹の底から理解し、遠と羽わの震える心と共鳴する。

　許せない、と。

「奴は与える必要の無い心を与え、与える必要の無い悲しみを与えている。……そんなことが、赦ゆるされるはずが無い。赦ゆるされては…………ならないのだ」

　辛い決断だ。だがそうしなければ余計に最悪なことが起る。

　その最悪な想像がクリスの血を滾たぎらせる。

　クリスは練習用の模造剣をその場に置き、遠と羽わに手を差しのばした。

「遠と羽わさん。プログラムを頼む」

　遠と羽わが左手をクリスに向ける。

　クリスは手の甲に口づけをする。酷ひどく乾いた、寂しい口づけだった。

〈モーションコネクト〉により二人の端末が接続される。そして遠と羽わが短くプログラムを詠えい唱しようする。

　クリスの腕輪──素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルが光り、右手に剣が出現する。〈素子の魔法剣マギアスブレード〉だ。剣のずしりと重い感触と見た目は本物そのもの、国から貸たい与よされた訓練兵の剣だ。しかし、これは特区が開発した兵器なのだ。

「クリス。プログラムはもうひとつあるわ」

「……データを削除する属性付与エンチヤントだな」

「いいえ。いくらかマシな奴よ。千ち紗さが少しだけ改良したの」





『補助プログラム発動／属性付与：解呪デリート』






　剣は〈素子〉と〈プログラム〉で変質し、ぼんやりと青白い光に包まれる。

「解呪デリートよ」

「解呪デリート……？」

　リルカにとって心は毒であり、心を狂わせる呪いだ。

　──だとしたら、心をのみ消せばいい。

　つまりこれは、リルカの中に蓄積されたデータをスキャンし、その部分だけを削除する〈プログラム〉だ。

　もちろんテストも何もしていない。ぶっつけ本番だ。

「99パーセント無理だと思う。というか、成功してもほとんど最悪な結果しか残らない。クリス、これは最悪な未来の中から、ちょっとだけマシな未来を手に入れる賭かけよ。……リルカの心を削除するの」













　　　五章　素子の魔法剣マギアスブレード／属性付与：解呪デリート







　クリスは再び第29実験街区に戻る。車内には、クリスと遠と羽わの二人だけだ。

　機械の御者──自動運転のＡＩの存在にクリスは驚いたが、それ以上に車窓から見える光景に驚きよう愕がくする。

「あれだけ破壊の限りを尽くされた街が戻っているというのは、何度見ても不思議だ」

「だからこその『実験街区』なのよ。素子とデータがあれば何度でも元に戻るわ」

　クリスは肌に痺しびれるような「感覚」を覚える。特区中の〈素子〉が集積する方角は、独特の「力」で満たされているようだった。

「そろそろリルカが近いか……」

「気をつけて。あの男のことだから、罠わなを張って待ち構えてるに決まっている」

「そうだろうな。……だが全て斬る。それだけだ」





〈遠と羽わさん。揖い斐び川かわさんが『委員会』の工作に成功しました。制御塔の権限を奪えました〉



　と、千ち紗さの声が遠と羽わの意識に響く。秘ス匿テ通ル信スだ。


〈[image: さんてん][image: さんてん]やったわね。で、使えそう？〉

〈これから調整しますが、魔術もプログラムも十分に使えるはずです〉



　特区には〈素子〉を出力する無数の制御塔が設置されている。揖い斐び川かわは、それらの制御塔の管理権限を強引に奪い、制御塔から〝マナ〟を出力するよう工作をしたのだ。


〈[image: さんてん][image: さんてん]にしても、あれだけ厳重に管理されている公式の制御塔の権限を奪うってすごいわね〉

〈相当強引にやったみたいです。まあ、こっちとしては野の良らの制御塔を建てるよりも楽ですし〉

〈で、リルカはそこにいるわけ？〉

〈それが、カメラを走らせているんですが、どこにも見えません〉

〈いないってこと？　まずいわね〉

〈恐らくはリルカは姿を消しているだけです。リルカの本質はデータですから。私達が立つ３次元空間上に存在しなくても不思議ではありません〉



　遠と羽わはクリスが現われたときを思い出す。クリスは「ゲート」のような、異世界へと繫つながる通路から出現した訳ではない。本人も、一旦「暗闇」に飲み込まれ、気づけば特区にいたと言っていた。


〈その暗闇──あるいは『中間地点』みたいな空間に、リルカはいるのでしょう〉

〈でも[image: さんてん][image: さんてん]だとしたらどうすれば？〉



　二人を乗せた車は、素子が集積する中心地──実験街区へ向かっている。

　そこにリルカがいないのであれば、無駄足だ。


〈大丈夫です。クリス君がいる場所にリルカは現われるはずです。[image: さんてん][image: さんてん]という訳で、実験街区のマナの調整が終わりました〉






「…………？　遠と羽わさん。〝マナ〟を感じるぞ……？　たった今だ」

「さすがは魔法剣士ね。そうよ。千ち紗さが素子のモードを変えたの。現状、エリアにある数百本の制御塔から、素子とマナが出力されている」

　遠と羽わの声に緊張感が籠こもる。

「今のあんたは〝魔術〟を使えるし、同時に私が生み出す〈プログラム〉も補助的に使うことが出来る。それだけやれば、あの男を蹴散らすことは出来るでしょう。ただ、問題は──」

　リルカだ。

　今のリルカは「心」を手に入れたが故に錯乱状態にある。冷徹な〈システム〉として駆動していた間は、ある意味で話し合いの余地があったが、「心」を搭載した今となっては逆に、冷静な話し合いは難しい。

「リルカが、どんな風に暴走するかは、誰にも分からない」

「問題無い。……そうなる前に俺が…………斬る」

　クリスは剣の柄つかに手を触れる。それは〈素子〉で生成された剣であり、同時に〈バグ〉を破壊する〈プログラム〉を付与出来る武器だ。

「俺がリルカを斬るタイミングで、属性付与エンチヤントを頼む」

　クリスが剣を振った瞬間、リルカの心は消えて無くなる……はずだ。

「クリス。辛いなら私が……」

「駄目だ。奴は俺の妹だ。遠と羽わさんでは逆に危険だろう」

　クリス以外の人間がリルカに〈解呪デリート〉のプログラムを撃ち込もうとすれば、間違い無く反撃に遭うだろう。

　──しかし、クリスは違う。

　今のリルカにとってクリスは、信頼出来る兄なのだ。

「何も、辛いことは無い」

　リルカは妹の幻想だ。

　リルカは仮想の心を手に入れクリスから見た妹の人格を仮想的に搭載しているにすぎない。クリスはただ、元の状態──素子とプログラムの知性体に戻してやるだけなのだ。

　故にクリスがすべきことは、ひとつだけだ。




　車内で警告音が鳴った。

『非常停止信号を検知しました。セキュリティボットの指示に従い、車内から出てください。安全を確認してください』

「……クリス。準備はいいかしら」

　遠と羽わがカチューシャに手を触れる。素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルを操作し、〈攻性プログラム〉を発動させる準備は完了していた。

「今、千ち紗さから秘ス匿テ通ル信スがあった。車の周囲に異常は無いわ」

「なるほど。それは異常だな」

「そういうことよ……」

　二人の見解が一致する。

　つまり──在あり原わらの業なり平ひらが車を停止させるために、ダミーデータを流しているのだ。

「魔術は使えそう？」

「うむ。デスゴーレムと戦ったときほどではないが、通常の魔術を使うには十分だ」

　クリスは車の周囲を見渡した。

　車は大通りのど真ん中で停止している。

「例の機械仕掛けの衛兵──セキュリティボットが待機している。何体いるかは、分からんがな」

　周囲は建物で囲われ、死角が多い。

　しかも機械となればその気配を感じることは出来ない。

「……運転用のＡＩ、完全にロックされているわ。びくともしない」

「奴らを殲せん滅めつし、歩いて向かうしか無い……と。遠と羽わさん、それ以外の選択肢はあるか？」

「あんた単純すぎるわよ？　……まあ残念だけど他に手は無いっぽいわね。罠わなにしか思えないけど」

「遠と羽わさん。我が祖国にはこんなことわざがある。『罠わながある場所は正解だ』。つまり、敵は来てほしくない場所を守るために罠わなを多く設置する」

「……陽動ってことは無いの？」

「ああ、もちろんその可能性もある。だがこの言葉が真に意味するものは別にある。『その程度の罠わなを探索・破壊出来ないのであれば勝利はおぼつかない。退却しろ』という意味だ。つまりどのみち俺達は──」

「前に進むしか無いわね……!!」

「そうだ」

　遠と羽わがドアを蹴破るように開き、車から転がり出した。

　それに合わせるように、クリスも反対側から転がり出て、抜刀する。

　その刹せつ那な、どこに隠れていたのかと言いたくなるほどの数のセキュリティボット「ＥＢ─００１」が姿を現わした。

「……ほらやっぱり！　どうすんのよ！」

　セキュリティボットが通常どおり稼働かどうしているときは、まずは警告や停止命令を出す。が、遠と羽わ達は既に敵と見なされているらしく、機体は既に赤く明滅していた。

「いつぞやを思い出すな……！　しかも最初から敵扱いとは！」

「どうせ、あの男がボットを制御してるのよ。言ったじゃない、罠わなだって」

「ならば全ての罠わなを叩たたき潰つぶせばいい」

　しかし数十体のＥＢ─００１がいっせいにその腕部の形を変えた。いつぞやの戦闘と同じパターンだった。腕が銃口に変形したのだ。

「〝魔導壁リダクト〟！」

　クリスは遠と羽わを抱き寄せ、省略詠えい唱しようする。

　遠と羽わとクリスを包み込むように、魔術防壁が生成される。ほぼ同時にボットが発砲した。

　恐らくは対人制圧に用いるゴム弾だろう。それら全てがことごとく弾はじかれていく。

「ちょ、クリス！　近いから！」

「遠と羽わさん。ここは近づかなければ危険だぞ。〝魔導壁リダクト〟の効果範囲は見た目以上に狭いからな」

　ガガガガッ！　と魔導壁リダクトがゴム弾を弾く。しかしクリスの背後にある車は、どんどんとボディがひしゃげていく。

「……威力は十分、という訳か。シャレにならんな」

「次は私の番。クリス、息を止めて耳を塞いでなさい。鼓膜に来るわよ？」

　遠と羽わがクリスの防壁から半歩前に出る。


『攻性プログラム発動：斥力レジスト』



　瞬間、クリスの腹に「ドッ！」殴られたような衝撃が走った。

〈斥レジ力スト〉の衝撃波が大気を奔はしり、数十体のボットと建物を枯葉のように散らした。一瞬で整地された街の一角を見て、遠と羽わが他ひ人と事ごとのように呟く。

「あーあ。クリス、あれ高いのよ？　ボットも街も、スクラップね」

「やったのは、遠と羽わさんではないか……」

「ま、大丈夫よ。街もボットも何度でも蘇よみがえるわ」

　そしてクリスに聞こえないほどの小さな声で「でも、心はそうはいかないのよ」と言う。

「遠と羽わさん。まだまだ出て来るぞ。これじゃキリが無い」

　遠と羽わが破壊した倍の数のボットが、再び出現した。

「ゲームならさぞかし経験値が稼かせげるわね。私は勘弁だけど」

「俺が穴を空ける。一気に突き抜けるぞ」

「了解」

　何をどうする、という意思疎通は二人には不要だった。

　遠と羽わはただクリスを信じている。

　クリスが穴を空けると言うのであれば、それ以上の情報は、不要だ。

　大気中のマナが激しくスパークし、クリスに力を与えた。

　──〝疾ラ駆ボのラ乱ー神ド〟

　それは時限性の肉体強化魔術だ。

　発動と同時に、クリスの感覚は加速し、研ぎ澄まされる。そして肉体は乱神の如ごとき力を得る。

「うおおお────！」

　クリスのひと振り。

　剣圧だけでボットがなぎ倒されていく。数十体のボットが上下に分断されていく。

　しかしクリスの剣は何十体破壊しても欠けることは無い。

〈素子の魔法剣マギアスブレード〉は文字どおり、〈プログラム〉で生成された素子の剣だ。剣が受けたダメージを〈プログラム〉が検知し、修復しているのだ。

　斬る、斬る、斬る。

〈素子の魔法剣マギアスブレード〉が甲かん高だかいノイズを立てながら、敵を切り刻む。

「クリス！　繫つなげるわよ！」

「応おう！」


『属性付与エンチヤント：雷撃スパーク』



　遠と羽わがそう告げると、クリスの腕輪──受信端末ウエアラブルが輝いた。

　クリスの斬撃が雷撃を纏まとう。轟ごう音おんとともに、百体を超えるボットの群が一瞬で黒く焦げる。高圧電流を流され、ＥＢ─００１は内部から破壊される。そしてＥＢ─００１は完全に機能を停止する。

　クリスの宣言どおり、ボットの「壁」に穴が空いた。

「遠と羽わさん。このまま走るぞ!!」

　クリスが遠と羽わを抱えあげ、ボットの大群を飛び越えて行く。




　遠と羽わはクリスに抱えられたまま、秘ス匿テ通ル信スで千ち紗さと通話をする。


〈遠と羽わさん。急いでください。素子の集積率が、一段とあがっています〉

〈まだあがるって？　[image: さんてん][image: さんてん]リルカ、本当に何をするつもりなのかしら〉

〈それから、悪い知らせがひとつ〉

〈手短に頼むわ〉

〈揖い斐び川かわさんの内部工作は失敗しました。リルカの実験を国が認めたようです。もちろん表立って公表はしませんが[image: さんてん][image: さんてん]〉

〈[image: さんてん][image: さんてん]はあ。やっぱり国も委員会も、正気じゃないようね[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]〉



「意識」で会話をする秘ス匿テ通ル信スだが、遠と羽わは思わず声を出しそうになる。


〈実験には、それだけの価値があると〉

〈[image: さんてん][image: さんてん]何か、色んな意味で信じられないわ。一体、何考えてるのよ〉



　国は研究が禁じられている超高度知性体を生み出した。しかもあろうことか「心」という「毒」を超高度知性体に与え、暴走させている。

　そして今、ありえないほどの量の素子が、実験街区の一点に集積している。

　これ以上無いほどに「破滅」の条件は揃そろっている。

　だというのに、国はあの狂気の男──在あり原わらの業なり平ひらの実験を支持している。

　──完全に、意味不明だ。


〈ねえ千ち紗さ？　もしかして私達、授業でやった『アレ』の現場に居合わせてるってこと無いわよね？〉

〈[image: さんてん][image: さんてん]あはは。そ、そんなはず無いじゃないですか〉

〈そうよね。きっと大丈夫よね[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]〉



　千ち紗さの声が白々しくうわずる。きっと千ち紗さも同じことを考えている。

　そう──〈大デ規ス模マ災ー害チ〉だ。

　十年近く前の事件では、戦闘用のＡＩが〈バグ〉となり、超高度知性体に進化した。一晩でひとつの都市が消滅した。

　リルカを構成するプログラムのベースは、戦闘用のＡＩではない。かつてのように無差別に人間を殺したりはしないだろう。

　だが、リルカが本当に大規模な『次元ポート』を生成したら、どうなる？

　クリスを元の世界に戻す程度の、生やさしいレベルではないとしたら、特区はどうなる？


〈[image: さんてん][image: さんてん]素子の集積量って、クリスが特区こつちに来たときと比べてどうなのよ〉

〈その水準はとーっくの前に超えてます。もう覚悟を決めなきゃいけないレベルです〉

〈ああ[image: さんてん][image: さんてん]。ため息が止まらないわ。やっぱりただの次元ポートじゃないってことね〉

〈そういうことです[image: さんてん][image: さんてん]。これもまた実験の一環、なのでしょうか[image: さんてん][image: さんてん]〉






　クリスに抱えられていた遠と羽わが暗い声で語りかける。

「そろそろ降ろしてちょうだい。それから、今から面倒な話をするわ」

「面倒な話……？」

　クリスは地上に着地し、遠と羽わを降ろす。遠と羽わはクリスの首に回していた腕をほどき、そっと地面に立つ。

「何の話だ？　というかこれ以上まずい話があるのか？」

「国も特区も、リルカの実験にゴーサインを出したわ。もちろん『裏の話』だけども。だから揖い斐び川かわさんルートで実験を止めることは、もう無理」

「問題無い。……俺がすべきことはひとつだ。リルカを、終わらせる」

　クリスにとってはリルカいもうとがこの狂った実験に使われていること自体が、許しがたい状況なのだ。

　しかし言葉にした途端、クリスの胸は刺すような痛みを感じる。

　リルカの心を破壊する──。

　その行為の意味を、クリスは未いまだに消化出来ずにいた。

「…………それからもうひとつ。また罠わながある。千ち紗さから位置データが送られてきた」

「またボットか？」

「そうみたい。数百単位で待ち構えてるわ。在あり原わらの業なり平ひらの狙いは私達の足止めよ。ここは私に任せて。あんたはリルカを」

「それは危険だ。単独での行動はまずいぞ」

「何言ってるのよ。私は『ガーディアン』よ。しかもプログラムの権限は『レベル７』。一瞬で灰にしてやるわ。すぐに追い付く。先に行ってて」

　遠と羽わは返事を待たず、クリスに拳を突き出した。

　二人の間に余計な言葉は不要だった。クリスは理解する。遠と羽わが「任せろ」と言うのであればやはり任せるしか無い。遠と羽わとは何年も付き合っているわけでは無いが、それ以上の言葉は不要だった。

「また会おう」

「また会いましょう」

　二人は拳をぶつけあい、再会を誓った。




　　　　　＊




　クリスが「その場所」に立つと妹ルカが幽霊のようにぼんやりと姿を現わした。

　それは妹ではない。ただの情報データだ。何度も自分に言い聞かせている。それでもクリスの心は反応してしまう。

「ルカ…………」

　クリスは少女に触れる──ことは出来なかった。

　やはりただの幻影で、クリスの掌てのひらは虚空こくうを摑つかんだ。

　そして──魔法剣士の直感が危険を報しらせた。

　空気の流れが変わった。何かがいる。頭上だ。何かが落下して来ている。相当な重量がある。故に、空気は重く震えている──。

　刹那の間にクリスは正気を取り戻し、判断する。頭で考えるよりも先に、反射的に横に飛とび退のいた。直後、下げ駄たの歯がアスファルトに深く刺さった。

「──幻想はあくまでも幻想ッ！　残念！　リルカは──次元の狭はざ間まに姿を隠している。余人よじんには知るべくもない空間だ……」

「なるほど。あの暗闇にリルカがいる、と」

　であるならば、リルカはいずれクリスの前──あるいは実験街区のどこかに姿を現わすだろう。

「貴様を殺し、そのあとにリルカを…………殺す。順番どおりだ」

「何を言うか！　あれは──心をもった、素子の生命体だ！　お前の妹だ！　お前は──それを殺そうと言うのかッ！」

　在あり原わらの業なり平ひらが黒い扇せん子すをピッとクリスに向ける。

「命があり、感情がある素子の生命体を────！　貴様は！　破壊するのだ！　何と残酷なことか！」

　演技じみた口調で男は断罪する。だが真に断罪されるべきはこの男だ。

「貴様に言われる筋合いは無い。俺はリルカを終わらせる。リルカの心を、ここで終わらせる」

「それが駄目なのだよ────ッ！　心こそが本質！　人類進歩の鍵！」

「本質だと？　鍵だと？　ふざけるな！」

「ハハハハッ！　決め付けは知性の衰退！　疑問に感じなかったのか？　何な故ぜ国が、特区が！　俺の実験を支持しているのかを！」

「……許可する。好きに話せ。話し終えて満足したら、貴様を殺す」

　在あり原わらの業なり平ひらの話を聞いてやっているのは、遠と羽わや千ち紗さが知りたいと思うかも知れないからだ。それ以上の意味は無かった。

「愉快愉快愉快！　実に良いい反応だ！　ならば教えてやろう。何な故ぜ国が、特区が、俺の実験を支持するか？　暗黙に認めているのか？　それは──心こそが、超高度知性体を支配する鍵だからだ」

　それのどこが「実験」なのだ、とクリスは思う。

　しかし男の話し相手をしてやる気は、毛頭無かった。

「リルカが心を求めていたときに、俺は気づいたのだ！　心こそが、超高度知性体を意のままに操る鍵なのだと。リルカは既に人間の知性を遙はるかに超えている。データベースの検索性能はもちろん、情報と情報を結合する速度、その試行の回数に思考の深さ。次元を超越し、異世界を繫つなぐなど、人類が逆立ちしても不可能なことをあっと言う間にやってのける。リルカは既に人類の知性を超越している。

　──しかし！　『心』を知性体の行動原理を司つかさどる箇所に打ち込めば、人間は超高度知性体を制御出来る！　人格のフレームは『箍たが』！　心の痛みは『鞭むち』の痛み！　人間は超高度知性体の心を支配し、意のままに動かすことが出来るのだ！

　今のリルカはどうだ？　あの知性体は心さえ無ければ、いともたやすく俺を殺しているだろう。だがリルカは俺の言葉に、心という矛盾に苦しめられている！　俺の言葉どおり！　『おにいちゃん、ごめんなさい』とな！　これこそが──『支配者』たる人間の本ほん懐かいよ！」

　クリスは何ひとつ心を動かされない。表情を崩さぬまま、言う。

「……なるほど。答え合わせは終わった。新しい情報は何ひとつ無い。それがどうしたと言うのだ」

「それこそが！　人類の進歩ではないのかッ！　ここまで言っても理解出来ないとは、さては愚鈍か～？」

　クリスには科学もプログラムも、この国の思惑も関係無い。

　ただ一人の人間として許せないことがある。

「もう一度、聞いてやろう。その意味不明な実験が、どうしたと言うのだ？

　貴様らの『実験』など俺には一切関係無い。特区に、国に、貴様に、どのような大義があろうとも、知ったことでは無い」

　──その悪あく辣らつな実験に、リルカが巻き込まれている。

　クリスにとっては、それだけが問題なのだ。

　仮令たとえそれが記憶データであれ何であれ、許してはならない。

　決して、許してはならないのだ。

　魔法剣士の結論は「その一点」に収束する。

「貴様を殺す。リルカを、殺す。俺のため、リルカのため……殺す!!」

「クリストフ・アークティカよ！　お前の世界での命はさぞや軽いのだろう！　リルカを殺すなど、ありえない！　私は博愛主義者ぞ！」

「我欲のためにリルカの魂を蝕むしばみ、犯す……。それこそが貴様の罪だ。覚悟せよ！」

　クリスの抜刀。〝疾ラ駆ボのラ乱ー神ド〟の詠えい唱しよう。

　剣が、肉体が、加速する。

　瞬またたきひとつする間にクリスは跳躍し、男の頭上へ剣を振り下ろしていた。

　男の〈プログラム〉が発動する。肉体を守る自動防御システムセーフテイ。

　しかし押えきれない。

　クリスの膂りよ力りよくにより、在あり原わらの業なり平ひらの立つ地面が数十センチめり込んで行った。

「……これがガルフレイド大陸のプログラムか！　素子の使用効率を検証してみたいものだッ！」

　在あり原わらの業なり平ひらが拳を振るう。

〝疾ラ駆ボのラ乱ー神ド〟で加速したクリスには、そんなものは止まって見える。

　音速に近い速度で剣が疾はしる。狙うは男の首。魔法剣士に一切の躊ちゆう躇ちよは無い。

「ハッ────!!」

　素子と素子がぶつかりあう、鈍にぶい音が実験街区に響く。

　再び男の〈プログラム〉が剣を塞いだのだ。

「甘い甘い！　これでは前と同じだな！」

　そして出現するのはセキュリティボットだ。

　在あり原わらの業なり平ひらにより権限を奪われたＥＢ─００１が、クリスをターゲットとして認めている。

　しかし以前の交戦とは状況が違う。

　今の魔法剣士にとって、〝機械仕掛けの衛兵〟など鉄てつ屑くずも同然だ。

〈素子の魔法剣マギアスブレード〉の発動。剣身から雷撃が繰り出され、視覚聴覚を奪うような轟ごう音おんと稲光が巻き起こる。

　そして大量のボットは──いっせいに魂が抜けたかのように動きを止める。

　ここに来て、在あり原わらの業なり平ひらに動揺の色が浮かんだ。

　──愚かなり、動揺を顔に出すのは三流のすること。

　仮令たとえ自セ動防御システムーフテイが剣を防ごうとも限界はある。

　力も手数もクリスの方が圧倒している。いずれ守りは崩される。男の首を落すなど、たやすい。

「覚悟せよ────────！」




〈強制停止キルスイツチ〉




　男が舞うように扇せん子すを振った。

　信じがたい光景に、クリスは思わず幻と見紛みまがった。たったそれだけの動作で、クリスの剣から放たれた雷撃が消滅したのだ。

「な……んだと!?」

「素子はプログラムによって制御されている。ならば！　逆の位相のプログラム──を合わせれば、相そう殺さいされるッ！　この程度の知識など、高校一年生でも知っているぞッ！　もっとも、この速度で実行出来る人間てんさいは俺くらいだがな!!」

「それがどうした！　プログラムなど俺には要らぬ！　叩たたき殺ころすまでだ！」

　クリスの本来の能力は剣と魔術だ。〈プログラム〉の攻撃補助はあくまでもサブだ。それを証明せんとばかりに、クリスは全力で叩たたき付つける。

「甘い甘い!!」

　男に剣が触れた瞬間、剣が粉々に砕けた。

「剣が素子で出来ているならば剣も解体する！　当たり前のことだろう！」

　男が底意地の悪い笑い声を出す。

「貴様こそ甘い！　それも織り込み済みだ」

　魔法剣士にプログラムは不要だ。そもそも使えないし、使うべきでは無い。何な故ぜならクリスは〝マナ〟を操る魔法剣士なのだ。

　クリスが詠えい唱しようをする。『ガルフレイド大陸の言語』で神の力を請こう。

〝魔導機構〟が魔術を錬成し、大気に散らばる〝マナ〟がクリスの言葉に呼応する。




「────顕けん現げんせよ、レゾナス！」




　それは神話に登場する破邪はじやの剣だ。マナで生成された贋がん作さくとはいえ、人間の肉を切り裂くには十二分な切れ味だ。

「貴様の不利に変わりは無い」

「ふむ。その『振動数』の素子で物質を生成したか。……となれば解除プログラムを組みあげるのも時間がかかるか。────面白いッ！　実に面白い!!」

　そして男は、ゆらりと腰を落す。

　腰を低く落し奇妙な構えを取る。

「異世界の『プログラム』に敬意を表そうッ！　龍水式制身術。世界で最も美しい武術だ！」

「敵を殺す技に美を求めるとは──実に下らない」

「発ハツ！」

　男が拳を突き出す。瞬間、何かがクリスの眼前に迫る。

　反射的に上体を反らした。鼻先を真空の渦が掠かすめて行った。真空の渦は前髪も掠かすめ、二、三本の毛髪がはらりと地面に落ちた。

〈プログラム〉を発動したのか、男は一瞬でクリスとの間合いを詰める。

　近い。

　剣の間合いが一瞬で殺された。

　徒手空拳で戦う者の間合いだった。

「────ッ!!」

　最短最速で男が前蹴りを繰り出す。しかも狙いはクリスの喉元、人体急所だ。クリスは内心で戦せん慄りつする。

　この男は、「殺しかた」を知っている。

　下駄底げたぞこも相まって、リーチは目測以上に伸びるだろう。さらに〈プログラム〉によって加速された蹴りが、予測も付かない起動で迫る可能性もある。ヘタな回避行動は逆に命取りだ。と、クリスはコンマ数秒の時間で決断する。

　──ここは一旦、敢あえて前に出る。

　男の前蹴りはまだ脚が伸びきっていない。蹴りの威力が最も強くなるのは、脚が伸びきるやや手前だ。さらにクリスは今、〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟で肉体を強化している。回復魔法も使える。

　となれば人体急所に打撃を受けるよりは、敢あえて他の部位で攻撃を受ける方がマシだ。

「グハッ!!」

　目もく論ろ見みどおり喉元に狙いを定めた蹴りは急所を外れ、クリスの胸元に当たる。

　そしてクリスもタダでは転ばない。腰に隠し持っていた短剣ダガーを投げ付ける。

　男を守る〈プログラム〉が発動する。致死性の攻撃をリアルタイムで検知し、〈戦術プログラム〉が半自動的に発動する。

　それこそがクリスの狙いだった。〈プログラム〉は、敵の意に反して肉体を守る。男の手は自動的に〈プログラム〉で強化され、そして自動的に短剣ダガーを右手で弾はじいた。つまり、強制的に右手が短剣の回避に使われ、泳いでいるのだ。

　──ヴァルスターク罪科の足枷！

　クリスの周囲、半径五メートル程度に円環が出現する。

　この〝魔術〟を受けた者は、肉体の動きが致命的に鈍どん化かする。

　在あり原わらの業なり平ひらは右の防御が手薄になっている。その間かん隙げきをクリスの剣が突く。

　──取った！

　確かな手応えがあった。

　剣は男の横腹を貫き、横腹から血が流れる。

「惜しいッ！　実に惜しかった！　もう少しだったのだがな！」

　在あり原わらの業なり平ひらは、本当に口く惜やしそうな口調で嗤わらう。

　驚くべきことに、腹の傷は見る間に塞がっていった。

「一般市民とは比べものにならん量のナノマシンを走らせている。この程度の傷など、傷のうちに入らんのだよ！　狙うならば、ここか、ここを狙え」

　在あり原わらの業なり平ひらが露悪的に、己の心臓とこめかみを示す。

「……その必要は無い。首を刎はねれば全てが終わる」

「面白い！　ならばやってみよ！」

　男がさらに加速する。〝疾ラ駆ボのラ乱ー神ド〟と同じか、それ以上。クリスは瞠どう目もくする。在あり原わらの業なり平ひらの肉体は、〈プログラム〉の速度に十分に対応出来ているのだ。つまりそれだけ、奴は鍛錬を重ねているのだ。

　しかし、一度目の立合いで男の間合いは把握している。

　男の姿が消えた瞬間に後ろに後退すれば、クリスの間合いになる。

　勘だけで半歩後退し、同時に斬撃を繰り出す。

「うおお────！」

「ぬうううん!!」

　剣勢が殺された。

　在あり原わらの業なり平ひらは素手で剣けん背はいを押え、流れる水の如ごとき所作でもって剣の勢いを削いだのだ。

　ガルフレイド大陸においても、そのような芸当は見たことが無かった。

「何だと……？」

「どうしたどうした！　剣の勢いに頼ってばかりでは、いかんぞ～？」

　剣が逸そらされるということは即すなわち、男がクリスの間合いに入って来ることを意味する。

　カウンターの拳。

　それはただの拳だった。が、拳はクリスを確実に殺そうとする。

　すんでのところで魔法剣士は致命打を躱かわした。

　──この男！　また急所を……!!

　デスゴーレムほどの膂りよ力りよくは男には無い。しかし研ぎ澄まされたその一撃は、確実に人体急所を狙っている。故に一撃必殺。直撃すれば致命傷は避けられない。

「ようやっと分かってきたようだな！　我が流派は人体破壊の技芸の向上を是ぜとする！　その技芸は──『プログラム』でさらに加速するッ!!　それ即すなわち!!　プログラムと武術の完全なる融合[image: !!!]」

　その人体破壊技術の上に、〈プログラム〉のブーストがかかっている。

　男の攻撃が加速されるのはもちろん、〈補助プログラム〉が打撃の軌道を微調整アジヤストし、人体急所を確実に狙ってくる。

　間合いに入れば最後。

　体勢が崩れれば最後。

　クリスは一瞬の判断ミスで致命の一撃を食らってしまうのだ。

「ならば──俺にも考えがある」

　男が〈プログラム〉ならば、クリスには〝魔術〟がある。

　遠隔攻撃はもちろん〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟の効果を重ねていくことも可能だ。接近戦にしろ何にしろ、負けるはずが無い。

　と計算を立てた直後、クリスは信じられない言葉を耳にした。

「〝ヴ貪ル欲ヒのム炎〟」

「なっ……何だと!?」

　魔術の詠唱だ。在あり原わらの業なり平ひらは、ガルフレイド大陸の〝マナ〟を操作するための言語である〝魔術〟を詠えい唱しようしたのだ。

「……口から出任せを!!」

　ハッタリか何かだろうと判断したのもつかの間、男の頭上に青い炎が出現した。

　青い炎は渦を巻き勢いを増す。

　その様子にクリスは戦せん慄りつする。

「貴様！　何な故ぜその魔術を……!?」

「甘い甘い甘い甘い!!　まっっっったく甘い！　簡単なことだ！　お前の記憶を借りたのだよ！　素子もマナも震動数が異なるだけの同じ物質よ！　なら機械ハードウエアを制御すれば、魔術などたやすいのであるッ！」

「……俺の記憶だと!?　貴様…………！」

「ヒントは与えたのだがなぁ！　俺が家族の名を告げたときに、気づいておくべきだった！　リルカは、お前のありとあらゆる情報データをスキャンしていたのだッ!!」

　クリスは「いやな方向」で確信する。

　大気中の〝マナ〟が減少している。

　男が発動させた〝ヴ貪ル欲ヒのム炎〟が猛烈な勢いでマナを吸い、燃焼しているのだ。

「『この魔術は非常に使いどころが難しい。強力な魔術師が出現したときに、己の膂りよ力りよくを勘案した上で使うべし』だったか？　まさに、こう言う場面で使う訳だ！」

　男が高笑いをしながらかつての教官──アードベッグの言葉を引用する。

　家族の名前だけでなく、魔法剣士課程での修業の日々すらも盗んでいたのだ。

　青い炎は〝マナ〟を燃焼し尽くす魔術だ。これを使うと、敵も味方も魔術を使えなくなる。剣技と体力に確信があるときにしか使えない魔術だ。

　──それをこんなときに使われるとは。

「素子もマナも同じ物質よ！　己の魔法を特別と見誤ったのが、お前の敗因であるッ!!」

　鋭い拳。反射的に剣を突き出した。

　重力を無視したような動きで男が宙を舞う。次の瞬間、蹴りが頭上に落ちて来る。反射的に腕で防御する。重い。腕の骨が軋きしむようだ。

「くっ────！」

　男の着地と同時に腹の底に正拳が突き刺さる。

　鍛たん錬れんに鍛たん錬れんを重ねた魔法剣士でなければ、内臓が破裂し即死していただろう。が、クリスといえども無傷では済まなかった。

　男が最後の詰めとばかりに連続して拳を「射出」する。徒手空拳の接近戦であるはずなのに、男の拳は「飛び道具」そのものだ。間合いもタイミングもあったものではない。

「さあ、どうする」

「どうするだと？　魔術があろうと無かろうと同じだ。俺は貴様を殺す。リルカの悲しみを、心を、終わらせる」

「──傲ごう慢まんッ!!　傲ごう慢まんであるッ!!　命は神のみが生み出すものではない！　人工生命も等しく命！　それを殺すというか！」

「貴様の方こそ命を馬鹿にしている。リルカに苦痛を与え続ける実験は、命への冒ぼう瀆とくでさえある」

「超高度知性体──リルカは自我を獲得した！　自我とは即すなわち！　この世界を認識する『目』だ！　そして────痛みこそが生の証あかし！」

　在あり原わらの業なり平ひらが地面を蹴る。その速度たるや、肉眼ではほとんど捉とらえられないほどだ。クリスは変化した風の流れだけを読み、剣を奔はしらせた。

　剣は在あり原わらの業なり平ひらの首筋を掠かすめた。ここに来てようやく、クリスは在あり原わらの業なり平ひらの動きを見切りつつあった。

「詭弁きべんは聞き飽きた。貴様の『プログラム』も底が見えている！　魔術など無くとも──十分だ！」

　クリスが縦横に剣を奔はしらせる。

　剣の動きこそ派手だが、脚あし捌さばきは薄氷を歩くような慎重さだ。敵の間合いに入ったら最後、地獄が待っている。

　それ故クリスはリーチを生かしながら剣を振り回し、同時に間合いを詰められぬように彼ひ我がのポジションを微調整しているのだ。

「面白い！　剣だけでどこまでやれるかな!?」

「どこまでだと……？　貴様を殺すまでだ」

　クリスには腹案があった。

　大気中のマナは貪ヴ欲ルのヒ炎ムにより猛烈な勢いで燃やされているが、クリスの〝魔導機構〟には〝マナ〟が蓄えられている。

　通常は魔術を発動させるための「着火剤」程度にしか使われないが、緊急時は魔導機構の〝マナ〟のみで、魔術を発動させることが出来る。

　残り回数は、三回だった。

　──問題は、使いどころだな。

　と、クリスが思案すると、男が扇せん子すをぱっと開いた。

「──浅はかであるッ!!」

　クリスをぐるりと囲うように、虚空こくうから数十の砲台が出現した。砲身が「カッ」と眩まばゆく光る。肉を灼やき骨を貫く光の矢──レーザー光だ。

　位置的に回避は不可能だった。

「くっ……!!」

　やむを得ず〝魔導壁リダクト〟を省略詠えい唱しようする。

　クリスの周囲に〝マナ〟の防壁が展開され、急場は凌しのいだ。しかしマナは大幅に減ってしまった。

「素子を蓄積していることは分かっている。奥の手は使わせんッ！」

　在あり原わらの業なり平ひらの拳が唸うなる。暴風雨のような連続攻撃が眼前に迫る。クリスは〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟を発動させて難を逃のがれた。

　魔術の残り回数は、一回だった。




　　　　　＊




　──そして今、遠と羽わはクリスの許もとへ走っている。

　実験街区はボロボロに破壊され、地獄めいた様相を呈している。遠と羽わが向かう先からは、激しい爆音が聞こえる。

　クリスとあの男が、戦っているのだ。


〈遠と羽わさん、なかなか大変でしたね。大丈夫でしたか？〉



　千ち紗さの落ち着いた声が聞こえた。


〈全然楽勝だけど、数の多さにはうんざりしたわ[image: さんてん][image: さんてん]。めんどくさくなったから、全体的に吹っ飛ばしちゃったけど〉



　遠と羽わは次から次へとやって来るボットに耐えきれず、「レベル７」の攻性プログラムを発動させた。破壊した数は、既に万を超えていた。


〈ここが「実験街区」でよかったですね。犠牲になったのはボットだけですし〉

〈それは犠牲とは言わないわ。この私を攻撃するようなジャンク品、いずれスクラップになる運命にあったのよ〉

〈ははは[image: さんてん][image: さんてん]手厳しいですね。それで遠と羽わさん。あとどれくらいで着きますか？〉

〈あと一、二分ってとこ。クリスの様子はどう？〉

〈苦戦してます。あの男、かなり対策を練っていたみたいで〉



　千ち紗さは既に付近で待機していた。〈隠ステ密ルス〉を使って姿を消し、ビルの一角で戦況を見守っているのだ。


〈作戦を立てるわ。状況を整理しましょう〉

〈遠と羽わさんの〈プログラム〉は無効化され、敵は魔術も使っています。接近戦も〈プログラム〉を駆使し、防御もそつがありません〉

〈なかなか底が知れない奴ね[image: さんてん][image: さんてん]〉

〈魔術を使ったときは、さすがの私もビビりました[image: さんてん][image: さんてん]〉



　そんな意味不明な状況の中で、クリスは剣を振るっている。

　──ほんと、こんな状態でもちこたえるの、あんたくらいよ？

　遠と羽わは内心で呆れつつ、クリスを愛いとしく思う。

　──待ってて。今、助けに行くわ。


〈千ち紗さ、私に考えがある。バックアップお願い〉

〈遠と羽わさん？　この間の戦闘で分かったじゃないですか！　奴の速度は異常すぎます〉

〈安心して。[image: さんてん][image: さんてん]奴の「弱点」を突く作戦を思い付いたの〉

〈作戦[image: さんてん][image: さんてん]ですか〉

〈このままじゃジリ貧よ。[image: さんてん][image: さんてん]で、三浦みうらにも手伝ってもらう〉

〈三浦みうら？　あいつがどうして!?〉

〈クリスは私の彼氏で、三浦みうらは私の奴隷なのよ？　あいつが来るのは当たり前じゃない〉

〈こんなときに爆弾発言!?　驚かせないでくださいよ[image: さんてん][image: さんてん]〉

〈って訳で、作戦開始よ。私と千ち紗さ、三浦みうらの力が必要なの〉



　と、二人の秘ス匿テ通ル信スに、もう一人の声が加わった。


〈あのー。それで俺は何をすれば？〉

〈あんた馬鹿？　三浦みうらがやれることとか、ひとつしか無いでしょ。あんたのプログラム──狙撃スナイプが必要なのよ〉






　　　　　＊




　在あり原わらの業なり平ひらがクリスの剣を受け止めた。右足を軸に反転する。一瞬の間でクリスは背後を取られた。そして〈素子〉と〈プログラム〉で強化された拳が繰り出される。

「しまっ────!!」

　しかしクリスの周辺に「防壁」が生成された。

「ギィィィイイン！」という鈍にぶい音が響く。

「また壁か。こんなときに出てくるとは──ッ!!　命知らずも良いいところだなッ！」

　在あり原わらの業なり平ひらがぐるりと首を回転させる。

　ぎょろりとした目が、壁を発動させた者──千ち紗さを探し回る。しかし当の千ち紗さは〈隠密ステルス〉で身を隠している。

「クリス！　合流するわ！　こっちに来なさい！」

　背後で遠と羽わの叫び声が聞こえた。

「遠と羽わさん！　ここは危険だ！　引き返せ！」

　クリスが告げたその瞬間、銀色に輝く矢が砲台に降り注いだ。クリスを狙っていた「砲台」が一瞬のうちに撃墜された。

「遠と羽わさん!?　何を────」





『オブジェクト設定完了／制御塔──端末間供給リンク完了／攻性プログラム発動：千本矢スコール』






　遠と羽わがそう告げると、上空に数千、数万の光の矢が現われた。息をつく間も無く矢は雷雨の如ごとき勢いで大地に降り注ぐ。街区のあらゆる構造物を削り、街に設置された制御塔を破壊し、延々と地面に突き刺さっていく。

　千ち紗さは〈防壁〉を発動させ、クリスと遠と羽わを防御していた。

　在あり原わらの業なり平ひらもまた防壁を出現させていた。これだけの量の攻撃となると、〈強制停止キルスイツチ〉も使えないようだ。

「クリス！　一旦合流よ！　こっちに来なさい！　矢はあと十秒ほどで途切れるわ。その間に話をしましょう。魔術はあと何回使える？」

「一回使えるかどうかだ……」

「了解。なら、私に考えがある」

「どうするつもりだ？」

「奴の素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルを破壊するの。チャンスは一度だけ。恐らく勝負は一瞬で決まる」

　在あり原わらの業なり平ひらは〈プログラム〉を使いこなす。飛び道具にも近接攻撃にも強い。矢の雨が降り注ぎ、膠こう着ちやく状じよう態たいになってはいるが、遠と羽わが戦闘に荷担しても不利だとクリスは判断する。

「…………まさか、遠と羽わさんがやるつもりか？　だとしたら反対だ」

「いいえ。私じゃ接近戦は無理。私は陽動するから、隙を突いて奴の素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルを破壊して」

「待て……。端末はどこにある？」

「間違いなくあの扇せん子すよ。丸出しで戦うなんて、相当自信があるんでしょうね」

「奴が、何の対策も講じてないとは思えん」

　奴は生身で戦っているが、〈プログラム〉を駆使して致命的なダメージを回避している。在あり原わらの業なり平ひらが素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルを露出させて戦っているのは、それでも問題が無いからではないのか？　とクリスは思う。

「それも織り込み済み。いくつもの致命的な攻撃を同時に繰り出せば、奴の素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルは処理が遅れる。どれだけ高性能なデバイスでも、ラグは発生するのよ。千ち紗さの防壁が破壊されたのと同じようにね」

「その隙を突け、と……」

「正解。……クリス。日本語の時間よ。こう言う場面、何て言うか分かる？」

「二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず」

「残念。王手飛車取りよ。私は奴の命を。あんたは奴の扇せん子すを同時に狙うの」




　矢の雨が途切れた。

　遠と羽わが全力疾走する。千ち紗さが遠と羽わの前面に〈防壁〉を展開させる。

　クリスがそれに続く。


『攻性プログラム発動：渦炎ヴオルテクス』



「レベル７」の大出力の炎が遠と羽わの手に出現した。在あり原わらの業なり平ひらめがけて投とう擲てきする。

「ぬうううん!!」

〈強制停止キルスイツチ〉の発動。当然の如ごとく〈渦炎ヴオルテクス〉が消失する。

　しかし周囲にはレベル７の〈渦炎ヴオルテクス〉の熱で大量の黒煙が発生していた。その煙の奥で、遠と羽わがさらに追撃する。


『攻性プログラム発動：迅雷アロウズ』



　雷撃を纏まとった一撃必殺の矢が遠と羽わの手元に出現する。遠と羽わはタイミングを外すように、蛇行しながら男に迫る。

　ポイントは、敵の〈戦闘プログラム〉を騙だますことだ。在あり原わらの業なり平ひらの反射が追い付かない速度で致命的な攻撃をすることで、男の肉体を守る安全装置セーフテイを誤作動させるのだ。

「食らえ────!!」

　遠と羽わが裂れつ帛ぱくの気合いとともに〈迅アロ雷ウズ〉を投げる。触れるだけで全身が焦げるような矢が男に迫る。

「完全なる──────無駄であるッ!!」

　在あり原わらの業なり平ひらが扇せん子すを振るい、プログラムを強制停止させる。安全装置セーフテイは発動しなかった。

　──しかし。

　遠と羽わの攻撃は陽動の陽動だった。

　遙はるか彼方かなたで、もうひとつの〈プログラム〉が発動していた。

　重い発砲音。その音が届くよりも早く、銃弾が在あり原わらの業なり平ひらに迫る。

　そう、〈プログラム〉の引き金を引いたのは三浦みうらだ。クリス達が戦う遙はるか後方から攻性プログラム──〈狙撃スナイプ〉を発動させたのだ。

　銃弾は在あり原わら業なり平ひらに迫る。

　そしてクリスの剣は、素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルに届こうとしている。

　状況はまさに、遠と羽わの言葉どおり「王手飛車取り」の状況だ。

　在あり原わらの業なり平ひらが搭載する〈戦術システム〉の判断は明確だった。在あり原わらの業なり平ひらの腕は、自動的に銃弾を塞いだ。それは在あり原わらの業なり平ひらの腕が強制的に動かされ、体が泳いだことを意味する。

　つまり、隙が出来るのだ。

「ハッ────!!」

　クリスが同時に剣をコンパクトに突き出した。

　これが通常の戦闘であれば、銃弾を防いだあとでも十分に対応出来ただろう。

　しかし、魔法剣士の速度・タイミングは完璧だった。

　魔法剣士は、素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルが処理落ちする、限りなくゼロに近いタイミングを突いたのだ。

　剣は最短最適の軌道で扇せん子すを貫く。

　何の手応えも無かった。ただ、扇せん子すが火花を散らして砕けたのを見て、クリスは確信する。

　クリスは奴の素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルを破壊したのだ。

「何ということを…………ッ!!」

　男は今や、格闘術の心得がある「ただの人間」だ。クリスの敵ではない。

　クリスに容赦は無かった。さらに斬撃を繰り出し、男の首を狙った。すんでのところで在あり原わらの業なり平ひらが剣を躱かわし、地面に転がった。

　クリスは冷徹な声色で男に問いかける。

「言え。リルカはどこにいる」

「さあ……どこかな」

「ならば斬る。どのみち、リルカは姿を現わすだろう」

「クリス！　あんたがつまらない犯罪者になる必要なんて無い。とりあえずこいつを確保しましょう」

　男は右手を虚空こくうに突きあげた。案の定、在あり原わらの業なり平ひらは予備の素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルを持っていたのだ。

「諦めなさい。変な動きをしたら灰にするわ……」

　遠と羽わが腕に〈迅雷アロウズ〉を宿した。

　クリスも同時に剣を構える。形勢は圧倒的にクリスが有利だ。

「そうかなそうかな～？　これでも同じことが言えるかな～？」

　忌いまわしい口調で男が二人を挑発する。

　天高く突きあげた腕の周囲に「黒い影」が発生する。そしてそれは、すぐに影などではないことが分かる。黒い空間だ。

　クリスはその「黒い空間」に見覚えがあった。ガルフレイド大陸に突如として出現し、クリスを連れ去って行った暗闇だった。

「次元ポート？　まさか……」

　その暗闇の奥から、男は何かを引きずり出す。

「委員会も相変わらず愚鈍ぐどんである！　『次元ポート』などと、無粋な名称をつけてからに。これは彼ひ我がの世界の中間に存在する、『幽玄なる虚無』だ」

　その「どこでも無い場所」からリルカが引きずり出され、地面に叩たたき付つけられる。

　そして在あり原わらの業なり平ひらはリルカの首根っこを摑つかみ、強引に引きずって行く。

「──惜しかったな!!　ここで幕引きであるッ!!」

「待て！」

　遠と羽わが〈プログラム〉を発動させようとする。

　クリスは反射的に遠と羽わの腕を押えた。

「遠と羽わさん。俺が始末する」

　クリスは〝魔導機構〟に残る僅かなマナで、最後の魔術を発動させた。

　悪魔のような実験狂いの男──在あり原わらの業なり平ひらに最もふさわしい魔術だ。




　──ア痛イ覚オ挿ン入




〝魔導機構〟に残った〝マナ〟が呪じゆ詛そになる。

　クリスの指先から黒い靄もやが現われる。靄もやは一瞬で男の頭に絡からみ付つき、すっと内部に染しみ込こんでいった。

　すると、

「うおおおおぉおおっ、が、は……な、何だと…………!?　何だ？　何だ？　これはッ[image: !!!]」

　男は頭を抱え、全身をかきむしり、のたうち回った。

「貴様にはお似合いの魔術だろう。モンスターに痛覚を挿入する魔術──アイオンだ。痛覚が無い化物に痛覚を与える。痛覚がある化物には、その数千倍の痛みを与える」

　痛覚の無いモンスターに痛覚を与える拷ごう問もん用ようの魔術だ。

　その根本原理は「痛覚の生成」だ。つまり痛覚を元からもつ生物には、その数千倍の苦痛が与えられるのだ。

「ナノマシンが貴様の肉体を修復するのだったな。ならばこの程度問題無いだろう」

　クリスは剣先で脚を刺した。

「ぐあああああああああ!!」

　それは傷と言えるほどの傷ではなかった。が、その痛みは数千倍に増幅される。

〝ア痛イ覚オ挿ン入〟は、モンスターを拷ごう問もんするために生み出された、まさに絶望と狂気の魔術だ。それを人間に対して使うのはガルフレイド大陸では許されない行為だ。在あり原わらの業なり平ひらは、クリスがその禁を犯すのに値する蛮行に及んだのだ。

「ところで質問だが────。これが貴様の言う、生きる痛みという奴か？」




　　　　　＊




　在あり原わらの業なり平ひらは痛みに耐えかね、三十秒もしないうちに意識を失った。

　暗闇から引きずり出されたリルカが、ぽつんと立ち尽くしていた。

　所在無さげな瞳は、クリスを見つめている。

　かつて〈リルカ〉にあった、凍いて付つくような気配はどこにも無い。〈超高度知性体〉はそのシステムの内部に心と人格を宿している。

「おにいちゃん」

　その声はまるで妹そのものだ。

　だが偽にせ物ものだ。

　リルカは情報データを獲得し、心と人格を手に入れた。だから、クリスが見ているものは仮想の人格なのだ。

「おにいちゃん……」

　愛いとしさがこみあげる。

　しかし、偽にせ物ものだ。

「クリス。分かってるでしょ。素子がありえないくらいに集積してるの。辛いなら私が……」

　遠と羽わが耳元で囁ささやく。

「俺がやる。遠と羽わさんは、解呪デリートの準備をしてくれ」

「分かった……迷ってる暇は無いわ」

　遠と羽わの声は相当に焦あせっている。

　何な故ぜならリルカは既に壊れているのだ。

　クリスの記憶を取り込み、大量の心のデータを取り込み、心と人格を学習した。

「急いで……。下手したらあんたも私も、ただじゃすまない。……〈大デ規ス模マ災ー害チ〉よ」

「おにいちゃん」

　リルカが歩み寄る。

　両手を広げクリスを求める。記憶の中にある妹を再現しているのか、その仕草を見るだけでクリスの胸が痛んだ。

　リルカを抱き締める。その肌の温ぬくもりも体温も、まるで人間そのものだ。

〈素子〉と〈プログラム〉で生成された「人工生命」とは思えない。

「おにいちゃん、帰ろう？」

「駄目だ…………お前とは帰れない」

　クリスの記憶がフラッシュバックする。

　甘えん坊で寂しがりやで、妙に背伸びをするところがある妹だった。

　だから、あの日もモンスターに襲撃される村に戻ったのだろう。自分が行かなければ、と思ったのかも知れない。

　クリスはその懺ざん悔げをしたいと思った。

　──だが。

「…………お前に。お前によく似た別の誰かに。俺は謝らなければならない。赦ゆるしを請こわなければならない。……だが、今ここでそれを口にしてはならない」

　クリスは心からそう思う。

　魂に刻まれた悔かい恨こんを、無力な己への怒りを。逃げてしまった怯きよう懦だを。

　今ここでリルカに懺ざん悔げすべきではない。

「俺は俺の弱さを抱えたまま、生きていく。この苦しみを──俺は忘れてはならない」

　その弱さを認めることが、死んでいった故郷の人々に、ルカに報いることなのだ。

　後悔はクリスに力を与える。

　あの日の絶望こそが、〝邪悪〟を斃たおす原動力になるのだ。

　だからリルカに赦ゆるしを請こうて楽になってはならない。

　滾たぎるようなその怒りこそが、剣を振るう力になるのだから。

「お前は記憶の妹に似ている。心が安らぎそうになる。……だがお前は偽にせ物ものだ。この街に災わざわいをもたらす害悪だ。……だから…………殺さなければならない」

　クリスはそう言って〈リルカ〉をもう一度強く抱き締める。

「私はルカじゃない。それでも────────」




　それは全くの突然だった。

　リルカの頭上に、「亀裂」が走った。

「──────私は、あなたを愛している。あなたの心の痛みを知って、あなたを愛いとしいと思った。だから、還かえしたいと思った」

　リルカの口調が戻った。

　戻ったにも拘かかわらず、リルカは「愛いとしい」と言う。どこまでも、人間らしい言葉を使う。

　リルカは未いまだに「心」を保持しているのだ。

「…………何を……するつもりだ？」

　頭上の亀裂が急速に広がる。それは明らかに「空間の断裂」とでも呼ぶべき現象だった。

「次元ポート……？」

　遠と羽わがぽつりと口にする。

　クリスは直感的に違うと思った。この世界に転送されたときは、「暗闇」のようなものがクリスの前に出現し、クリスはそれに取り込まれたのだ。

　目の前で広がっていく亀裂は、決定的に別物だ。

　亀裂の向こう側に、別の世界が見えるのだ。

　亀裂の奥から微かすかに漏れてくる色彩は──青と緑。もしかしたらガルフレイド大陸の空と森かも知れない。クリスはそんなことを思う。

「おにいちゃん……。これでいっしょに帰れるよ」

「まさか、お前…………世界を繫つないだのか？」

「そう。おにいちゃんに──あなたに戻ってほしいから。さあ。素子エネルギーが十分にあるうちに──」

　リルカの人格が混こん濁だくしている。

　心という矛盾むじゆんする機構システムが、リルカに混乱をもたらしているのだ。今やリルカはリルカであって、リルカではない。

　亀裂がさらに広がる。人一人が通り抜ける程度のサイズになる。

　特区の灰色の空の向こう側に、ガルフレイド大陸の青い空が見えた。

　崩壊した建物が、亀裂の向こうに吸い込まれていった。地鳴りがする。クリスの足元が震える。街区そのものが、地殻変動を起こしたかのように揺れる。

「クリス！　離れて！」

　遠と羽わに腕を引かれ、クリスはリルカから離れる。

「かえろう？」

「…………!!」

　いつの間にかリルカはクリスの隣に立ち、しっかりと手を握っていた。

　温かく柔らかいその感触に、クリスは妙な安あん堵ど感かんを覚える。

「駄目よ！　クリスはここにいるの!!　こんなときに帰られちゃ、たまんないわ!!」

　しかし状況は着実に悪化する。

　人じん智ちを超えた存在〈超高度知性体〉による、制御不能な大災害〈大デ規ス模マ災ー害チ〉が起ころうとしていた。

　それは例えば大たい量りよう殺さつ戮りくという形を取ることもあれば、例えば都市の全システムをダウンさせる事態を招くということもある。

　そして今──世界の接続という形で〈大デ規ス模マ災ー害チ〉が起ころうとしていた。

　古くなった焼き菓子のように建物がボロボロと壊れ、空間の向こう側に消えていく。クリスの足元から世界が崩落していく。

「空間の亀裂」がゆっくりと降下し、地面にめり込んでいく。

　さながらブラックホールのように、あらゆるものが飲み込まれていく。実験街区は「実験」のために国によって封鎖されている。しかしいずれ知ることになるだろう。自分達の愚かな実験が、この世界に破滅をもたらそうとしていることを。

「クリス……早く！」

　遠と羽わがプログラムを発動させる。

　クリスの腕輪ウエアラブルが輝き、その手には〈素子〉で生成された剣が握られる。





『属性付与エンチヤント：解呪デリート』






「おにいちゃん……？　帰らないの？」

「馬鹿クリス！　私と一緒にいなさいよ！　ってか、ありえないから！」

　クリスはちらりと足元に広がる空間を見る。

　そこには〝ガルフレイド大陸〟が広がっていた。

　──飛び込めば、俺は戻れるのではないか？

『馬鹿野郎！』

　かつての指導教官のアードベッグの声が聞こえた気がした。クリスは魔王を殺すために戻るのだ。懐かしさから戻るのではない。ましてやこんな状況でガルフレイド大陸に戻って何になる。この世界はどうなる。それが義を重んじる剣士のすべきことか、と。仮令たとえ異なる世界だとしても、己の責務を果たしてから戻ってこいと。

　もちろんその幻聴は、クリスの無意識によるものだ。クリス自身がそう思っているのだ。今は戻るべきではない。リルカに始末をつけなければならない。

　遠と羽わの顔を見る。

　今にも泣きそうだ。千ち紗さや三浦みうらのことを思い出す。この街で出会った何人もの人を思い出す。クリスはまだ、戻ってはならないのだ。

「…………リルカ。お前の心はきっと偽にせ物ものだ」

「分かっている」

「お前を残したまま帰る訳にはいかない。お前はいつかまた、特区に災さい厄やくをもたらす」

　リルカが、こくりと頷うなずく。

　世界が崩壊しつつあるというのに、リルカの周囲には不思議な静けさが漂っている。

「お前が取り込んだ『心』は、お前にとっては毒だ。お前を壊し、世界に危機をもたらす」

　リルカは、もう一度頷うなずく。

「俺はお前の心を、壊さなければならない」

　リルカが震える。それがシミュレートされた仕草なのか、心からの仕草なのかは分からない。ただ、リルカは震えたのだ。

「分かっている……おにいちゃん。ココロって……痛くて悲しい。偽にせ物ものだから？」

「……違う。本物だからだ」

　そしてクリスは──その心を斬らなければならない。

　素子の知性体は、涙を流す。

　クリスの悲しみが伝わり、リルカの心が共振しているのだ。

「ココロは、痛くて悲しい。でも、幸せだった。わたし、しあわせだった。世界に色がついたの」

　クリスはもう一度リルカを抱き締める。街が崩壊する。天地が反転する。リルカの姿が、遠と羽わの姿が見えなくなる。もう限界だ。

　右手には〈素子の魔法剣マギアスブレード〉。剣身には、〈解デリ呪ート〉の属性付与エンチヤント。

　しかしクリスは剣を振るえない。剣を振りかぶり、リルカに当てる。ただそれだけのその行為が出来ない。

「くっ……!!　くそ…………どうして、俺は……！」

　既に進退は窮きわまっている。斬るか斬らないか。斬らないという選択肢は存在しない。だというのに剣は大地に深々と突き刺さっている。剣は、あまりにも重かった。それは命の重みだった。

「おにいちゃん……。私、もう────」

　リルカは寂しそうな表情でクリスを見る。

　その透き通る瞳はどこまでも柔らかく、寂しげだ。

「リルカ……。何か…………！　何か他に方法は無いのか!?」

　しかしリルカは決別するかのように、冷たい声で告げた。

「──これまでに収集した情報データから判断する。弧月リルカは円ル月カにはなれない。心システムはエラーの原因となっている。破壊を…………推すい奨しようする」

「リルカ…………お前!!」

　リルカはこくりと頷うなずき、ほほえんだ。

「わたしは、だいじょうぶ」

　クリスは剣を振るった。

〈超高度知性体〉を縛しばる心という名の呪い──あるいはデータ──めがけて。




　　　　　＊




　リルカは目を覚ます。コアとなるＲＤＣ基端──ハードウェアの損傷は、最低限に留とどまった。しかし、これまでに蓄積した記憶データは失われた。

　クリストフ・アークティカについての情報も、これまで自分が感じていた痛みも、完全に消きえ失うせた。

　全ては忘却の彼方かなたにあった。

　ただ客観的事実として街は壊れ、リルカの目からは涙が流れていた。

　そしてリルカには涙の意味が分からない。

　リルカは全ての感情を、その概念を、失ってしまったのだ。




　それでも、胸の奥には不思議と温かい感触が残っていた。













　　　終章







「で、何で三浦みうらはいないのよ」

「そりゃあ、あいつは遠と羽わさんに命令されただけですし。男子の割には愛想いいですし。上手いこと言いい逃のがれしたのでは？」

「うーん、納得いかないわね……」

　遠と羽わは唇を尖とがらせ、頰杖をついて窓の外を眺める。校庭には誰もおらず、教室もしんと静まりかえっている。教室にいるのは、いつもの三人だけだ。

「ふむ。だが三浦みうらの奴、愛あい川かわ先生にたいそう呼ばれたがっていたが？」

「何それ。それじゃあ愛あい川かわ先生は、三浦みうらだけスルーしたってこと？」

「しかも、三浦みうらは説教されたがっていたんですか。とんだ変態ですね！」

「説教、か。そうなるのか……」

　三浦みうらのリアクションを見て、クリスは愛あい川かわに「良い理由」で呼び出されたのかと思っていたが、遠と羽わと千ち紗さの話を聞く限りでは、やはり違うようだ。

「そうよ。どうせ説教よ、説教」

「説教か。だとしたら罪状は何だろうか……」

「ふひひ……。思い当たる節ふしがありすぎてさっぱり分かりませんね！」

「あの事件」により、実験街区は完かん膚ぷ無なきまでに破壊された。何度でも蘇よみがえる「実験街区」とは言え、制御塔その他のインフラが破壊されればどうしようも無い。

　特区は非常事態宣言を発し、高校もしばらくの間休校となっている。

　ここまでだったら遠と羽わも千ち紗さも「ラッキー♪」などと喜び勇んで遊びに出かけるはずなのだが……愛あい川かわに呼び出されてこの様ざまである。

「どう考えても私達は悪くないし……。ってか、罪状は何だっつーの。むしろ特区の危機を回避したんじゃない」

　そう、あれは国が主導した実験であり、主犯はこの三人ではない。それでも現場に居合わせたのが「混ぜるな危険」の遠と羽わと千ち紗さであり、「混ぜなくても危険」なクリスだ。担任の愛あい川かわとしてはやはり、三人を呼び出さなくてはならないのだろう。

　──毒物の抽出から器物損壊、制御塔の無許可改造に違法プログラムの発動……。説教のネタは数えきれない。

「遠と羽わさん遠と羽わさん。愛あい川かわ先生はボットを大量に壊したので怒ってるみたいですよ？」

「そうかしら。私はありえるとしたら『レベル７』のプログラムで街を更さら地ちにしたせいかと……」

「ううむ。俺は魔術を濫らん用ようしたのが罪状と思ったが……」

「あんたはいつものことよ。愛あい川かわ先生も呆れて何も言わないわ」

「だと良いいのだが……」

「よくはないからね？　自重じちようしなさいってことよ？」

「でも損害額、相当らしいですよ？　私達三人が一生バイトしても払えないとか」

「関係無いわよ。そんなの全部『研究機関』とやらに請求すればいいのよ。そいつらが大本の原因なんだし」

「でも、その研究機関が見つからないみたいなんですよねー。私も色々探索クラツキングしたんですが、どこまで行ってもダミーばっかり。在あり原わらの業なり平ひらなんてエンジニアの名前だって出てきませんし。ここまで来ると、本物の歴史上の『在あり原わらの業なり平ひら』に失礼ですよ」

「はあ？　どこまでもふざけた奴ね……」

　あの事件以降「研究機関」は解体され、在あり原わらの業なり平ひらは姿をくらましている。──正確には国と特区が情報を隠いん蔽ぺいしているのだ。

「それには及ぶまい。奴は、十分な罪を受けている」

「何よクリス、そんなこと言って善人ぶる訳？」

　が、クリスは急に邪悪な顔になって反論する。

「……俺が奴にかけたのは〝痛ア覚イ挿オ入ン〟。拷ごう問もん用ようの魔術だ。俺が解除しなければ、数ヶ月先まで痛みが残るだろう」

「何かマジでヤバそうな奴じゃない……。まあ因果応報だけど」

　魔法剣士の本気に遠と羽わも軽く引いているが、千ち紗さは千ち紗さでマイペースに、

「二日酔いが何ヶ月も続くみたいな感じですかね♪」

　などと言う。

「うむ……？　違うような……？」




　そんなことを話していると、教室の戸が開いて担任の愛あい川かわがやって来る。

「あら珍しい。あなた達、ちゃんと来ていたのね？」

　愛あい川かわは腕組みをし、つかつかと教卓の前に立つ。

　相変わらずブラウスの奥にみっちりと詰められた胸は窮きゆう屈くつそうで、呼吸にあわせて上下に規則正しく律動している。その一方で表情は、珍しく不機嫌そうな顔をしている。

　魔法剣士の直感──ではなくとも愛あい川かわが何を言おうとしているかは予想がついた。

「あなた達、自分がしたことを分かっているの？」

「機械仕掛けの衛兵を叩たたき壊こわしたことだろうか……」

「違います」

「それじゃあ、制御塔を攻性プログラムで根こそぎ破壊したことですか？」

「違います」

「ええと、先生の彼ぴっぴとドライブしました！　色々な意味で大惨事でしたね！」

「違います……！　百目鬼どうめきさん、ふざけないでください！」

「クリス君が先生のおっぱいを触りました」

「そうなの!?」と遠と羽わが反応する。

「違います……!!　まったく。仕方無い子達ですね…………」

　ふざける千ち紗さに、愛あい川かわも怒る気を削そがれる。呆れた口調になってため息を漏らす。

「本当に、分からないんですか？」

　愛あい川かわが口を閉ざして無言でじっと三人を見ると、ぴりりとした空気が張り詰める。

　そしてしばし間を置き、愛あい川かわが口を開く。

「…………先生は、心配していたんですよ。無事でよかったです」

　と言って、愛あい川かわは再び口を閉ざした。

　遠と羽わは思わず聞き返す。

「まさか先生、それだけ……ですか？」

「そうですよ！　それ以外に何があるっていうんですか。……まったく。あなた達学生の身分を忘れてないでしょうね!?　先生に心配ばっかりかけて……！」

　じわ、と愛あい川かわの目尻に涙が浮かぶ。

　遠と羽わは素直に「ごめんなさい」としおらしく謝った。

　クリスもクリスで「申し訳無い……」と謝る。

　が、千ち紗さは千ち紗さで相変わらずマイペースに空気をぶち壊す。

「えー。そもそも先生の彼氏が原因じゃないですかー」

「……ええ。もちろんあの人にも熱いお灸きゆうを据すえておきました……!!」

「三浦みうらが喜びそうなセリフですね！」

　とは言うものの（愛あい川かわの個人的な問題も含め）状況は複雑で深刻だった。

　実験街区が壊滅したのは、危険なプログラムを監視するはずの「素子制御プログラム監視機構」が機能していなかったことに原因がある。

　が、その一方で揖い斐び川かわが独断で千ち紗さに依頼をしていなければ、特区そのものが壊滅していたかも知れない。

　結果的には揖い斐び川かわの選択は正解だったが、生徒を危険に巻き込んだことに代わりは無い。

　現在進行形で生徒達の背後では実に面倒な世界が繰り広げられているが、遠と羽わ達に知しる由よしは無かった。

「ですので……今後あなた達が面倒な『大人の事情』に巻き込まれないように、色んなものを『根本的』に変えていきます……！　まず手始めに────」







　高校の裏山の蟬せみがじじっ、とひと鳴きする頃、三人は愛あい川かわから解放された。

「千ち紗さ、メガネ外すと雰囲気違うわね？」

「ええ。メガネ外すと美少女ですから。そう言う遠と羽わさんもカチューシャ外すと……あんまり変わらないですね」

「うむ。確かに変わらないな……」とクリス。

「そのセリフ……意味ある訳？　それとも喧嘩売ってるの？」

「遠と羽わさんはカチューシャをつけても外しても、可愛かわいいってことですよ」

「あっそ」

「リアクション薄いですね!?」

　何な故ぜ遠と羽わがカチューシャを、千ち紗さがメガネを外したかというと──それが彼女達の素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルであり、先生が没収したからである。

　彼かの女じよ達もプログラムが使えなければただの女子高生だ。素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルを没収すれば、そうそう厄やつ介かいな事件に巻き込まれることは無いだろう、と学校は判断したのだ。

「それにしても、おっぱい先生にはしてやられましたね！　バグ処理のバイトが無くなるのは痛いですよ」

「そうかしら？　部活も部活で面倒じゃない。夏休みの間だけってならちょうど良いいわ」

　バグは昼夜を問わず発生するので、遠と羽わ達は毎日のように面倒な事件に巻き込まれる。遠と羽わにとっては、夏休みにはやりたくない「バイト」だ。

「むーん。バイト出来ないとなると夏休みは遊ぶしか無いじゃないですか。困りましたね！」

　と言いつつ千ち紗さに全然困った様子は無い。

「ところで千ち紗ささん。夏休みとは……何だ？」

「ええ!?　もしかしてクリス君……」

　そしてクリスは初めて夏休みの概念を理解する。内陸の寒冷な土地に住んでいた魔法剣士には、夏に休むという概念が無かったのだ。

「……クリス君の世界に夏休みが無いとは。確かに魔法剣士がお盆休みで帰省するはずがありませんしね」

「むっ。千ち紗ささん、お盆とは何だ？　食器を運ぶお盆トレーが休息に使えるとは思えんが」

「クリス、その話をするとまたややこしくなるわ。とにかく、夏は休むものよ」

「……釈然としないが、理解した。暑い夏に休み、外で遊ぶ。実に素晴らしい制度だ。…………が、俺はいつになったら戻れるのだ？」

　そう、クリスはこの世界が快適で豊かであるほどに──己がいるべき世界ガルフレイド大陸の過酷さと、己に課した宿命を思い出さずにはいられない。

　それに、デスゴーレムの出現にクリスのデータを採取しようとする〈超高度知性体〉の出現。クリスという存在が特区に災さい厄やくをもたらしているのではないか、という罪悪感さえあった。

「クリス君。この間の事件で、色々なデータが採取出来ました。恐らく『次元ポート』の原理が解明される日は近いです。もっとも、今すぐにという話じゃありませんが」

「なるほど……。やはり今すぐは無理、か。やむをえまい」

「そうね、仕方無いわね！　仕方無いのよ！」

「と、遠と羽わさん？　微妙に嬉しそうですが……？」

「気のせい気のせい。むしろ面倒な奴がまだいるのかよ！　的な残念感の方が大きいけど……。もうしばらくだけ面倒見たげるわ」

　クリスとしては戻れないのも問題だが「さっさと帰れ」と言われ、住む場所も無い、というよりは遙はるかにマシだ。

「すまないな。これからも世話になる。……とは言え、この状況に甘んじる訳にもいくまい。夏休みは鍛たん錬れんだ。いや、夏休みと言わずに今日から鍛たん錬れんだ。次の目標は『マナ』ではなく『素子』から魔術を錬成する。そうすれば、作戦の幅も広がるはずだ」

「ちょっとクリス！　愛あい川かわ先生に禁止された先からそれ!?」

　遠と羽わが呆れ半分で言い、〝ピコの鉄てつ槌つい〟でクリスの後頭部を殴おう打だする。鉄てつ槌ついに慣れきった魔法剣士のリアクションはやはり薄い。そして遠と羽わがいつものようにため息を漏らし、

「何だか今年の夏休み、ろくでも無いことになりそう……」

「遠と羽わさん遠と羽わさん。やっぱり嬉しいんじゃないですか♪」




　結局、クリスは本当に裏山で鍛たん錬れんをした。

　遠と羽わ達と別れて剣を振り、夕闇が迫るころに「買い物中央」ことショッピングセンターで食糧を調達した。もちろん、ペットショップコーナーのトカゲではなく「食料品コーナー」で。

　そしてクリスがアパートに戻ると、部屋の奥の暗闇に〈リルカ〉が佇たたずんでいた。

「お前……。また来たのか」

　リルカは青白い瞳を微動させ、冷ややかな声色でクリスに来意を告げる。

「──情報収集クローリングに」

　リルカの心は削除された。

　クリスの剣──あるいは〈プログラム〉──がリルカのコアに干渉し、データを消し去った。

　皮肉なことにリルカは「心を失ったが故に」正常に駆動している。

　リルカは「この世界のどこでも無い場所」を彷徨さまよい、情報データを収集する。〈リルカ〉という〈バグ〉を構成する大本のプログラムは、ネットワークの情報を取得する「クローラー」だったのだ。

　しかしデータはいくら蓄積させたところで、ただのデータでしか無い。

　故にリルカが心データを思い出すことは無く、

　故に、特区の安あん寧ねいは守られる。

　それでもリルカは収集する。

　己の中に僅かに残存する、破壊されたデータのカケラを復元させようとする。

「欠損したデータが、残存するデータが、あなたを求めているから」

　それは無理だ、永遠に理解出来ないだろう。……とクリスは言葉にしない。

　言葉にしても意味が無いし、やめろと言ってもリルカはやめないだろう。

「もしかしたら、こうすれば何かが分かるかも知れない」

　リルカはいつかのようにクリスに抱き付こうとし────そして同時にドアが叩たたかれる。

「こらクリス！　開けなさい！」

「と、遠と羽わさん……！　今開ける……!!」







　あとがき




　職場の隣の席の人妻（29）が「一いち条じようさん、イカ臭くないですか？」と私に言うので「もしや笹ささ木きさん（仮名）の脇の下では？」と言ったらぶん殴られたのが最近のハイライト……というのは噓うその一いち条じよう景かげ明あきです。人妻（かわいい）は割と良いい匂いがします。

　そんな訳で２巻です。

　２巻を出すとなってから自動的に締しめ切きりが決まり執筆スケジュールが決まり、一いち条じよう氏は未踏の山を全力ダッシュ七しつ転てん八ばつ倒とうするが如ごとく原稿を書き上げ、あちこちに多大なるご迷惑をおかけし、どうにかリリースと相成りました。編集の清きよ瀬せさん近こん藤どうさん、そして校正さんには大変ご迷惑をおかけしました。すいませんでした。

　そして同時に、皆さんのプロフェッショナルなお仕事あっての出版なのだな、と改めて実感しているところです。ありがとうございました。




　さて、２巻を書いていたら、ものの見事に全ての週末と夏休みが溶けました。

　とは言えいやー辛いわー兼業作家マジ辛いわー（チラッ）ということはなく、実は投稿時代からそんな生活でして、むしろこうして書籍を出せることへの感慨と感謝の念と腰よう痛つうと達成感で胸いっぱいであります。スケジュールがカツカツなのは己の未熟さが故であります。精進します。




　さてさて、今回は１巻よりは若干込み入った内容となっております。

　「心」というキーワードは中々にとらえどころがなく、筆者的にも難しい山を登ることになりました。が、クリス氏は力強く剣を振り、ヒロインさん達たちは良いい感じに漫談をしてくれました。愛あい川かわ先生のおっぱいも筆者の脳内では中々のものです。しかし先生のおっぱいを独り占めする揖い斐び川かわとか言う男だけは絶対に許さない。




　そんな訳でマギアスブレード２でした。これからも何なに卒とぞよろしくお願いします……と言いたいところですが、残念ながら本シリーズはこれにて終了です。筆者的には書くネタはもうちょいあるかなー、などと思っていたのですが、数字的なアレによってアレすることとなりました。

　続刊を楽しみにしていた方がいたとしたら、大変申し訳ありません！　次のチャンスがあればよりパワーアップした作品をお届けしますので、平ひらにご容赦いただきたく。

　それではまたどこかでお会いしましょう。

　一いち条じよう景かげ明あきでした。
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一いち条じょう景かげ明あき

まるで怠惰な駄目人間。週末は自転車乗ったりカメラ弄ったりギター弾いたり文庫読んだり。どうやら肩の関節が人よりも柔らかいらしく、職場の同期からは「妖怪馬鹿関節」などと呼ばれている。

[image: ]




イラスト／冬ふゆゆき

神奈川県在住の猫と女の子が好きな絵描きです。しばらく旅行に行っていないので来年こそはいろいろな場所に行きたいと思います。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「一条景明先生」係

「冬ゆき先生」係











本書は書き下ろしです。
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